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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　九月になったばかりのロマリアはまだまだ暑い。

　じっとりとした湿しつ気けはないが、燦さん々さんと輝かがやく太陽は容よう赦しやなく人の肌はだを焼き、腕うでや頰ほおをひりつかせる。こんがりと肌を焼いた偉い丈じよう夫ふたちはそれを物ともしないが、肌の弱い女おんな子こどもや東洋人には少しばかりきつい。

　この日のようにギラギラと太陽が照りつける日は、散策するにしても真昼を避さけ、夕暮れの近い時間帯に出歩かなければならなかった。

「ユートさま、これは何でしょうか？」

「ん？　ああ、ボルト・ハンマーの素材になる電でん磁じ鋼こうだな。加工したら帯電するんだけど、素材の段階でちょっぴりピリピリしてるんだ」

「わっ、本当です！　ピリッとしました！」

「逆にさ、あの変な鉢はち植うえって何なんだ？」

「あれは糖とう蜜みつ花かです。蜂はちの巣す型の鉢で育てると味がよくなるんですよ」

「ああ、あれか。瓶びん詰づめされた蜜しか見たことなかったけど……へー、ああやって育ててるんだな。面おも白しろそうだし、試ためしに一個買ってみるかな？」

「それはいいですね」

　夕暮れというにはまだほんの少し早い時間。

　ヒマを持て余していた悠ゆう斗とは、少女たちに声をかけて王都の市場をぶらついていた。

「あ、でも三みつ日か坊ぼう主ずで終わりそうだ。芽すら出なそう」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私がきちんとお世話します」

「いや、ただでさえアルマには世話してもらってるからな。負担を増やすのも……」

「いえ、私はユートさまの《巫女みこ》ですから。何でもお任せください！」

　そう言って、自信満々に胸を張るアルマ。

　悠斗を救いの神として崇あがめている彼女にとって、悠斗に尽つくすことは恩返しであり喜びだ。今のアルマは悠斗に喜んでもらうことが最優先事じ項こうで、そのためならばいかなる労力も惜おしまない。

　だからこそ、悠斗は意識的に彼女に頼たよることを避けていた。自分でできることは自分でして、アルマの負担をできる限り増やさない。そうしなければ、まるで自分がヒモになるようで──もとい、自じ堕だ落らくな人間になるようで、少し怖こわい悠斗だった。

「まあ、園芸は歳としとってからでいいや。ほら、広場に戻もどろうぜ、広場に」

「え？　は、はい。ユートさまがそうおっしゃるのなら……」

　茶色い髪かみの巫女さんは、名残なごり惜しそうにしながらも、悠斗に手を引かれて生花店から遠ざかっていった。

「ユートさま。どうか遠えん慮りよはなさらないでくださいね？　何かなさりたいことがあれば、何でも私におっしゃってくださいね？」

「あ、ああ。分かった」

　アルマの甘い声と溺おぼれてしまいそうな包容力にくらくらしながら、悠斗は何とか通りを進み、市場の脇わきにある広場へと入っていった。

「ちょっと戻るのが早かったかな？」

「みたいですね」

　円形の広場の中央、噴ふん水すいを囲むように設置されたベンチに腰こしを下ろし、悠斗はぐるりと視線を巡めぐらせた。実は彼が連れて歩いていたのはアルマだけではなく、ほんの少し前まではこの広場に《メイド》のルナリエッタ、犬いぬ獣じゆう人じんの幼女クーティアがいた。

　その姿が今は見当たらないのは、服を買うというルナリエッタにクーティアがついていったからで──。

「あっ、ユートさま。ルナちゃんたちですよ、ほら」

「ん？　ああ、タイミングはよかったみたいだな」

　向こうが先に見つけていたのか、大きな買い物籠かごを提さげたルナリエッタ、陶とう製せいのカップを両手に持ったクーティアが、真っ直すぐに悠斗たちの下もとへ向かって来ていた。

「かみさま！」

『わんっ！』

　立ち上がり迎むかえた悠斗に、クーティアがひまわりのような笑え顔がおを見せた。

　二人の間をクーティアの愛犬であるスフレがくるくると走り回り、犬獣人の少女と子犬はそろって尻尾しつぽを振ふっていた。

「おー、おかえり。いい服は見つかったか？」

「ええ。安く、仕立てのいい服を買うことができました。ご主人様のものは、後で部屋のタンスに入れておきますね」

「よろしく頼たのむ……けど、変なシャツは入れるなよ？」

「……ちっ」

　クーティアに続いてやって来たルナリエッタは、無表情のまま小さく舌打ちした。

　隙すきを見ては『アウトレット免めん罪ざい符ふ』、『目覚めよ勇者』、『ほーりーせいんとくろす！』などと刺し繡しゆうされたシャツを着せようとするメイド。彼女に鍛きたえられた悠斗は、最近では先手を打つという高度な駆かけ引きを覚えるようになっていた。

「でも、ご主人様。ご主人様は体のラインがスッとしていらっしゃるので、ワンポイントが映はえると思いますよ。ほら、ここに刺繡が入れば……あらー、素す敵てきです！　男ぶりがグッと引き立ちますね！」

「ノルマを抱かかえた店員かよ」

　演技がかった仕草をするメイドにチョップを一いち撃げき。アルマとはまた違ちがった意味で油断できない少女に、段々と遠慮がなくなってきた悠斗だった。

「かみさま、かみさま。ジェラートが溶とけちゃうよ？」

「ジェラート？　へえ、ジェラートなんてあるのか」

　悠斗とルナリエッタの間に割り込んできたクーティアが、手に持っていたカップを差し出した。小さなカップの中にあったのは、なるほど確かにジェラートであり、それは晩夏の太陽の下、とろりと溶けかけていた。

「まあ、魔ま法ほうで動く冷蔵庫があるぐらいだからな。アイスぐらいは作れるか」

　シンプルなミルクジェラートをさじですくって味わいながら、悠斗は広場に点在する屋台に目を向けた。

　魔ま石せきを動力にした冷蔵庫は高級品の類たぐいであり、かつ小型化ができていないので、氷ひよう菓かの屋台はどこにも見当たらない。代わりに広場に面した店てん舗ぽ、ガラス張りのジェラートショップの奥には、『けるべろ亭てい』と同じ型の冷蔵庫が鎮ちん座ざしていた。

（文明が進んでいるんだか進んでいないんだか分からんな）

　科学のカの字も感じられない村がある一方で、同じ国内に冷蔵庫や魔石の街灯、湯ゆ沸わかし器が存在する都がある。しかしその都でも未いまだにアナログなものはたくさんあり、大通りには馬車が行き交かい、空輸には飛ひ竜りゆうが使われていた。

（みんながみんな熟練の魔法ウイ使いザードになれるわけでもないそうだし、魔法を使っての発展ってのも難しいんだろうな）

　宿にしている『けるべろ亭』で、何度も魔石に魔力を補給している──というよりさせられている悠斗は、ちぐはぐな王都をどこか納なつ得とくした面持ちで見つめていた。

「ん……」

「どうした、クーティア？」

　卵大のジェラートをぺろりと平らげ、満足げに息を吐ついた悠斗は、膝ひざに乗っかっていたクーティアがもじもじしていることに気がついた。

「クーちゃん、トイレに行きたいの？」

「うん……」

　面めん倒どう見みのいいアルマがクーティアの異変に気づき、そっと彼女の手を取った。

「私も催もよおしたので、連れて行きましょうか？」

「ううん、私も、その……だから。ね？　私が行くよ」

　わずかに頰を染め、チラチラと悠斗を気にするアルマ。対するルナリエッタは堂々としたもので、恥はじることなくトイレに行くと悠斗に告げた。

「と、いうわけですので、女三人でお花はな摘つみに行ってきます。すみませんが、スフレの面めん倒どうと荷物の番をお願いしますね」

「ああ、分かった」

「籠の中には新しい下着が入っていますので、よければヒマ潰つぶしにお使いください」

「使わねーよ！　さっさと行って来い!!」

　追い払はらうように悠斗が投げた小石を、するすると滑すべるような動きで避けるルナリエッタ。

　遠ざかっていく無表情メイドを、苦にが虫むしを嚙かみ潰したような顔で見送り、悠斗は浮うかせていた腰をどすんとベンチに下ろした。

『わんわんっ！』

「あー、よしよし。お前はルナと違っていい子だな」

　ぴょこぴょこと飛び跳はねて、何とか悠斗の膝に登ろうとするスフレを抱だき上げて、悠斗はふうっと大きく息を吐いた。

「ねえ、早くおいでよー！」

「よーし、このまま出発するぞ！」

「無理ですって先せん輩ぱい！　野宿なんてオレ、嫌いやですよぅ！」

　脇に買い物籠を置いた悠斗は、膝の上で丸くなったスフレを撫なでながら、ぼんやりと道行く人やロマリアの街並みを眺ながめていた。

　土色の建物と、ゆったりとした衣服をまとった町人たち。革かわ鎧よろいを身につけているのは冒ぼう険けん者で、街角に立っている槍やり兵へいたちは、治安を守る警けい邏ら隊たいだ。

「やっぱり都会ってのは騒そう々ぞうしいな」

　王都の中心に近い広場は多くの人で賑にぎわっていた。

　老ろう若にやく男なん女によ、様々な職業ジヨブの人がやって来ては通り過ぎていく。それらすべての人々が雑音に負けないように大きな声を出すのだから、うるさくもなるというものだ。

「住むならやっぱり村だな、うん。スローライフが性に合ってたのかも」

　誰だれに言うでもなく独りごちる悠斗。ディルカ村の静かな──少なくとも騒そう音おんはない環かん境きようを思い出し、彼はゆっくりとうなずいた。

「リーゼベル様がな、魔法使いと地ち竜りゆうをな……」

「倒たおしただと!?」

（そうだよ、倒したんだよ）

　耳に入ってきた会話に頭の中で返事をして、悠斗は満足げに笑った。

　魔導書の製作。魔法屋や敷しきの罠わなの解除。そして、地竜の鱗うろこ剝はぎ。

　冒険者ギルドから与あたえられた課題のすべてをこなした悠斗は、つい先日、ようやく自由を手に入れた。迷めい宮きゆうを壊こわしたことへの贖しよく罪ざいは終わり、ブラック・リスト入りも免まぬがれた。身軽になった悠斗を縛しばるものはもう何もない──こともないが、とりあえず、彼が王都にいなければならない理由はなくなった。

（どうせリーゼベルの指導にまた来るんだし、今回はさっさと帰るかな）

　ベンチの背もたれに体重を預け、夏空を見上げてあくびをする悠斗。

　厄やつ介かい事をすべて片づけて、かかる重責の一いつ切さいをなくした少年は、のんびりまったりと王都の空気に浸ひたっていた。すると、そこに──。

「それが貴き殿でんの使い魔か？」

「……ん？」

　悠斗のすぐそばで涼すずやかな声が聞こえた。少し遅おくれて、それが自分にかけられた言葉だと気づいた悠斗は、すぐにも空へ向けていた顔を下ろした。

「子犬型の使い魔。炎ほのおを吐くのか、それとも冷気を放出するのか」

「えっと……？」

　くすんだ金きん髪ぱつを結ゆってまとめた長身の女性が、スフレの尻尾をつついていた。

　スクエアフレームの眼鏡、そのレンズの奥には灰色の瞳ひとみがキラリと輝かがやいていて、表情はなくとも彼女がスフレに相当な興味を持っていることが察せられた。

「あの、何でしょう？」

「この籠は何だろう。呪じゆ物ぶつが収められているのか、それとも籠そのものが呪物なのか」

　悠斗の問いかけに答えることなく、女性は買い物籠にそろそろと手を伸のばしていた。

　口ぶりからして、魔法に興味があることは分かる。悠斗と同じようにフードつきのローブをまとっているということは、彼女自身も魔法使いなのだろう。だとすると、同類を見つけて声をかけてきたというところか。それにしては女性の行動は一方的すぎた。

「む？　そのローブから相当な力を感じる。純白の色は神こう々ごうしくすらあるな」

「あ、あの～」

　美術品のように鑑かん賞しようされ、悠斗は居い心地ごこち悪くもじもじとしていた。

　人ひと懐なつっこいスフレは嬉うれしそうに尻尾を振っていたが、年上のお姉さんにじろじろと見つめられ、悠斗は首をすくめるばかりだ。

（何なんだ、ほんと……ってか誰だよ、この人）

　端たん整せいで知的な顔が近づくたびに、悠斗は心の中で小さく悲鳴を上げていた。根は小心者の彼にとって、今の状じよう況きようは『美味おいしいシチュエーション』ですらない。この美しい変質者を穏おん便びんに追い払ってくれそうな援えん軍ぐんの到とう着ちやくを、悠斗は心から望んでいた。

「ユートさん！　お待たせしました……って、あ、あれ？」

「おお、リーゼベル！」

　予想とは違ったが、知り合いが現れて悠斗は心強く思った。

　夕食をともに食べるために待ち合わせていたリーゼベルが、息せき切って現れた。彼女はへたれな少女であるが、人数が増えるだけでもありがたい。悠斗はそう思ったのだが、

「え？　ええ？」

　リーゼベルは、眼鏡の美女を見るなり戸と惑まどい始めた。目を見開いて、そのくせ何度も目をしばたたかせて、信じられないとばかりに大きく口を開けていた。

　彼女は一体どうしたというのか。もしかして眼鏡の美女と知り合いなのだろうか。それにしてはおかしな態度に、悠斗はリーゼベルの肩かたを揺ゆさぶって小さな声で問いかけた。

「おい、どうしたんだ？　あの人のこと、何か知ってるのか？」

「え、ええ。知っています。知らないはずがありません」

「ここらで有名な変人か何かか……？」

「と、とんでもない！　不敬ですよ、ユートさん！」

　飛び上がらんばかりに驚おどろいて、リーゼベルは眼鏡の女性の様子をうかがった。幸いにして悠斗の言葉は聞こえていなかったのか、女性はただただスフレを見つめ、その体のあちこちを調べていた。

「それで、あの人は誰なんだ？」

「あのお方はですね、あのお方は……」

　背中を丸め、額を突つき合わせるように顔を寄せた悠斗とリーゼベルは、ひそひそと内ない緒しよ話ばなしをする。謎なぞの女性について。彼女の正体について。何かを知っているリーゼベルは、悠斗の耳に口を寄せて、眼鏡の女性が誰かを教えた。

「あのお方は、この国の王女様です……！」

「ふーん……って、はああっ!?」

　告げられた衝しよう撃げき的な真実。

　瞬しゆん時じに驚きよう愕がくに染まった悠斗は、ぎこちなく王女に視線を向けた。
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「むっ？　腹を見せたぞ。これは臨戦態勢か……？」

　お腹なかを見せて甘えるスフレをおっかなびっくり触さわっている眼鏡の美女。

　彼女がまとったフードローブの左胸には──確かに、王都のあちこちで見られる王家の紋もん章しようが刺し繡しゆうされていた。
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　　　　‐１‐




　コッ、コッ、と柱時計が時間を刻む。

　壁かべに埋うめ込まれた水すい槽そうの中で、赤い観賞魚がゆらりと長い尾おを振ふる。

　その部屋にある音と動きはそれがすべてであり、他には何もなく──。

「……ふう」

　いや、そうではない。

　テーブルが一つと椅い子すが二つ。少しばかり小さな部屋の中には、確かに誰かがいた。

「ふむ」

　くすんだ金髪を結い上げた眼鏡の美女。

　仕立てのいい服を着た王女は紅茶を飲み、余よ韻いんを堪たん能のうするように目を閉じた。

（なるほど、仕草が王族っぽい……）

　王女の対面に座る悠ゆう斗とは緊きん張ちようから声も出せずにいたが、その分、頭の中で様々なことを考えていた。

　ツーピースの服は制服や式服にも見えること。

　王女の動作は一つ一つが洗練され、上品なこと。

　背は高いが胸は小さいなと、とりとめないことまで。

　そうして時間を潰つぶしていても、王女は何も言わず、何もしてこない。ただじっと悠斗の目を見て、時おり、紅茶に口をつけるだけ。こうなると、いよいよ自分から声をかけねばならない。悠斗は思い切って先に話しかけてみた。

「あ、あのっ！　すみません、俺に何の用でしょうか……？」

　緊張のあまり思わぬ大声が出てしまった。それを恥はずかしく思ったのか、悠斗の問いかけの尻しりの部分は蚊かが鳴くような声だった。

「用か。うん、私は貴殿に用がある」

　礼を失しただろうか、変に思われなかっただろうか。

　そう考えて少しだけ頰ほおを染めた悠斗に、王女はさして気にした風でもなく言葉を返した。

「ユート殿どのに……魔ま法ほう使つかい殿に用があるのだ」

「……魔法使いに？」

　わざわざ言い直すということは、そういうことなのだと悠斗は思った。

　二日前、悠斗はリーゼベルとともにアース・ドラゴンを倒した。岩石のような鱗うろこを貫つらぬき、強きよう靭じんな肉体を焼き、遂ついには角を叩たたき折ってこれを戦利品として持ち帰った。

　──英えい雄ゆうの娘むすめと共きよう闘とうし、災害級の巨竜を倒した魔法使いは、やはり英雄的な力の持ち主なのか？　冒ぼう険けん者ギルドを中心に広がりつつある噂うわさは、尾ひれをつけてどんどん大きくなっていき──その中の一つが王宮にも届いたのだろう。

　こうして王女直々に現れたということは、そういうことなのだ。噂をきっかけに悠斗に興味を持った王族が、より真実に近い情報をつかみ、こうして接せつ触しよくを図はかる。従者に任せないところから、王女は確信を持って動いているのだと悠斗は推察した。

「それで、ご用件は何でしょうか？」

「うん。単刀直入に言うとだな。サウスリアの発展のため、魔法使い殿に力を貸してもらいたいのだ」

　──やはり。為い政せい者たる王族が出てきたということは、やはりそういった話なのだ。

　個人のためではなく、ギルドのような特定の集団のためではなく、もっと大きな枠わく組ぐみのために奉ほう仕しせよ。国民のために、何より国家のために、その魔法の力を使いなさい。

　王都に出てきて、より多くの人目に触ふれるようになってから、悠斗はこうなることをある程度予測していた。王女が動くとは思いもしなかったが、権力者から『協力』を要よう請せいされることは避さけられないと覚かく悟ごしていた。だからこそ、そこでどう答えるかもきちんと考えていたのだが、

「ああ、事前に言っておくが、謙けん遜そんやごまかしはしなくていい。私はリーゼベルが低レベルの《ファイター》であること、地ち竜りゆう討とう伐ばつは貴殿の力に拠よるものだということを知っている。それを前提に話を進めてもらいたい」

（……っ！）

　もちろん、リーゼベルが自身の実力を隠かくし切れているとは悠斗も思っていなかった。為政者によって情報操作をされ、国こく威い発はつ揚ように使われていることも察していた。だから、王女の言葉自体はさほど驚くようなものでもなかったが、

「貴殿は単独ないし少人数で地竜を倒たおす実力がある。迷めい宮きゆうを破は壊かいするほどの魔法が使える。間ま違ちがいではないだろう？」

「は、はい」

　逃にげ道を塞ふさぐような話の運び方に、悠斗は思わず言葉を詰つまらせてしまった。

「貴き殿でんも知っての通り、サウスリアは戦士至上主義に支配されている。戦士職こそが尊きものであり、肉体を鍛きたえることこそ正道だと信じられている。それは魔法大国がいくつも台頭してきた今も変わらず、魔法や魔法使いは『使える道具』としか見なされていない。しかし、それでは通用しない時代が来ているのだ。筋力、持久力に優すぐれた戦士職が主力になることは変わらないが、いつまでも魔法を軽かろんじていては、いつかきっと強力な範はん囲い魔法で薙なぎ払はらわれる時が来る。ユート殿もそう思っているはずだ。違うか？」

「い、いえ。俺もそうなると思います」

　協力要請、またはスカウトの話にどう答えるかは決めていた。

　説明が始まる前に即そく答とうし、自分の意思を明確に示そうと悠斗は決めていたのだ。

「国民の意識を変えなければならない。時代に適応しなければならない。しかし、そのためには実例が必要だ。魔法職が戦士職に比ひ肩けんしうることを証明し、迷信や頑かたくなな偏へん見けんを打ち砕くだく必要がある。そのために私は宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しという職を用意し、優ゆう秀しゆうな魔法使いを集めているのだ。ユート殿のような、な」

　しかし、有う無むを言わさぬ王女の言葉に、悠斗は相あい槌づちを打つので精いっぱいだった。元々気き丈じようとも言えない悠斗にとって、一方的に押し切られる展開は苦手なものだ。竜さえ屠ほふる少年は、ただ目を白黒させて王女の話を聞いていた。

「給金は満足する額を支払おう。冒険者ギルドの老人たちのように煩わずらわしい輩やからは、私が後ろ盾だてとなって寄せつけない。どうだ、悪い話ではないはずだ」

「え、ええ。そうですけど……」

　確かに良い条件だった。特に後ろ盾を得られるというのは、異い邦ほう人じんである悠斗にとって何より魅み力りよく的てきに思えた。

　だが、彼の答えは最初から決まっている。宮廷魔術師となって『新しい煩わしさ』を感じるぐらいなら、彼は──。

「でも、お断りします。俺はもうディルカ村で神様ってのをやっているので。二足のわらじを履はいて、どっちつかずの状態にはなりたくありません」

　そう言って、深々と頭を下げる悠斗。

　状じよう況きように流されて神様となり、様々な問題を抱かかえることになった彼は、これ以上新たな進展を望まなかった。最低限の責任を果たし、後は村に帰るだけの今、国家の発展や魔法使いの地位向上といった大きな問題に関かかわりたくなどなかった。

　たとえ王族が相手でも、そこは譲ゆずらず、妥だ協きようで済ましたくはない。

　その意思を態度で示した悠斗は、頭を下げたまま王女の言葉を待っていたのだが、

（……ちょっと不敬だったかな）

　続く沈ちん黙もくに、段々と不安になってきた。

　スカウトには断固拒きよ否ひという姿勢はいいが、それを王族に見せるというのはいかがなものか。もしかすると不興を買って、今ごろ王女はこめかみに青筋を立てているかもしれない。そう思うとドッと汗あせが噴ふき出して、冷たく悠斗の背中を伝った。

「……ユート殿」

「は、はいっ！」

　先ほどまでの毅き然ぜんとした態度はどこへやら、だらだらと冷や汗を垂らした悠斗は、テーブルに擦こすりつけるようにさらに頭を下げて王女の沙さ汰たを待った。

「先ほどの返事だが」

「……つっ！」

　鋼はがねや鉱石を思わせる硬こう質しつな声に、悠斗の体まで硬かたくなる。

　無礼だと怒おこられるか、慮りよ外がい者ものだと罵ののしられるか。

　断るにしてももっと角の立たないやり方があったはずで、しかし、それを今考えるのは詮せん無なきことで──。

（まずいな。対応、間違えたかな……？）

　焦あせる悠斗に向けて、目を細めた王女が口を開き、

「貴殿の考えは分かった。私はそれを尊重しよう」

「……え？」

　意外にも、寛かん容ような言葉をかけた。

「何を呆ほうけている？　私を悪徳貴族か何かと勘かん違ちがいしていたのか？」

「え、いや」

「図星か。心外だな。私には権力を以もつて人をどうこうする趣しゆ味みはないぞ。才覚のある者を力ずくで従わせるなど、中長期的に見てデメリットしかない。そうではなく、私は貴殿と信しん頼らい関係を結ぼうと考えているのだ。そこは誤解しないでほしい」

「は、はい」

　優やさしげな笑え顔がおはなかったが、王女の真しん摯しな態度に悠斗はわずかに警けい戒かいを解いていた。

　彼は王族など得体の知れない権力者であり、基本的には横おう柄へいなものだと考えていたが──どうやら、この王女はそういった人物ではないようだ。多少の強ごう引いんさは感じられるが、少なくとも悪人には思えなかった。

「王都にはいつまで滞たい在ざいする予定だ？」

「えっと、週末まではいますけど」

「そうか。では、また機会があれば話をしよう。私はもっと貴殿のことが知りたいし、貴殿にはもっと私やサウスリアのことを知ってもらいたい」

　そう言って席を立つ王女。釣つられて悠斗も腰こしを上げた。すると、王女は悠斗に近づいて、気さくに右手を伸のばしてきた。

「まずは私の名前からだ。ヴァレンティア……ヴァレンティア・レダ・サウスリア。どうか覚えていてほしい」

　悠斗と握あく手しゆを交かわしたヴァレンティアは、それだけ言い残して部屋を去っていった。

　密会に使っていた料理店の個室には悠斗一人が残されて、彼を励はげますように柱時計が十八時を告げていた。

「ヴァレンティアさんか……」

　悠斗は王女が去っていった方を見つめながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「なんか、台風みたいな人だったな」

　溜ため込んでいた緊張とともに、大きくため息を吐はいた悠斗。

　何もかもを自分のペースに巻き込むヴァレンティアには、カリスマやオーラのような一種独特の雰ふん囲い気きがあった。

　口ぶりからして人格者ではありそうだが、常人かと問われれば少し違うような気がする。そんな王女と対談し、どうも気き疲づかれを感じていた悠斗は、魂たましいが抜ぬけたように立ち尽つくしたままだった。




　　　　‐２‐




　サウスリア王女、ヴァレンティア・レダ・サウスリアの電でん撃げき的な訪問から一夜明け、昨日とは打って変わって涼すずやかな日のこと。

　悠斗は朝食をとった後にいつもの草原へとやってきて、不ふ肖しようの弟で子し、リーゼベルの修しゆ行ぎようにつきあっていた。

「やっ！　やあっ！」

　胸には純白の革かわ鎧よろい、左ひだり腕うでにバックラーを装着したリーゼベルが、蝶ちよう型の魔ま物ものに向かって細さい剣けんを振ふる。つい数日前までかすりもしなかった斬ざん撃げきは、今はＧバタフライの正中線をとらえ、真っ二つに切り裂さいていた。

「とーっ！」

　踊おどるように剣を振り、返す刀で別の敵を倒してみせる。

　流りゆう麗れいな舞ぶ踏とうのようでいて、その実、質実剛ごう健けんたる剣の型は、リーゼベルが何千回、何万回と繰くり返してきたものだった。

「【ライトニング】！」

　魔ま法ほう剣けん士し《マジック・フェンサー》を志すリーゼベルは、剣だけに頼たよらず、時には手のひらから電撃を放射してＧバタフライを倒していた。

　覚えたばかりの魔法を使いこなし、紫し電でんをまとって踊るリーゼベルからは、魔法剣士としての才能が確かに感じられた。

「すごいな。ちょっと前とは大おお違ちがいだ」

　小さな草原を丘おかの斜しや面めんから眺ながめながら、悠斗は素す直なおに感心していた。

　彼が知っているリーゼベルという少女は、気弱で、実戦に弱く、子どもでも倒せる魔物に苦戦するようなへたれだった。

　心の弱さが積み重ねた鍛たん錬れんを台無しにし、震ふるえる体が剣を持つことすら苦労させる。英えい雄ゆうの娘むすめというのは名ばかりで、卵と呼ぶのもためらわれるような少女。それがリーゼベルだったのだが──。

「ユ、ユートさん！　どうでしたか？」

　悠斗が物思いにふけっている間に、リーゼベルは目につく範はん囲いの魔物をすべて倒たおしてしまっていた。

　息せき切って駆かけてきたリーゼベルはどこか誇ほこらしげな顔をしており、それは悠斗にスフレのような子犬を連想させた。

「ああ。すごいな。見違えるようだったよ」

「そ、そうですか！」

　花はな咲さく笑顔は、やはり子犬のそれだった。

　リーゼベルにクーティアのような尻尾しつぽがあれば、きっと千切れんばかりに振りたくっていたことだろう。それを思うと何やらおかしくなって、悠斗は笑みを浮うかべてリーゼベルの頭を撫なでた。

「えへへ」

　ついつい、クーティアにするように頭を撫でてしまったが、リーゼベルは嬉うれしそうに目を細めるだけだった。

　英雄の娘という二つ名とはかけ離はなれた姿に、ますます悠斗はおかしくなって、今度は軽く声を漏もらして笑った。

「一皮むけたなあ」

「ユートさんと……それに、クーちゃんのおかげですよ」

　守るための戦いを経験し、自分の中にある勇気を見つけたリーゼベルは、もう怯おびえるだけの少女ではない。レベル的にはまだまだ未熟だが、将来性を感じさせる『英雄の娘』という二つ名が、ぴたりと当てはまる少女に成長していた。
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　それが何やら感かん慨がい深くて、悠斗は彼女の成長を我がことのように嬉しく思っていた。

「そういえばユートさん。昨日は大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「昨日？　ああ、王女様のことか」

「そうです。まさかあんなところにヴァレンティア様がいらっしゃるなんて……」

　昨日、悠斗が王女によって連れ去られていくのを、戻もどってきたアルマらとともに見送るしかなかったリーゼベルは、ずっとそのことを気にしていた。

　あの強引な王女が悠斗に何かひどいことをしなかったか。師し匠しようの偉い大だいな力を狙ねらって、脅おどしのようなことはしなかったか。今朝、悠斗と合流してから、リーゼベルはそのことばかり考えていた。

「まあ、ここに来る途と中ちゆうにも言ったけどさ。変なことはされなかったぞ」

「ほ、本当ですか？」

「まあ、ちょっと強引なところはあったけどな。話は聞いてくれそうな人だったよ」

「そうでしたか……そ、そうですよね」

　改めて悠斗の返事を聞いて、リーゼベルはほっと息を吐いた。

　自身もまた王家の世話になっているリーゼベルは、王族が純じゆん粋すいな善意や優しさで動かないことをよく知っていた。『正体を隠かくす代わりに偶ぐう像ぞうに仕立て上げる』など、何をするにしても、そこには必ず損得勘かん定じようがあった。

　だからこそ、王女がやって来たのは、決して地ち竜りゆうを倒した勇者を讃たたえるためではなく、生なま臭ぐさい話をするためだとリーゼベルは予想していたのだが──思いの外、悠斗の反応が悪くなく、彼女は内心ほっと息を吐いていた。

「ええ、そうなんです。ヴァレンティア様は王族の中でも特に聡そう明めいな方で、私たちの意見もきちんと聞いてくださるのです。多少、強引なところはありますけどね」

「ほう、私はそのように思われていたのか」

「ですね。あのドドーッと畳たたみかけるような話し方が、私はちょっとだけ苦手で……って、ええっ!?　ヴァ、ヴァレンティア様っ!?」

「うん、私だ」

　いつからそこにいたのか、緑の丘の斜面、悠斗たちが座っている場所より少しだけ高い位置にヴァレンティアがいた。

「え？　ええ!?」

　悠斗が口をあんぐりと開き、リーゼベルがあたふたと慌あわてている間に、ヴァレンティアは丘を下りていき、先ほどまでＧバタフライが舞まっていた草原を見つめて言った。

「見事だったぞ、リズ。まさしく見違えるようだった。サウスリア剣けん術じゆつと魔ま法ほうの融ゆう合ごうは、この国が進むべき道を表しているようだった」

　長方形の眼鏡の縁ふちをつまみ、悠斗たちの方へ振り返って称しよう賛さんの言葉を贈おくる王女。

　白い布地に水色のライン。袖そでや襟えりを金糸で彩いろどった服を着たヴァレンティアは、インテリそうなその見た目から、生徒会長のようだと悠斗には思えた。

「あわわわわわ……！　ごごごごご機き嫌げんうるわしゅう……！」

　王女に声をかけられたリーゼベルは、丘の斜面を転がり落ちて、そのままの勢いで平へい伏ふくした。英雄の娘にあるまじき卑ひ屈くつな姿に、悠斗は苦笑いし、ヴァレンティアは特に気にするでもなく、二人でリーゼベルに近づいていった。

「お前は相変わらず気弱だな。少しは改善されたと思ったのだが」

　呆あきれた風でもなく淡たん々たんと、リーゼベルを評価するヴァレンティア。何てことはない言葉にも、リーゼベルはいちいち震え上がって小さくなった。

「怯えすぎだし、驚おどろきすぎだろ。まあ、いきなり声をかけられたのには俺もビビったけど……物音一つしませんでしたけど、いつからいたんですか？」

「うん？　ああ、ほんの数分前だ。リズが戦い終えるころにはもういたよ」

「え？　それにしては気配が……もしかして、《シーフ》か《アサシン》ですか？」

「ユ、ユートさん……！」

　一国の王女をつかまえて盗賊シーフや暗殺者アサシン呼ばわりする悠斗に、リーゼベルが慌てた様子で声を上げた。

　しかし、ヴァレンティアは楽しげにくすりと笑い、首を横に振って、左手の中指にはめられた指輪を見せた。

「違ちがうな。私は《ハイウィザード》だ。斥せつ候こう職のように音もなく忍しのび寄ることはできない。代わりに魔ま術じゆつ的な品の力を借りて、こういった芸当ができる」

　そう言うや否いなや、指輪が光り、ヴァレンティアの姿が忽こつ然ぜんと消え去った。これに声を上げて驚いた悠斗は、辺りをきょろきょろと見回して、

「ここに来る時にもこれを使ったのだよ」

「わっ!?」

　後ろから肩かたを叩たたかれて、思わず体をすくませた。

「『転移の指輪』だ。一日に何度も使えないが、数里を一いつ瞬しゆんで移動することができる。有名な古代ロマリア時代の遺産だが……魔法使い殿どのにも知らないことはあるのだな」

「あ、【テレポーテーション】か！　へえー、なるほどなあ」

　瞬しゆん間かん移動を行う魔法の名前を出して、何度もうなずく悠斗。転移の指輪も知らないのかと、内心、彼の評価を下げていたヴァレンティアは、指輪に込められた古代魔法の名前を正しく言い当てられ、一瞬、体の動きを止めた。

「……どこでその名を？」

「え？　そりゃあ、《A.W.Online》で……ああ、いやいや。文ぶん献けんで」

　この若き魔法使いは、サウスリア王家秘中の秘、現代では失われた【テレポーテーション】の知識をも持っているのか。事もなげに古代魔法の名前を出した悠斗に、ヴァレンティアは舌を巻くような思いがした。

「それにしても早い再会でしたね。機会があればって言ってたので、俺はもっと時間を置いてから会いに来るものとばかり……」

「機会は自分で作るものだ。座して待っていても何も生まれない。それよりユート殿。ユート殿は【テレポーテーション】を使えるのか？　この『魔ま水すい晶しようのルーペ』にはどんな魔法が込められているか分かるか？　それからユート殿は……」

「え、えっ、えええ!?　ちょ、ちょっと……！」

　ポケットから虫眼鏡を取り出して、悠斗にずいと顔を寄せてくるヴァレンティア。その勢いに仰あお向むけにひっくり返りそうになった悠斗は、リーゼベルのそばに避ひ難なんして、彼女にそっと耳打ちした。

「や、やっぱり強ごう引いんだな、王女様」

「はい、そうなんです……」

　なおも懐ふところからマジック・アイテムを取り出そうとするヴァレンティアを見つめ、悠斗は王女の人間性を改めて思い知っていた。

「えっと、【テレポーテーション】が使えるかでしたっけ？　習得できるジョブじゃないので、俺は使えません。魔水晶のルーペについては、込められているのは【アナライズ】ですよね。魔ま物もののレベルや弱点を調べるスキルの。そっちは使えます」

「おお……！」

　草原に再出現リポツプしたＧバタフライに向け、【アナライズ】を唱える悠斗。

　彼の右目にはぼんやりと青く光るレンズが浮かび上がり、そこには魔物の情報が羅ら列れつされていた。

「素晴らしい！　魔水晶を使わずに【アナライズ】が使えるなんて！」

「いや、そんな」

　少しばかり大げさな気がしたが、ヴァレンティアのような美人にほめられて、悠斗は悪い気がしなかった。

「覚えようと思えば誰だれにでも覚えられる魔法ですよ。そんなに大したものじゃ……」

「いや、そんなことはないぞ」

　照れたように頭をかいて謙けん遜そんする悠斗。彼の言葉を否定したヴァレンティアは、真しん剣けんな表情でサウスリアの実情を語る。

「確かに、ユート殿にとっては大したことではないのかもしれない。しかし、魔法後進国であるサウスリアには、他国の者にとっては大したことがない魔法さえ存在しないのだ。それはユート殿も知っているだろう？」

「まあ、確かに」

　雨を降らせただけで神様認にん定ていされた悠斗にとって、ヴァレンティアの言はもっともなことだった。

　低いレベル。魔法に縁のない人々。王都ロマリアではマジック・アイテムを見かける機会こそ多かったが、決してその種類は多くはなかった。

　言ってしまえば、王都でこの程度かというのが悠斗の感想だ。街を歩く冒ぼう険けん者も筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした戦士ばかりで、魔法使いは日ひ陰かげに追いやられて、どうも軽く見られていた。

「サウスリアの発展のためには、魔法が必要なのだ。労働者の負担を減らし、民たみの生活を豊かにし、国を守るための魔法が。我が国には、それが圧あつ倒とう的に足りない……ユート殿には、ぜひ、そのことを再確認してもらいたい」

「え？　ど、どうやってですか？」

「街を見て回るだけでいいのだ。ユート殿ほどの魔法使いならば、それだけできっと多くのことを読み取るだろう」

　悠斗の肩をつかんだヴァレンティアが、悠斗の間近で頭を下げた。

　買いかぶり過ぎていると悠斗は思ったが、ヴァレンティアの説明によってサウスリアの魔法文化に興味が湧わいてきた彼は、王女の頼たのみに応じるのも悪くはないと考えた。

（どうせ午後になったら買い物に行くから、ついでにチェックしてみるか）

　ヴァレンティアにその旨むねを伝えた悠斗は、丘おかの向こう、王都がある方を向いて、ゆっくりと一度うなずいていた。
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「おっかいもの～♪　おっかいもの～♪」

　愛くるしい犬いぬ獣じゆう人じんの10歳児がスキップで王都の大通りを行く。

　即そつ興きようの歌を口ずさむ幼女の髪かみがふわりと広がり、人によってはベビーブロンドの天使の羽のようにも見えた。

「わん、わん、わわ～ん♪」

『わんわんっ！』

　クーティアが胸に抱だいた籠かご、その中にちょこんと入ったスフレが合いの手を入れた。

　それにますます機嫌を良くしたクーティアは、空にも昇のぼりそうな軽かろやかさでスキップを刻んでいった。

「こら、先々進むな」

「はーい」

　放っておけばそのまま迷子になりそうなクーティアをひょいと抱き上げて、悠斗は興奮気味の幼女に軽く頭ず突つきを喰くらわせた。

「市場はもう見えているだろ？　あんまり急ぐな。転ぶぞ」

「きゃー♪」

　抱き上げたクーティアを上下に揺ゆさぶって、彼女をたしなめる悠斗。

　しかし、そういった動作の一つ一つをクーティアは喜んで、可愛かわいらしくおどけた悲鳴を上げた。

「クーティアはしょうがないな……」

「まあまあ、お父さん。子どもは伸のび伸び育つのが一番ですよ」

「誰がお父さんだよ」

　隣となりを歩くルナリエッタにも頭突きを入れて、悠斗は市場の前でクーティアを下ろした。

　東洋人の少年に黒くろ髪かみのメイド。それに犬獣人の幼女という珍めずらしい組み合わせに、道行く人たちが遠えん慮りよのない視線を送る。

　しかし悠斗は慣れたもので、いちいちそれらを気にすることなく店てん舗ぽが建ち並ぶ区画に入っていった。

「それで、また服を買うんだっけ？」

「いえ、正確には布地ですね。そちらの方が安上がりですし、布と糸さえあれば服を縫ぬえるという村人は多いですから」

「え？　村人の服って自作なのか？　買ったんじゃなくて？」

「アルマさんの巫女みこ服も自作ですよ。驚くようなことではありません」

「それもそうか。ふうん、器用なもんだな」

　ふらふらと歩き回りそうなクーティアの首根っこをつかんだまま、悠斗はルナリエッタと買い物リストを確認し始めた。

　もうすぐディルカ村に帰ろうという彼らは、村人たちに頼まれていた物品を買い求めるため、数度に分けて王都の市場に通っていた。

「んで、布と糸と……後は何だっけ？」

「金属ですね。金銀銅に鉄や錫すず。鋼はがねも注文に入っています」

「ああ、そうか。農具と装そう飾しよく品に使うんだったな」

「そうだよー！」

　あちこちを眺ながめるのにも飽あきたクーティアが、悠斗の腰こしに抱きついて言った。

　王都にいるディルカ村出身者との会合があり、買い出しに同どう伴はんできなかったアルマ。彼女に代理を任されたクーティアは、荷物運びという仕事にやる気を燃やしていた。

「かみさま！　早くお店に行こっ！」

「分かった分かった。分かったからちょっと落ち着け」

　アース・ドラゴンの一件で悠斗たちに迷めい惑わくをかけたことを気にしている、という理由もあるのかもしれない。いずれにせよ、クーティアは責任感に満ちた表情で胸を張り、キリリと顔を引き締しめてずんずんと布屋の中へと入っていった。

「まったく、おかしなテンションになってるな」

　クーティアに先導されて布屋に入っていった悠斗は、巻かれた大量の布地を見て犬耳と尻尾しつぽをピーンと立たせているクーティアに苦く笑しようした。

「くーん……クー、これ、持てない……」

　巨きよ大だいな巻物のようなロール布を指差して、クーティアが申し訳なさそうに尻尾を垂らした。その様子がいかにもおかしく思え、こらえられなかった悠斗は声を上げて笑いながら、しょげるクーティアの頭を撫なでた。

「心配するなって。こんなに買わないぞ。こっから必要な分だけ布を切ってだな、それを買って帰るんだ。だよな、ルナ？」

「いえ、丸々一本買いますが」

「マジでっ!?」

「マジです」

　今度は悠斗がロール布の前で固まる番だった。

「小さな村ですが、それなりの数の住人がいますからね。使い古し、着殺した服は雑ぞう巾きんにしかなりませんし、替かえの衣服は冒険者たちからも需じゆ要ようがあります。これから冬を迎むかえるにあたり、布はいくらあっても足りないぐらいです」

「でもさ、一度にこんなに買わなくたって……村には行商人だって来るんだろ？」

「行商人が扱あつかう商品は輸送費が上乗せされているのですよ。安く買おうと思ったら、物が集まる街でまとめ買いに限ります」

「な、なるほどなあ」

　感心する悠斗をよそに、ルナリエッタは店主と商談に入った。慣れた様子で値引き交こう渉しようを行うメイドに頼もしさを感じた悠斗は、彼女にすべてを任せ、狭せまい店内にずらりと並んだロール布を見て回った。

「それにしても……うん、やっぱり重いよな」

　色とりどりの布地は、みっちりと詰つまった質感が見て取れるほど幾いく重えにも巻かれていた。その中の一つを持ち上げてはみたものの、レベルの高い悠斗であっても重たいと感じる重量はよほどのものだった。

「う～ん、う～ん……！」

『きゃんきゃんっ！』

　悠斗の隣ではスフレの声せい援えんを受けたクーティアが、顔を真っ赤にしてロール布を持ち上げようとしていた。しかし、こちらはわずかに端はしが持ち上がるのみで、結局、床ゆかを離はなれることはなかった。

「こんなのどうやって持ち運ぶんだよ」

　買い物は始まったばかりだというのに、このように重たいものを担かついで運べとでもいうのだろうか。

　それとも、三人そろって小こ脇わきに抱かかえて移動するとでもいうのか。首をひねる悠斗に、支し払はらいを終えたルナリエッタが声をかけた。

「そのためのご主人様ですよ」

「ん？　どういうことだ？」

　口ぶりからして悠斗の能力に期待しているのは確かだが、非力な魔ま法ほう使つかいに何をさせようというのか。このロール布に魔法をかけて、絨じゆう毯たんのように飛ばせとでもいうのだろうか──いや、

「あ、もしかしてアイテム欄らんに入れろってことか？」

「ええ、その通りです」

　ポンと手を打った悠斗に、ルナリエッタが首しゆ肯こうした。

　この世界の人間にはない力。《A.W.Online》ユーザーの悠斗だからこそ備えている特とく殊しゆな能力。システムメニューの機能の一つ、ある程度の量の物品を自由に出し入れできるアイテム欄を、ルナリエッタは買い出しに使おうというのだ。

「オラッ！　さっさと便利な収納空間を開けっ！」

「何で不良風なんだよ……？」

「ジャンプしろ、ジャンプ！」

　眉まゆを逆立たせてぴょんぴょんと飛び跳はねるルナリエッタの頭にチョップを入れて、悠斗はアイテム欄を呼び出した。

（道理で今日の買い物は重たいものばっかりだと思った）

　いいように使われることに今さら気がついた悠斗は、まあいいさと息を吐はいて、青く光るホログラムの中に土色のロール布を押し込んでいった。

　羊皮紙一枚ほどの厚さしかない板に大量の布地が吞のみ込まれていくのを、店主が啞あ然ぜんとしつつも凝ぎよう視ししていた。




　布を買い、糸を買い、加工用の金属を買って、ついでに塩や香こう辛しん料りようも買い込んでいく。

　ルナリエッタが言うには、村ではもうすぐ冬を越こすための準備が始まるとのことだった。一つの村が越えつ冬とうのために必要とする物資は悠斗の想像以上の量があり、多くの空きがあったアイテム欄は見る見るうちに埋うまっていった。

　それでも終わらない買い出しに疲つかれが出てきた悠斗は、ルナリエッタに待ったをかけて、昨日と同じ広場で休きゆう憩けいを挟はさむことにした。

「はい、かみさま。レモンのジェラート」

「おお、ありがとな……あ～、美味うまい……！　甘い物が沁しみる……！」

「お爺じいちゃんですか」

　やはり昨日と同じジェラートショップで、同じようにクーティアが買ってきたジェラートは、買い物疲づかれからか昨日のものより格段に美味おいしく感じられた。

「クーのも食べる？　ミルク味、おいしいよ？」

「お前は天使か！」

　クーティアが差し出すさじを口に含ふくみ、涙なみださえ浮うかべた悠斗を、ルナリエッタが無表情に見つめていた──が、すぐにもイタズラ者のメイドは、

「ルーのも食べる？　ドドリアン・グロップ味、美味しいよ？」

「何だよそのどどめ色のアイス!?　見たことも聞いたこともねえぞ!!」

　まだら模様のジェラートを差し出して、悠斗に叩たたき落とされていた。

「知らないのですか、ドドリアン・グロップ。乙おつな味ですよ」

「賞金もらったって食べたくない……！」

　突つき入れたさじが泡あわを立てて溶とけていくのを見て、青ざめた悠斗は勢いよく首を横に振ふった。おぞましいという形容詞がよく似合うジェラートは、不思議とフルーツの甘い香かおりがして、それが逆に悠斗の心を震ふるわせた。

「ごちそうさまでした！」

「ごちそうさまでした」

　男らしくさっさと食べ終えてしまった悠斗に続き、クーティア、ルナリエッタも陶とう器きのカップを空にした。それをジェラートショップに返してきた三人は、ベンチまで戻もどってきて満足げに腰を下ろした。

「やっぱアイスは美味いな」

「あいす？」

「ああ、いやいや。ジェラートか」

　腹をさすりながらの悠斗の言葉に、クーティアがくてんと小首をかしげた。

　悠斗はさりげなくごまかしながらクーティアの頭を撫で、ベンチの背もたれに体重を預けてふうと大きく息を吐いた。

「おーい、これはどこまで運ぶんだー？」

「ああ、それは東の通りの倉庫だ。そこに全部運び入れてくれ」

「行ったり来たりだな！」

　何とはなしに眺める円形広場には、悠斗のような買い物客だけではなく、ヒゲをたくわえた商人やガタイのいい運送業者が大勢いた。

　樽たるや木箱が満まん載さいされた台車をひいた男たちは、晩夏の太陽の下で汗あせを噴ふき出しながら悠斗の前を通り過ぎていく。

「収納空間を使えばいいのに。収納袋ってのがあるんだろ？」

「あるにはありますが貴重品ですね。量もそれほど入らないので輸送には不向きです」

「そうなのか」

　魔法用品店『とかげのしっぽ』の老店主との会話を思い出した悠斗は、ふと頭に浮かんだ案をルナリエッタに投げかけたが、それはあっさりとはね除のけられた。

（そういえば、布屋の店員さんとかがすごい顔して見てたっけ）

　底なし沼ぬまのようにロール布や金属塊かいを吞み込んでいくアイテム欄は、この世界ではあり得ない部類の存在だった。

　だからこそ『とかげのしっぽ』では興味深そうに見つめられたし、今日訪おとずれた店でも店員たちに驚おどろかれていた。

「だけどさ、軽量化とか浮ふ遊ゆうの魔法があるだろ？　それを使って荷物を軽くすれば……」

「ご主人様、ここは魔法後進国サウスリアですよ。魔法使いの数が少ないですし、【エアフロート】なんて上等な魔法があるわけないじゃないですか」

「マジかよ……遅おくれているって聞いたけど、そこまでか」

　昼前に会った王女の言葉を思い出し、悠斗はこれまで通ったサウスリアの街のことを思い返していた。すると、びっくりするほどに魔法が見当たらず、魔法使いの姿もなかったことに気がついた。

　唯ゆい一いつ、ジェラートショップが魔ま力りよくで動く冷れい凍とう庫を使っていたくらいか。残りは戦士と肉体労働者に埋め尽つくされており、街で働く者たちはみな筋肉の力に頼たよっていた。

「お前から見てもサウスリアの魔法文化って遅れているのか？」

「遅れているも何も、発展させる意思が見られませんからね。育つわけがありません」

「だよなあ……」

　重たい荷物は体を鍛きたえて運ぶ。街は手作業で整備する。

　どこまでもローテクなサウスリアは、戦士の国と言えば聞こえはいいが、この剣けんと魔法の世界においてムダな労力を費ついやしている国とも言えた。

（やっぱり魔法って便利だよな）

　魔法使いの悠斗からしてみれば、サウスリアの人々は極きわめて非効率的に見えた。

　ヴァレンティアの予告通り、魔法があればもっと豊かになると確信していた。

（でも……）

　それと自分が力を貸すかどうかは、また違ちがう問題だと悠斗は思った。
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　大魔法使いの少年が、サウスリアの稚ち拙せつな魔法文化を再さい確かく認にんした日の夜のこと。

　彼を神と崇あがめ、献けん身しん的に仕えている麗うるわしの《巫女みこ》は、不安げな表情で悠斗の部屋を訪れていた。

（どうしようかな。こんな時間に寝しん室しつの戸を叩くなんて、はしたなく思われないかな）

　一週間ほど前、ルナリエッタとともに悠斗に色じかけをしてこっぴどく叱しかられたアルマは、その時のことを思い出して『けるべろ亭てい』の廊ろう下かで耳まで赤く染めていた。

　しかし、羞しゆう恥ちよりも不安が勝ったのか、彼女はひかえめながらもドアをノックし、部屋の主の反応を待った。

『はーい？』

　ドアの向こうから聞こえてきた声に、アルマは子こ猫ねこのように体を震わせた。

「あ、あの！　私です。アルマです。その、ユートさまに少しお話が……」

『話？　まあ、いいけど。とりあえず入ってくれ』

「は、はい」

　鍵かぎを外す音がして、寝室の扉とびらが内側から開かれる。

　湯上がりなのか、まだ髪かみを濡ぬらしている悠斗からは、ほんのりと石せつ鹼けんの香りがした。

「茶でも出そうか？」

「いえ、おかまいなく」

　思わぬ艶つやっぽさにアルマは胸を高鳴らせながら、それを悟さとられないように楚そ々そと部屋の椅い子すに座った。

　首にタオルをかけた寝ね間ま着き姿の悠斗は、そうか？　とだけ言って、水差しからコップへアイスティーを注いでぐいとあおった。

「それで、話って何だ？　今日の会合のことか？」

「あ、いえ、そうではなく」

　いくら寝ねる前とはいえ、寝間着で部屋を訪れたのは無礼だったか。お気に入りの桃もも色いろの寝間着は、少し子どもっぽかったか。などと考えていたアルマは、悠斗の問いかけにハッと顔を上げて両手を振った。

「じゃあなんだ？　次の買い出しについての話か？」

「えっと、その、そうでもなく……」

　本題を切り出さず、一人で勝手にしどろもどろになっていくアルマに、悠斗は何か変だと思い始めた。

　妙みように顔を赤らめたアルマ。もじもじと恥はずかしそうにする少女。その姿は、どこかで見たことがあるものであり──。

「まさか、またルナに唆そそのかされたのか？」

「ちっ、違うんです！　私は、その、ユートさまと王女さまのことを！」

「ん？　俺とヴァレンティアさんのこと？」

「あっ……!?」

　湧わき上がる羞恥心に押される形で、怖こわくて聞けなかったことがアルマの口をポンと飛び出した。一度出してしまったからにはもうごまかすことも出来ず、アルマは意を決して悠斗に問いかけた。

「あの、そう、なんです……ユートさまが王女さまにスカウトされて、私、ずっと気になってて。その……ユートさま、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しになっちゃうのかなって」

「俺が？　宮廷魔術師に？」

「はい……そ、それで……もう、村には帰らないのかな……って」

　自分で言って、アルマは涙が出そうになった。

　悠斗はディルカ村が自分の居場所だと言ってくれた。村に帰ると約束してくれた。

　なのに、王女が勧かん誘ゆうに現れたぐらいでそれが信じ切れなくなって、こうしてしつこく確かめたくなる自分が嫌いやだった。

　自己嫌けん悪おに満たされるアルマ。神様を信じられないなんて、自分は巫女失格だと少女は心の中で自分を責め始めた。

　しかし、そんなアルマに悠斗はあっけらかんと笑って、

「いや、村に帰るって言ってただろ？　宮廷魔術師になんてならないよ」

　と告げた。それは、アルマにとっては救いの言葉だった。

「ユートさま……！」

　涙を浮かべたアルマは、自然と両手を組んで、椅子から離はなれて両りよう膝ひざをついた。

　その行動と零こぼれた涙に慌あわてた悠斗が彼女をどうにか立たせようとするも、アルマは悠斗にしがみつくばかりで膝を上げようとはしなかった。

「ユートさま……ユートさま……ありがとう、ございます……！」

「え、ええっ？　ありがとうって言われてもな。だって、サウスリアのために尽くす義理なんてないし、俺の家はディルカ村のあの家だし……」

「はい、はい……！　そうですよね！　そう、ですよね！」

　涙をぬぐって明るく笑うアルマ。
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　彼女の心の中には、もう恐おそれや不安は存在しなかった。




　王都に滞たい在ざいしている間、アルマたちは客室をあてがわれた悠斗とは違い、『けるべろ亭』店主プティの部屋で寝ね起おきをしていた。

　弾はずむ足取りで悠斗の部屋から帰ってきたアルマ。白い寝間着とナイトキャップを身につけたルナリエッタ。そして、スフレといっしょにもう眠ねむってしまったクーティア。そこに小こ柄がらながらも恰かつ幅ぷくのいいプティが加われば、部屋は手て狭ぜまに感じられた。

「それでね、ユートさまがね、村にいてくれるって。宮廷魔術師にはならないって」

「それはよかったですね」

　ダブルベッドの上で枕まくらを抱だきながら、アルマがにこにこと同じ話を繰くり返す。ルナリエッタはその度たびに律りち儀ぎによかったですねと言葉を返して、話の合間にプティが運んできたハーブティーに口をつけた。

「まあ、私はそうなると思っていました。ご主人様は初めから王都行きに乗り気ではありませんでしたし、人ごみは苦手なようでしたし。きっとディルカ村の空気の方が合っているのでしょう」

「当然だよ！　だってユートさまは、ディルカ村の神さまだもん！」

　えっへんと胸を張り、誇ほこらしげに言い切ったアルマ。

　郷土愛が強く、信しん仰こう心も篤あつい巫女さんは、神様にディルカ村を選んでもらえたことが何よりうれしかった。

「村に帰ったらご馳ち走そうを作ろうっと。ユートさまに喜んでもらうんだ～」

　アルマは枕を抱いたまま寝ね転ころがり、ベッドの上で足をパタパタと動かした。

　悠斗に対しては真面目まじめな巫女として接している彼女も、こういった場では年ごろの少女らしい姿を見せていた。

「あんたは本当にユート様が好きだねえ」

「はい！　私の神さまですから！」

　喜びのあまり大だい胆たんなことを口走ったアルマは、そのことにも気づかずにこにことしていた。それを指し摘てきするほど野や暮ぼではないプティは、そばで寝ね息いきを立てているクーティアを撫なでながら、代わりに一つの疑問を投げかけた。

「だけど、その神様を村で独どく占せんするのは、あたしはどうかなって思うよ」

「……え？」

　口元には笑えみを浮うかべたまま、アルマは困こん惑わくした目でプティを見つめた。

　その戸と惑まどいの視線を受けて、プティはこんこんと諭さとすように語り出す。

「ユート様は優ゆう秀しゆうなんでしょ？　大雨を降らせたり、草木を蘇よみがえらせたり、もの凄すごい魔ま物ものだって一いち撃げきで倒たおせたりするんでしょ？　その力が村のためだけじゃなくて、この国みんなのために使われるようになったら、随ずい分ぶんな人が助かると思うのよ。現に、うちのおんぼろ冷蔵庫の調子は良くなったし、常連の爺じいさんたちの腰こしも治ったし」

「で、でも、ユートさまは村の神さまで……」

「ユート様が村のことで手て一いつ杯ぱいだってんなら、あたしも無む理り強じいするつもりはないさ。でもね、余よ裕ゆうがあれば村の外にも力を割さいてくれないかなってのがあたしの意見。自分勝手な理り屈くつだけど、まあ、これが偽いつわらざる気持ちってやつかね」

「そんな……」

　先ほどまで喜色満面で浮かれていたアルマは、冷や水を浴びせられたようなショックを受けた。

　プティが言った、悠斗は村の神様ではなく、王国の神様にもなれるという言葉。

　それは今より豊かなサウスリアを容易に想像させるものであり──だからこそ、アルマは灯あかりが消えても、ずっとそのことを思い悩なやんでいた。
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　王都ロマリアの大市場、そのすぐそばにある料理店に悠ゆう斗とはいた。

　商人、貴族が商談に使う関係上、一つ一つの部屋の間かん隔かくが開いた最上階。

　昼間でも薄うす暗ぐらく感じる廊ろう下かを、わずかに床ゆか板いたを軋きしませながら悠斗はゆっくりと進む。

（魔ま法ほうの重要性は分かるけど……）

　エレベーターはおろか、エスカレーターもない階段。窓の外、街を行くのは人力で動かす台車の群れ。どこまでもローテクな街から視線を逸そらし、悠斗はただ前だけを見た。

（サウスリアの発展は、俺がどうこうしなくちゃいけない問題じゃない。大だい魔ま法ほう使つかいの力を持っているからって、そんな義務はどこにもない）

　その通りである。悠斗は偶ぐう然ぜん、《マジック・ルーラー》の力を得ただけで、何かを成そうと思って魔法使いになったわけではない。

　むしろ小市民的で、人生平へい穏おん無事に過ごしていたい彼にとって、強大な魔法の力は時に重荷に感じられた。

（俺は、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しにはならない）

　やる気もなく、大志もない。ディルカ村ならともかく、サウスリア王国への愛は微み塵じんも持ち合わせてはいない。そんな自分が宮廷魔術師になったところで、トラブルが起きるのは目に見えていると判断した悠斗は、結局、答えを変えることはなかった。

「お待たせしました。上こう月づき悠斗です」

　二度目の交こう渉しよう。そして、最後になるであろう王女との会話。

　突つきつける答えは『ＮＯ』だ。悠斗の中に迷いはなく、彼の体に震ふるえはなかった。

　最初の交渉で見せたためらいはどこにもなく、芯しんの通った今の悠斗は、王女のペースに巻き込まれるはずもなかった。

「失礼します」

　鋼はがねの意思を示すかのように、確固たる態度で交渉に臨のぞむ悠斗。精せい悍かんな顔つきでドアを開けた彼を出で迎むかえたのは、柱時計とテーブルと、眼鏡をかけたヴァレンティアと、

　──うさんくさい文言が書かれた黒板と、見覚えのないおじさんだった。
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「……は？」

　予想外の光景に、悠斗はドアを開けたままの姿勢で凍こおりつく。

　それを王女は不思議そうに見つめ、彼女の脇わきに立つ中年男性はしてやったりとばかりに微笑んでいた。

「何をしているのだ、ユート殿どの。早く入らないか」

「あ、は、はい」

　ブリキ人形のようにぎこちない動作でドアを閉め、悠斗は用意された席に着いた。

　その間、気にしていたのは、やはり見知らぬ紳しん士しであり、彼の背後にかけられた黒板だ。テーブルの向かいに座るヴァレンティアには目もくれず、悠斗は黒板に躍おどる『宮廷魔術師、お得な特典！』、『ボーナスポイント！』、『レッツエンジョイ！』といった言葉を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

「え、えっと……なんですか、これ？」

　今日、この時間はＮＯとしか言わないと決めていた悠斗は、そのことも忘れてヴァレンティアに問いかけた。

「うん。前回は挨あい拶さつも兼かねていたからな。煩わずらわしい説明は避さけていたのだ。だが、今回は違ちがうぞ。宮廷魔術師になればどれほどの恩おん恵けいが得られるか、この者に語らせよう」

「い、いや。そういうことじゃなくて……」

　ではどういうことなのかというと、それは悠斗自身も分からなかった。

　混乱する頭では何を聞いていいのかすら分からず、どんな答えを得ればいいのかも判断できない。結局、悠斗は怪け訝げんそうな顔をするヴァレンティアを置いて、にこやかな中年男性へと視線を向けた。

「っていうか、誰だれですかこの人!?　めちゃくちゃうさんくさいんですけど！」

　疑念を叩たたきつけるかのように、悠斗が大きな声を上げた。

　それを受けてなお愉ゆ快かいそうに微笑む中年男性は、悠斗に向け、わざとらしいほどうやうやしく頭を下げた。

「これは挨拶が遅おそくなりました。私の名前はクリストフ。クリストフ・ディークマン。王宮では宮廷魔術師長を務めており、今、この時のように、ヴァレンティア様の秘書のようなこともしております」

「宮廷魔術師長!?」

　執しつ事じ服を着た男の正体は、悠斗が勧かん誘ゆうされていた組織の長おさだった。

　なるほど、確かにそれならば、この場にいても何らおかしくはなかったが──予想とは大きく異なる宮廷魔術師長の姿に、悠斗は驚おどろきを隠かくせずにいた。

（宮廷魔術師長っていったら、もっとこう……それっぽい姿が……）

　布をたっぷりと使った灰色のローブに、節くれ立った樫かしの木の杖つえ。豊かな白いヒゲは床ゆかに届くほどであり、年輪のように刻まれたしわは深い知識と知性をうかがわせる。

　こうした典型的なイメージとはかけ離はなれたクリストフの姿を、悠斗は信じられないとばかりにまじまじと見つめていた。

「宮廷魔術師長らしくありませんか？　ふふっ」

「あ、す、すみません。そんなつもりじゃ……」

「分かっていますよ。若じやく輩はい者ものだとか、軽けい薄はくだとかはよく言われることですし、私自身そう思っているので、お気になさらずに」

「いや、その……ど、どうも」

　しどろもどろになってうつむく悠斗を、クリストフが面おも白しろそうに見つめていた。

　後ろに撫なでつけられたロマンスグレーの総そう髪はつをするりと手でなぞり、宮廷魔術師長は緑色の瞳をキラリと光らせた。途と中ちゆうで一度顔を上げようとした悠斗は、その思案気な顔にびくりと震えてまたうつむいた。

「本当に気にしなくていいのだぞ、ユート殿。私もクリストフに初めて会った時は、どこの詐さ欺ぎ師しだと思ったものだ」

「ははは、姫ひめ様さまは手厳しいですね」

　真面目まじめな顔で冗じよう談だんを言う18歳の王女と、からからと笑う四十男。

　根っからの庶しよ民みんである悠斗は、どこからどこまでが冗談として許される範はん囲いなのか判別さえ出来ず、冷や汗あせをかいて黙だまりこくっていた。

「さて、早さつ速そくだが本題に入ろうか」

「本題？」

「ええ。先ほど姫様がおっしゃっていましたが、今日はコウヅキ殿に宮廷魔術師になるメリットを伝えるために参りました。まずはこちらの数値をご覧ください」

　そう言って、クリストフは懐ふところから取り出した短たん杖じようの先を黒板に向けた。

「初めはやはり給金の問題！　魔法は研究するにも習得するにも金がかかるもの。フリーで活動した場合、貯金は見る間に底を尽つき、食べることもままならなくなります。しかし、宮廷魔術師になれば、少なくとも衣食住に困ることはありません。給金とは別に研究用の資金が与あたえられ、部屋は賃金無料のアパルトメントを用意しております」

「は、はあ」

　給金の額、別べつ途と支給される資金の額を指して、クリストフは声こわ高だかに宮廷魔術師の待たい遇ぐうの良さをアピールした。

「気になる休きゆう暇かは、一いつ般ぱんの事務職よりも多く用意されております。それどころか、長期休暇の際はゆっくりと骨休めが出来るよう、国内各所のリゾートに最大限の便べん宜ぎを図はかるよう通達することもします」

「そ、そうですか」

　ヴァレンティアが詐欺師のようだと評した男は、まさに詐欺師のように身み振ぶり手振りを交えて、王家に仕えることのメリットを説いていく。

「当然のことではありますが、王家の蔵書を閲えつ覧らんすることも出来ます。役職によって閲覧出来る範囲は異なりますが、新人であっても蔵書の八割を読むことが可能で、その中には魔法使いにとっては垂すい涎ぜんの古代魔法の記録が載のせられたものもあり……」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　怒ど涛とうの勢いで展開していく話に流されまいと、悠斗は大声を上げてクリストフを制止した。その声の大きさにヴァレンティアやクリストフだけではなく、悠斗自身も驚いたが、彼は構わず自分の意見を押し出していった。

「すみません、色々用意してもらって悪いとは思うんですけど、俺、やっぱり宮廷魔術師になるつもりはありません！」

「……ほう。それはなぜ？」

　悠斗の結論に、ヴァレンティアが目を細めた。クリストフも顔から笑えみを消し、短杖をしまって姿勢を正した。

　国家の重じゆう鎮ちん二人を相手にして、悠斗は気け圧おされそうになったが──ここで引いてはならないと勇気を振ふり絞しぼり、結んでいた口を開いた。

「王女様に言われてこの街を見て、確かに魔ま法ほうが足りないなと思いました。だけど、それを俺が改善したいとは思えませんでした。それよりも、宮廷魔術師になって感じるはずの煩わしさの方が気になりました」

「なるほど、そうですか。ええ、そうですね。まずは利点を並べ立てましたが、宮廷魔術師の仕事は良いことばかりではありません。戦士至上主義者に嘲あざ笑わらわれ、時には信じがたいような冷れい遇ぐうを受けることもあるでしょう」

「しかし、意義のある仕事だ。国家千年の発展にも関かかわる職業だ。私としては、優ゆう秀しゆうなユート殿にはぜひ宮廷魔術師になってもらいたいと考えている」

　声を荒あらげて非難するのではなく、あくまで理性的に交渉を続ける宮廷魔術師長と王女。しかし悠斗の意思は固く、彼は最後まで首を縦に振ることはなかった。

「すみませんが、この話はなかったことにしてください」

「そうか……」

　変わることのなかった悠斗の答えに、王女は気落ちして肩かたを落とした。

　諦あきらめのいい人物なのか、しつこく翻ほん意いを迫せまることはせず、従者のクリストフにもそういったことはさせなかった。

　しかし、彼女はたった一つだけ気になる言葉を──。

「分かった。ならば、私は身を引こう。これから大変だとは思うが、それがユート殿の決めた道ならば、私は何も言うまい」

「……え？」

『これから大変だとは思うが』とは、いったい何を指しているのだろうか。

　思いつくことがなく、だからこそ眉まゆを寄せる悠斗に、今度はクリストフが声をかけた。

「コウヅキ殿。私どもは当然、コウヅキ殿を引き入れてからの利益を考えておりました。しかし、それと同じように、コウヅキ殿の身を案じていたのです」

「ど、どういうことですか？」

　不ふ穏おんな物言いに焦あせった悠斗は、クリストフをせっついた。

　すると、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようは少しばかり逡しゆん巡じゆんし、ヴァレンティアへと進言した。

「どうでしょうか、ヴァレンティア様。明日、もう一度だけ交こう渉しようの席を設けられるのは」

「む……そうか。そうした方がいいかもしれないな」

　訳知り顔でうなずくのはヴァレンティアとクリストフばかりで、答えが得られずにいる悠斗は戸と惑まどうばかりだ。

「コウヅキ殿」

「は、はい！」

　背筋を伸のばして返事をする悠斗。

　彼に向かって、妙みように神妙な顔をしたクリストフは、諭さとすようにあることを告げた。

「今から私たちは、『王家が貴方あなたのスカウトを諦めた』という情報を流します。それで苦労なされるはずですが、ある意味ではそれがこの国の正しい姿です。どうかそれを見て、聞いて、体験し、再度ご考こう慮りよいただければと思います」

　それきり言い残し、王女と宮廷魔術師長は部屋を出て行った。

　残された悠斗は、またも相手のペースに乗せられたことを面白くなく思っていたが──。

　最後のあの言葉。あれだけは、どうにも気になって仕方がなかった。
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　この場所は、どのような時でも闇やみを湛たたえている。

　晴天に恵めぐまれ、表の通りはどこもかしこも輝かがやいて見えるほどなのに、このドーム状の部屋だけは、いつも澱おりのような暗がりがある。

「よく来てくださった。ご足労かけてしまった」

「ほほ、ほほほ……」

　暗がりの奥、半月のようなテーブルの外周に沿って座る八人の老人。

　冒ぼう険けん者ギルドの長老たちは粘ねばついた笑みを浮うかべ、若き客人を歓かん迎げいしていた。

「えっと、俺に用があるって聞きましたけど……何でしょう？」

「おう、おう、そうだ、その通り」

「用があるのだ。私たちはコウヅキ殿どのに用があるのだよ」

　相変わらずの回りくどい話し方に、悠斗は早くも辟へき易えきしたが、それを表には出さずに辛しん抱ぼう強づよく続きを待った。

　すると、ほほ、ほほほと笑っていた老人たちは、ますます目を細めてテーブルの上に羊皮紙を広げた。

「コウヅキ殿。先日は三つの課題への取り組み、見事じゃった」

「若手の、しかも魔ま法ほう使つかいがこうも優秀だとは思っておらんでな。我らは自分たちの見る目のなさを恥はじていたのだよ」

「歳としをとると、頭が固くなっていかん。これでは引退も考えなければな」

「老いてますます盛んなイルトゥス様が何をおっしゃいますやら！」

「「「うわははははは！」」」

　ゲラゲラと笑い声を上げる長老たちに苛いら立だちを覚えながらも、悠斗はじっと話が進むのを待った。彼らとは短い付き合いであったが、下手に口を挟はさめばもっと話が長くなることぐらいは知っていた。

「ふう。それでだな、コウヅキ殿。先日の課題だが……」

　ようやく本題に入ったようだ。笑い声も収まったころ、羊皮紙を手で広げた一人の老人が、悠斗に顔を向けて何事かを話し始めて──。

「惜おしかったな。あと少しで達成出来ていたのだが、やはり第三の課題は難しかったか」

「え？」

　初め、悠斗は彼の言っていることが理解できなかった。

　第三の課題？　地ち竜りゆうの鱗うろこ剝はぎは、誰だれの目にも明らかな形で達成したはずだ。

　それどころか、貴重品である角を持ち帰り、結果的には王都近辺に居座った強大な魔ま物ものを排はい除じよした。その行動は称しよう賛さんされてしかるべきであり、どこにもケチをつけるところはないのだが、

「しょせんは魔法使いということか。何をするにも最後の詰つめが甘い」

「いやいや、それは厳しすぎるというものです」

「そうですよ。コウヅキ殿はまだ若い。挽ばん回かいの機会を与えるべきです」

　冒険者ギルドの長老たちは、さも不満げにため息を吐はくばかりだった。

「あの、課題は全部達成したはずですけど？」

「……は？」

「ですから、三つの課題のことですよね？　あれは全部」

「つけ上がるな、小こ僧ぞぉっ!!」

　悠斗の反論を遮さえぎるように、暗がりの奥から大だい音おん声じようが発せられた。

　会議室の壁かべをビリビリと震ふるわせるそれは、強制的に悠斗の口をつぐませて、部屋の中を何度か反はん響きようした。

「贖しよく罪ざいのための課題もこなせない魔法使いが、いっぱしの口を利きくとはな！　冒険者ギルドもなめられたものだ！」

　響ひびき渡わたる怒ど号ごうを上うわ塗ぬりするように、大おお柄がらな老人が声を張り上げる。彼は悠斗の未熟さを非難して、口答えさえ許さぬ姿勢を見せた。

　しかし、いわれなきことで叱しかられて黙っているほど悠斗は大人しくない。ムッとして暗がりをにらみつけた悠斗は、至し極ごく当然の不満を老人たちに投げつけた。

「どういうことですか！　俺は与あたえられた課題を全部やり遂とげて、その証しよう拠こを貴方たちに提出しました！　ほら、そこに飾かざってある角がそうでしょう!?」

　悠斗の憤ふん懣まんやるかたないという姿に、しかし老人たちは動どう揺ようすることさえなかった。

　彼らはみな一様に、暗がりの奥から冷たい視線を悠斗に送り、

「我らは地竜を倒たおせと言ったか？」

　と、感情の籠こもらない声で問い返した。

「え？　いや、倒せとまでは言われませんでしたけど……でも、鱗うろこは持ち帰りましたし」

「ほう。コウヅキ殿は、目的を果たせば後はどうなっても構わないという方でしたか」

「さすが魔法使いだな。お得意の『効率的なやり方』というやつだな」

「いや、ちょっと……!?」

　侮ぶ蔑べつするような口調で責められた悠斗は、怒いかりよりも困こん惑わくを覚えていた。

　まるで子どものような言いがかりは何なのだろうか。もう済んだことを引っ張り出して、重箱の隅すみをつつくような真似まねをするのは何のためだろうか。

　悠斗の中で、嫌いやな予感がむくむくと湧わき上がってくる。まさかそのようなことはしないはずだという予想は、どんどん頼たよりないものになっていった。

「地竜は上級戦士たちの力ちから試だめしとしてちょうどいい壁だったのだが」

「まさか、鱗を剝はぐだけでいいと伝えた相手に殺されてしまうとはな」

「調子に乗って、自分の力を示そうとしたのですかね？　そのようなことはせずとも、私たちはコウヅキ殿を評価しておりましたのに」

　わざとらしい態度で嘯うそぶく長老たちの言葉によって、悠斗は自分がこの場所に呼ばれた理由に気がついた。

　課題は失敗だという評価。無理やりにも落ち度を作って悠斗を責める長老たち。持って回った言い方をする彼らが言わんとすることは、つまり──。

「さて、コウヅキ殿。この失態は、どう挽回してくれるのかね？」

　つまりは、そういうことだった。

「また魔導書を作ってもらいましょうかね」

「いいですなあ！　蓄たくわえはあればあるだけ困りません！」

「コウヅキ殿ほどの術者なら、魔導書など片手間で作れるでしょう。それでは新たな課題になりません。ここは前回と同じく、複数の課題を用意した方が良いのでは？」

「ほほ、ほほほ、それはいい！　名案です」

　勝手なことを思いつくままに口にする長老たち。

　膝ひざを叩たたく音。にやつく唇くちびる。顔を隠かくす暗がり。そのすべてが悠斗には醜しゆう悪あくに感じられた。

（至急来られたしって言うから、何かと思えば……）

　何のことはない。王宮の網あみから出てきた大魔法使いを、今度は冒険者ギルドがすくい上げようとしているのだ。

　それもより強ごう引いんに、より悪あく辣らつなやり方で。

「……俺、帰りますね」

　怒りを通り越こして、悠斗は呆あきれ果ててしまった。こんな集団に自分は律りち儀ぎに付き合っていたのかと考えると、途と端たんに気分が落ち込んだ。

　踵きびすを返し、ドーム状の会議室を出て行こうとする悠斗。彼の背中には、罵ば声せいや口くち汚ぎたない言葉がいくつも浴びせられた。

「待て！　どこへ行く！　話はまだ終わってないぞ！」

「冒険者ギルドに逆らうつもりか！　どうなるか分かっているのか！」

「ブラック・リストだ！　今すぐ貴様をブラック・リストに入れてやる！　たかが魔法使いが調子に乗りおって！　もはや表通りを歩けると思うなよ！」

「まあまあ、みなさん、落ち着いて。どうだろう、コウヅキ殿？　誠心誠意頭を下げれば、きっと許してもらえると思うのだがね……」

　この期ごに及およんで懐かい柔じゆうを図はかろうとする小こ賢ざかしさに、悠斗の深いところで何かが切れた。

　怒りや憤いきどおりが腹の底で凝ぎよう縮しゆくし、それは青い炎ほのおのようにゆらりと揺ゆれた。

「……帰ります」

　悠斗の体から立ち昇のぼる青いオーラに、自然と臨戦態勢を取っていた長老たちは──悠斗が静かにドアを閉めて去っていき、その足音が聞こえなくなった時点で、ドッと脂あぶら汗あせを噴ふき出していた。

　彼らの一人がどうにか口を開こうとするも、震える体はまったく言うことを聞いてはくれなかった。




「そういうことかっ！」

　王都の小道を歩きながら、悠斗は思いきり小石を蹴け飛とばした。

　小石は民家の壁に跳はね返り、反対側の壁にもぶつかって悠斗の足元へと戻もどってくる。

　そんなことにも腹立たしさを感じた悠斗は、勢いよく小石を踏ふみつけて、舗ほ装そうされていない土の地面へと埋うめ込んでいった。

「そういうことかよっ！」

　肩かたを怒らせて、大おお股またにのしのしと歩く悠斗。怒りで顔は朱しゆに染まり、彼の視界はチカチカと星が瞬またたいているようだった。

　それでも悠斗は落ち着く素そ振ぶりも見せず、ただ昂たかぶる感情のままに荒あらっぽく路地を進んでいった。

「どいつもこいつも、俺の力を利用することばっかり考えやがって……！」

　文句を吐き出さなければどうにかなってしまいそうだった。人にどう思われるかなど知ったことかと、悠斗は住宅街で大声を上げた。

「どうしてこうなるんだよっ!!」

　良かれと思って、ディルカ村の地下に巣食う魔物を倒した。

　そうした方がいいと思って、三つの課題の達成に奔ほん走そうした。

　その末に待っていたのが、使える道具としての立場だなんてあんまりだ。

　世の中には理り不ふ尽じんなことも多々あるが、自分にそう言い聞かせても納なつ得とくできない結末に、悠斗はいっそ泣いてしまいたくなった。

「放っておいてくれよ、もう……」

　なぜ王女や冒ぼう険けん者ギルドは悠斗を引き入れようとするのか。

　答えは分かり切っている。彼が《マジック・ルーラー》の力を持っているからだ。迷めい宮きゆうを破は壊かいし、竜を倒し、多種多様な魔ま法ほうを操あやつる悠斗の力がほしいからだ。

　自分が彼らの立場でもそうするだろうと考えた悠斗は、もう手て遅おくれなのだと自覚して、自らに被かぶさった大きな網を幻げん視しした。

「どこかの組織に、所属しなくちゃいけないか……」

　道みち端ばたに座り込んで、悠斗は鬱うつ々うつと今後のことを考えていた。

　無用な敵を作ってまで自由な身を求めたくない。

　さりとて、義務や規則にがんじがらめに縛しばられるのも嫌だった。

「後ろ盾だてだけほしいんだけどな……都合が良すぎるか、そりゃ」

　疲つかれが浮うかんだ顔で空を見上げ、叶かなわぬ夢を想おもう。

　それを自身のため息で吹ふき散らした悠斗は、今、大きな妥だ協きようをしようとしていた。

「冒険者ギルドは論外だな。王女様のところにしとくかな……」

　人生に自由は少ないが、優ゆう秀しゆうな能力を持っているからと縛り上げられるなど、なかなか稀け有うな体験だ。

　そのジレンマは、普ふ通つうの人では味わえるものじゃないぞと自じ嘲ちようしながら、悠斗は気だるげに立ち上がった。

「帰るか……」

　酔よっ払ぱらいのように、ふらり、ふらりと道を歩く黒くろ髪かみの少年。

　向かいから歩いてきた子連れの母親は、彼をあからさまに避よけてすれ違ちがっていった。
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　王都に数多あまた存在する公衆浴場。そのうちの一つで、アルマ、クーティアとともに湯船に浸つかりながら、ルナリエッタは目を閉じていた。

（いい気持ちですね……）

　たっぷりとしたお湯。石造りの広々とした浴よく槽そう。ふわりと香かおるのはボイラーにくべられた薪まきの香りで、ルナリエッタはそれが何とも言えず好きだった。

（【ウォーム】の魔石で温めるのもいいのですが……あれは風ふ情ぜいがありません）

　手をかざして念じただけで湯を沸わかしてくれる魔石は、便利と言えば便利だが、同時に味気ないものだった。

　公衆浴場で働く者にとっては、風ふ呂ろ釜がまの半自動化は喜ばしいことなのだろうが、出来れば古き良き浴場も残ってほしいと願うルナリエッタだった。

「ほら、クーちゃん。水みず鉄でつ砲ぽう！　ぴゅー！」

「きゃー♪」

　風呂を堪たん能のうするのに飽あきたのか、ルナリエッタの隣となりにいたアルマが水鉄砲でクーティアの顔を狙ねらった。犬いぬ獣じゆう人じんの幼女は負けじとばかりにお湯をかけ返し、二人はすぐにも遊びに夢中になっていった。

（やれやれ。にぎやかなものですね）

　顔に飛んできた飛沫しぶきをぬぐいながら、ルナリエッタは頭に巻いているタオルのズレをちょいちょいと直した。

　その際、目を開いた彼女の視界には、アルマやクーティアだけではなく、浴場ではしゃぐロマリア市民の姿が映った。

（サウスリアの女は陽気な者が多い、か）

　昔、聞きかじった知識は、検証するまでもないことだった。

　サウスリア女が陽気かどうかは、こうして公衆浴場に来れば分かることだ。まさしく一いち目もく瞭りよう然ぜん、明るくけらけらと笑う女たちは、誰だれもが真夏の太陽を思わせた。

「ねえねえルナちゃん、ルナちゃん」

　おしとやかな部類に入るアルマも例外ではない。

　はしゃぐ時ははしゃぐ巫女みこさんは、豊かな胸をルナリエッタに押しつけるように体を寄せて、少し興奮気味に問いかけた。

「あと何日でディルカ村に帰るんだっけ？」

「六日後ですね。宿場町での宿の手配は……」

「今日済んだんだよね！　えへへ、ありがとう、ルナちゃん」

　同じ話をするのが好きな子だとルナリエッタは思った。しかし、アルマの気持ちも分からないではなかった。

　雑然とした王都を離はなれ、慣れ親しんだ村に戻るというのは、ルナリエッタにとっても魅み力りよく的なことに思えた。

（慌あわただしかったですからね）

　悠斗と出会ってからの一月あまり。

《マジック・ルーラー》の少年に仕えてからの時間は濃のう密みつの一言で、ルナリエッタでさえ、もうずっとこの生活を送っているように思えた。

　ただ、その分疲つかれが溜たまってしまっていたのだろう。とりあえずディルカ村に帰るという悠斗の意見に、誰一人として反対する者はいなかった。

（私も骨休めをしますか）

　ディルカ村に帰ってからのことを考えるルナリエッタ。
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　積もったほこりを払はらおうか、気合いを入れて料理を作るか。気晴らしに家事を思いつくのはメイドらしいことだと言えたが、そこに悠斗へのイタズラが混ざるのは、いかにもルナリエッタらしいことだった。

「それにしても、ユートさま、どうしたんだろうね？」

「……はい？」

　ぼんやりとしていたルナリエッタは、ワンテンポ遅おくれてアルマへ顔を向けた。

「ほら、帰ってきた時のユートさま、元気なかったでしょ？　やっぱり王女さまに拝はい謁えつするのって、疲れることなのかな？」

「ご主人様はそこまで繊せん細さいではないと思いますが」

「そうかな？」

「そうですよ」

　と、言いながらも、ルナリエッタも悠斗の変調は少し気になっていた。

　黙だまりこくったまま階段を上がり、そのまま寝しん室しつで眠ねむってしまった悠斗は、王女との交こう渉しようで精せい根こん尽つき果てたようにも見えたが──。

（これはもしかすると……もしかするかもしれませんね）

　アルマよりもいくらか人生経験が豊富なルナリエッタは、『当然あるべき展開』になったのだと考え──早めに風呂を上がり、一人『けるべろ亭てい』に戻ることにした。




「はああ～……もうやだ、だるい……死にたい……」

『けるべろ亭』の最上階、窓からの景色がいい悠斗の部屋は、どんよりとした湿しめった空気に満ちていた。

「はああああ～……」

　灯あかりもつけず、ベッドの上に妙みような姿勢で転がっている悠斗の口からは、何度も何度も陰いん鬱うつなため息が吐はき出されていた。

　それが今の部屋の空気を作り上げたのだと判断したルナリエッタは、まず窓を開け、通気を良くしてから悠斗に話しかけた。

「やはり、こうなりましたか」

　ルナリエッタが魔ま石せきのランプを灯ともしてから、悠斗はようやく彼女の存在に気がついた。

「あ～……？　なんだ、ルナか。何か用か……」

　胡う乱ろんな目をした少年は、だるそうに体を起こそうとして、途と中ちゆうで諦あきらめてベッドに倒たおれ込んだ。その情けない姿に活を入れたくなりながらも、ルナリエッタは話を聞くために悠斗の上体をどうにか起こしてあげた。

「まさかとは思いましたが、予感が的中したとは。何という体ていたらくですか」

「ふん、言ってろ。どうせ俺はな、籠かごの鳥なんだ。雑ぞう巾きんのように酷こく使しされる運命なんだ」

「おやおや、重じゆう症しようですね」

　燃え尽つきた木切れのようになり、何やら厭えん世せい的なことをのたまう主人に、ルナリエッタはどうしたものかと思案した。

「何とはなしに予想は出来ますが、いったい何があったのですか？」

「ロマリアの支配者階級は全員、業ごう突つく張りのゴミクズ野や郎ろうだったってことだ。人を道具としか思っていない、冷血人間なんだよあいつらは……！」

　何をするにもまずは言葉を交かわすのがいい。会話の中から解決策が見つかることもあるし、愚ぐ痴ちを聞いてあげるだけでも悠斗の負担は軽くなる。

　いたずら者のように見えて、意外と利他的でまめまめしいルナリエッタは、兎とにも角にも悠斗の話を聞くことにした。

「王女様の誘さそいは断ったんだよ、俺はさ。そうしたら『断ったらどうなるのか体験した方がいい』みたいなことを言われて、何のことかと思っていたら、冒険者ギルドに呼びつけられてさ。今度はギルドからの勧かん誘ゆうだよ。ってか、あれは脅きよう迫はくだったな。ブラック・リストに載のせるぞ！　とか、何のために俺は課題をこなしたと……」

「なるほど。王家の庇ひ護ご下から離れたらこうなることを教えたくて、王女はわざと『あの魔ま法ほう使つかいのことは諦めた』と情報を流したのですね。同時に、そういった苦労を味わいたくなければ宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しになれと言外に匂におわせている、と」

「そうなんだよ！　俺はどっちも選びたくないってのに！　くそっ、馬ば糞ふんと牛糞を用意されて、どっちか選んで食えって言われた気分だ、まったく……！」

　ぶつくさと文句を垂れながら、段々と生気を取り戻もどしていく悠斗。

　彼の復調をうれしく思いながらも、同時にルナリエッタは呆あきれてものも言えなくなっていた。それというのも──。

「ご主人様。ご主人様はいずれかの組織にどっぷりと浸かりたくはないのですよね？」

「ああ、そうだな。少なくとも、あの二つは選せん択たく肢しに入れたくもない」

「でも、王家の後ろ盾は魅力的だと。出来れば、庇護下に入りたいと」

「そうだ。まあ、そんなの夢のまた夢だけどな」

　──やはり、この人はおかしいとルナリエッタは思った。

　どうにも間が抜ぬけているというか、お人よしにも程ほどがあるというか。

　以前からそういった傾けい向こうはあったが、ここまで酷ひどいとさすがに失しつ笑しようものだった。

「ご主人様、いいですか？」

「なんだ？」

「なぜ、ご主人様は自分の意見を出さないのですか？」

「は？　ど、どういうことだよ」

「冒険者ギルドのことは存じませんが、王女様とは『交渉』を行っているのでしょう？　相手に提示された選択肢の中からどれか一つを選ぶなど、それは交渉ではありません。王家の後ろ盾だけほしいのであれば、相手にそう伝えればいいのです。そして、そうした意見をすり合わせて、互たがいに納なつ得とくできる着地点を探すのが交渉なのです」

「あ……!?」

　思いもしなかったという悠斗の顔を見て、ルナリエッタはやはりこの人は甘ちゃんだと思った。

　世間知らずというか、擦すれたところがないというか──だからこそ目が離せない主人の手を取って、ルナリエッタは彼を立ち上がらせた。

「いや、そうだな。うん、そうだ。俺、交渉してなかったな。流されっぱなしだった」

　笑顔を取り戻した悠斗は、繫つないだ手に力を込めて、俄が然ぜん、やる気を燃やし始めた。

「明日あしたも王女様と会う約束なんだ。俺、そこでワガママ言ってみるよ。何とか頑がん張ばってみる……ありがとうな、ルナ」

　そう言って、いつもの手刀ではなく手のひらをルナリエッタの頭に乗せた悠斗。

　そのまま頭を撫なで始めた主人を、ルナリエッタはわずかに目を見開いて見つめていたが──やがて満足げに目を閉じて、新しん鮮せんな感覚を存分に味わい始めた。




「感じる……！　ご主人様の好感度が上がったのを感じる……！」

「お前はそれさえなかったらなあ」

　わなわなと震ふるえるルナリエッタと、苦笑する悠斗。

　穏おだやかな二人の夜は、ゆったりと更ふけていった。
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「ここで会うのはもう三度目か。早いものだな」

　砂さ漠ばくを思わせる落ち着いた色の金きん髪ぱつと、形の良い柳りゆう眉び、切れ長の目。

　スクエアフレームの眼鏡には汚よごれ一つなく、ヴァレンティアの服にはわずかなしわも見当たらなかった。

「いかがでしたか、コウヅキ殿どの。昨日の午後は」

「……そのコウヅキ殿ってのを聞くと、頭が痛くなるくらい楽しかったです」

「そうですか。では、失礼ですが、今後は名前で呼ぶことにしましょう」

　短いやり取りからすべてを察した風なクリストフは、今日も執しつ事じ服を着て、王女の脇わきにひかえていた。

　魔法使いというよりは《バトラー》のような姿に、またもやうさんくささを感じた悠斗は、微笑ほほえむクリストフからふいっと視線を外した。

「不快な思いをさせて悪かった。荒あら療りよう治じのような真似まねをして、本当に申し訳なく思っている。しかし、あれが噓うそ偽いつわりのないこの国の姿だ。優ゆう秀しゆうな魔法使いがいても、それを道具として使い潰つぶす人間しかいない。情けないことだが、これがサウスリアなのだ」

「だから、自分たちの側につけってことですか？　自分たちならもっと上手うまく使いこなすことが出来るから、宮廷魔術師になれと？」

「……有り体に言えば、その通りだ」

　ごまかしを好まないヴァレンティアは、悠斗の言葉を肯こう定ていしながら、内心、彼の変化に驚おどろいていた。

　この年若き大魔法使いは、強大な力こそ持ってはいるが、どこか意志薄はく弱じやくなところがある。権力に怯おびえ、他ほかの者の意見に流され、自己主張は乏とぼしい。それが、ヴァレンティアが抱いだいた悠斗の第一印象だった。

　宮廷魔術師長をして絶大だと言わしめる魔力を持ちながら、それを悪用しない善性こそ評価はしていたが──力に伴ともなわない精神的な未熟さに、漠ばく然ぜんとした不安を覚えたのも確かなことだった。

　それがどうしたことだろう。今日の悠斗はまっすぐに王女の目を見つめ、棘とげのある言葉でチクリと刺さすほどにたくましくなっている。それを無礼だとは微み塵じんも思わず、ヴァレンティアはいっそ清すが々すがしささえ感じていた。

「あまり穏おん便びんではありませんね……もしやユート殿。貴方あなたは誰だれの下にもつかず、独立独歩で生きていくつもりですか？」

　前回はなかった剣けん吞のんな気配に、クリストフが意外そうな声を上げた。

「いや、昨日は王家の力を痛感しましたからね。正直、後ろ盾だては魅み力りよく的てきです」

「ええ、そうでしょうとも。王家の名は伊達だてではありません」

　そして、返ってきた答えに、クリストフは満足げにうなずいた。

　そうだ、そうなのだ。目をつけられた魔法使いは、誰かの庇護下に入るしかない。

　そうしなければ、脅迫してまで協力を迫せまる者が現れて、魔法使いの生活は滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまう。それが嫌いやならば、所属を明らかにすればいいのだ。そうすれば、後は組織が自分を守ってくれる。

　自身も苦い経験を持つクリストフは、悠斗の葛かつ藤とうが手に取るように分かった。この若き大魔法使いも結局は王家を選び、宮廷魔術師になるのだ。現実的に考えて、それが必然だと考えていたクリストフは、

「でも、宮廷魔術師になるつもりはありません。なので、後ろ盾だけをください」

「……今、なんと？」

　悠斗の要求の意味を、すぐには理解できなかった。

「後ろ盾だけをくださいと言いました」

「ユート殿、それは」

「もちろん、タダとは言いません。要よう請せいがあれば出来る範はん囲いで協力します。魔法の知識もいくつかは開示します。そうしたものと引き換かえに、俺の生活を保障してほしいんです」

「ふむ……」

　対応に苦く慮りよする提案をされ、クリストフは口を閉とざした。

　これほどの問題は、王女自ら答えを出さなければならない。

　眉み間けんに指先を当てて沈ちん思し黙もつ考こうするヴァレンティアを、悠斗とクリストフが固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

「……それは、非常勤の顧こ問もんになるということか？」

「俺の要求が叶かなうのなら、役職は特に気にしません」

「なるほど、な」

　再度の重苦しい沈ちん黙もく。テーブルの上で両手を組んで、そこに口を当てたヴァレンティアは、一分、二分と考え続け、

「よし、分かった。ユート殿の要求を吞もう」

　大きく一度うなずいて、傾かたむけていた体を起こした。

「よろしいのですか、ヴァレンティア様」

「構わない。どんな形であれ、ユート殿の協力を得られるのだ。他に何を望もう」

「あ……ありがとうございます！」

　骨太な態度で交こう渉しように臨のぞんでいた悠斗は、途と端たんに少年らしい顔つきに戻った。

　昨晩、ルナリエッタにはワガママを言うと告げた悠斗だったが、いざ実行に移すとなると、体の芯しんから震えるような緊きん張ちようが彼を支配した。

　それを力ずくで抑おさえ込み、国家の重じゆう鎮ちんと渡わたり合ったのだ。心身ともに弛し緩かんするのも仕方がないことだと言えた。

「詳くわしい話は追い追い詰つめていけばいいが……ユート殿。宮廷魔術師でなければ給金を支し払はらうのは難しい。宿舎の利用も許可出来ない。非常勤の魔法使いを、正規の宮廷魔術師と同じように扱あつかうことは難しい」

「ああ、いやいや！　報ほう酬しゆうはいりません。俺はただ、後ろ盾だけあれば……」

「それはダメだ。然しかるべき対価がなければ、雇こ用よう者は遠えん慮りよがなくなり、被ひ雇こ用よう者はそれを不満に思うようになる。先のことまで考えれば、私は対価を支払うべきであり、貴き殿でんはそれを受け取るべきだ。分かるな？」

「あ、は、はい……」

　一度は自分のペースに持ち込んだ悠斗は、それがあっさりと覆くつがえされたことを痛感していた。元より口で王女に勝てるとは思っていなかったが、話の主導権を渡してしまえば、こうも圧あつ倒とうされるものなのか。

　悠斗は目を白黒させて、王女の提案に首しゆ肯こうしていた。

「依い頼らいは成功報酬で。魔法の知識は買い取り式で。それぞれ対価を支払おう。契けい約やく書は今日中にも作成するので、細かい条件はそれで確かく認にんしてほしい」

「はい、分かりました。これからお世話になります」

「うん。こちらこそ、よろしく頼たのむ」

　立ち上がり、差し出された手を、悠斗はつかんで握あく手しゆを交かわした。

　二人の顔には微笑が浮うかび、わずかに緩ゆるんだ表情からは達成感が見て取れた。

　サウスリアの王女ヴァレンティア。

　大だい魔ま法ほう使つかい上月悠斗。

　要求を照らし合わせ、そこに重なり合う箇か所しよを見つけた二人は、それを接点に今こそ契約を結び──。

「さて、そういうことだ。もう入ってもいいぞ、お前たち」

　え？　と思う間もなくクリストフが動き、悠斗が振ふり返ると同時にドアを開いた。

「わわっ!?」

「きゃっ!?」

「え……ええっ!?」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げて、部屋に雪崩なだれ込んできたのは悠斗もよく知る少女たち。

　アルマ、クーティア、リーゼベルにルナリエッタ。床ゆかに倒たおれ込んだ少女たちの上には子犬のスフレが飛び乗って、うれしそうに尻尾しつぽを振っている。

「お、お前ら、こんなとこで何してるんだ？」

「ええと、その……その、ですね」

　啞あ然ぜんとする悠斗にバツの悪そうな顔を向け、アルマとリーゼベルが曖あい昧まいに微笑んだ。
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「みんなでね、かみさまの後をつけてたの！」

「何でそんなこと……」

　早くも起き上がったクーティアは、スフレといっしょに悠斗に飛びついた。

「ふっ……どうやら私の出番はなかったようですね」

「よーし、黒幕はお前だな。ちょっとそこに座れ」

　そして、さりげなく逃にげ出そうとしたルナリエッタは、悠斗のアイアンハングの餌え食じきとなった。

「ご主人様、もう少し優やさしく」

「何で盗とう聴ちようみたいなことをしてたんだ？」

「だって！　ご主人様がテンパって手打ちにされそうで、心配だったんだモン！」

「はあ……まあ、そんなことだろうとは思った」

　悠斗に片手で持ち上げられながら、少女漫まん画がのキャラクターのような顔になっていたルナリエッタは、解放されるや否いなや元の鉄仮面メイドに戻もどっていた。

　相変わらずの変わり身の早さに脱だつ力りよく感を覚えながら、悠斗は王女に頭を下げた。

「すみません、お騒さわがせして」

「いや、構わんぞ。どうせ契約成立を祝って食事の席を設けるつもりだったのだ。ついでに彼女らにも出席してもらおう」

「なんか……なんか、本当にすみません」

　ヴァレンティアの度量の大きさに、ますます申し訳なさを感じた悠斗は、身内の暴走に恥はじ入って小さくなっていた。

「いえいえ、お気になさらずに。食しよく卓たくを大勢で囲むのは楽しいものです。ましてやその相手が見み目め麗うるわしいお嬢じようさんたちとなれば……」

　頭を下げた悠斗に、クリストフは演技がかった声をかけ、

「……っ!?」

　直後、彼の体がわずかに硬こう直ちよくした。

「私が何か？」

　クリストフの視線の先にいたルナリエッタが、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「い、いえ。きれいなお嬢さんばかりで驚いてしまいました」

「クーも？　クーもおじょうさん？」

「ええ、そうですよ。レディ？」

　ほんの一いつ瞬しゆんでぎこちなさを消し去ったクリストフは、クーティアの手を取って、彼女の前で片かた膝ひざをついていた。そこには何らおかしな点はなく、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようの顔にはいつもの微び笑しようが浮かんでいた。

（なんだ？　知り合いなのか？　前にルナを見たことがあるとか……）

　悠斗は疑問に感じたが、特にそれ以上気にすることなく、王女にじゃれつき始めたスフレを引きはがすために駆かけ出していた。




　しかし──しかし、ルナリエッタは。




　紅あかい瞳ひとみを光らせて、観察するようにクリストフの背中をじっと見つめていた──。
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　緩やかな丘きゆう陵りよう地帯に築かれた王都ロマリアは、高い位置に行くほど豪ごう邸ていが目立つようになる。バカと煙けむりは何とやらというわけではないが、洪こう水ずい、防衛、その多諸もろ々もろのことを考えれば、高所に陣じん取どりたくなるのが人間というものだ。

「は～……近くで見るとこんなにでかいのか」

「ですよね、驚おどろきますよね？」

　ロマリアでも一ひと際きわ高い丘おかの上、送そう迎げいの馬車から下りた悠ゆう斗ととリーゼベルは、背の高い城じよう壁へきを見上げて息を吐はいた。

　見慣れているリーゼベルでさえ感かん嘆たんさせるこの壁かべは、ロマリア城が誇ほこる鉄てつ壁ぺきの守りであり、その高さ、厚さは他に類を見ないものだった。

「いかにも高そうな色してるし。金がかかってそうだなあ」

「それは、まあ、王城ですから……でも、ここだけの話なのですが、この象ぞう牙げ色の魔ま導どうレンガは下手な宝石よりも価値があるそうですよ」

「マジかよ!?」

　城壁に触ふれていた悠斗が感電したように手を離はなし、おっかなびっくり距きよ離りを取る。

　真しん剣けんな表情のリーゼベルも悠斗と同じように後ずさり、二人は冷や汗あせをかいていた。

「お前たちは何をしているのだ」

「あっ、ヴァレンティアさん」

　城門の脇わきで城壁と対たい峙じしていた悠斗とリーゼベルに、ヴァレンティアが呆あきれたように声をかけた。

　王女だけではなく、門番や通行人が二人を遠巻きに見つめていて、急に恥ずかしくなった悠斗は小走りに王女に近づいていった。

「よく来てくれた。ご苦労だったな」

「ヴァレンティアさんこそ、出で迎むかえありがとうございます」

　悠斗とヴァレンティアが並んで歩き、その後ろをちょこちょことリーゼベルがついていく。城門では門番が通行人の手形を確かめていたが、王女は当然顔パスだ。呼び止められることもなく、三人は王城の中へと入っていった。

「はあっ！　はっ！」

「跳ちよう躍やくが甘いぞ！　最小限の動作を心がけろ！」

「はい、教官！」

　本城へ続く道の東側は修練場になっていて、そこでは軽装戦士たちが馬を巧たくみに操あやつって障害物を飛び越こえていた。

「オオオオオオオッ！」

「オオオッ！　来いっ！　来いっ!!」

「イイィィィィエエエエエエエッ!!」

　西側に建てられた道場の中では、鎧よろいを着込んだ男たちが剣けんや大おお槌づち、両りよう刃ばの斧おのを振ふり回していた。汗さえ蒸発させる熱気は外にも漏もれ出し、酸っぱい臭においは悠斗たちの顔をしかめさせた。

「いかにも戦士の国って感じだな」

　体を鍛きたえて、技わざを磨みがき、それでもまだ足りないと自分の体をいじめ抜ぬく。

　悠斗が通っていた高校でも体育会系の部活はあったが、それを容易に上回る激しさは、伝え聞くレンジャー部隊の訓練を連想させた。

「戦士職は身体能力こそが命だからな。筋力だけではなく持久力、馬術、剣けん術じゆつの勘かん、それらすべてを維い持じするためには、たゆまぬ努力が必要となる」

「魔ま法ほう使つかいで良かった……」

　もしも自分が《ブレイブ・フェンサー》や《グラビトン・ファイター》などの戦士職であったならば、今ごろは王女ではなくあの筋肉集団とともにいたのだろうか。

　考えただけでも筋肉痛になりそうなイメージに、悠斗は魔法使いをジョブに選んだ自分にしみじみと感謝していた。

「それで、宮廷魔術師の訓練場というか……施し設せつはどこですか？」

「ああ、うん。こっちだ」

　背の高い建物に挟はさまれたような小道へと入っていき、そのまま路地を右左。

　やけに変な道を通るのだなと悠斗が疑問に思ったところで、少し先を歩いていたヴァレンティアが振り返り言った。

「さあ、着いたぞ。ここが宮廷魔術師専用の区画だ」

「わ、わあ……！」

　登城経験はあるが、あまりあちこち見て回ったことのないリーゼベルが、目をキラキラと輝かがやかせて路地の先をのぞき込んだ。一人前の魔法剣士になるためにやる気を燃やすリーゼベルは、魔法の園を視界に映して、




『ピギイイイイイイ!?』

「クククク……そう怖こわがるな。生いけ贄にえになれることをもっと喜ぶがいい」

「オ～、オオ～、オ～、オウ～。オオ～、オ～、オウ～」

「時は来たれり！　暗黒の力よ今ここに！」

「モルドロガンドルアルニオレンダラ……ボル！　ミラドラ！　ゼルトロス！」




「あ、あわわわ……!?」

　あまりにもあんまりな光景に腰こしを抜かして、ぺたんとその場に座り込んだ。

「いいっ!?　な、なんだこりゃ？」

　リーゼベルの上からひょいと広場をのぞき込んだ悠斗も、泣き喚わめく子こ豚ぶた、魔ま法ほう陣じんを囲む黒衣の男たち、彼らが唱える不思議な呪じゆ文もんにびっくり仰ぎよう天てんした。

「どうだ、ユート殿どの、リズ。我が宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し隊たいは」

「いやいやいや……どうもも何も……」

　四方を建物や城壁に囲まれた裏庭のような空間。

　ぽっかりと開いたそこで、怪あやしげな集団が悪あく魔ま召しよう喚かんのようなことをしていたら──人は、それをどう評すればいいのだろうか。

「じゃ、邪じや教きよう徒とです！　妖よう術じゆつ師です！　あんだーぐらうんどの住人です！　ユートさん、やっつけちゃってください！」

「ちょっと待てって！　落ち着け、リーゼベル！　ほら、よく見ると……よく見てもうさんくさい！　擁よう護ごのしようがねえ！」

　黒いフードの奥から血走った目をのぞかせる男たち。ギラつく瞳は宮仕えの紳しん士しというよりも、放ほう火か魔ま、辻つじ斬ぎり、テロリストの方がよく似合っていた。

「おや、ヴァレンティア様」

「そちらが例の少年ですか」

「おお、リーゼベル様まで。これはこれは、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」

「ひいい……！」

　騒さわぎ声に気づいた宮廷魔術師たちが、ぞろぞろと悠斗たちの方へ近づいてきた。

　距離が縮まれば縮まるほどによく分かる異常性。服の染しみに血の臭い、ローブの端はしから見え隠かくれする土気色の細い手足は、まるで枯かれ木のようだった。

「貴方あなたがコウヅキ・ユート殿ですな？」

「お噂うわさはかねがねうかがっております。これからよろしくお願いしますね」

「あ、あ、はひ……」

　見た目に反して宮廷魔術師たちは常識的かつ友好的だった。

　にこやかで、礼節をわきまえた態度は、良い大人の見本とも言えたが──いかんせん、見た目が悪すぎた。研究と実験が第一で、他は二の次にしているのは仕方がないことではあったが、もう少し周囲に気を遣つかってほしい。

　微び妙みような笑えみを浮うかべた顔をひくつかせた悠斗は、魔物のような魔術師たちと握あく手しゆを交かわしながらそう思った。

「リーゼベル、大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、ええ。何とか」

　小こ鹿じかのように足を震ふるわせていたリーゼベルを助け起こし、悠斗はヴァレンティアに続いて裏庭の中へと入っていった。

「うう、あのツリーハウス、まるで魔女の家のようです」

「だな……あ、でも、あの建物は学校っぽいぞ。研究機関って感じがする」

「あ、そうですね」

　ヴァレンティアが宮廷魔術師たちのために与あたえたという区画には、ねじくれた木が生えて、土の上にはいくつも魔法陣が描えがかれていた。そこだけを見ればサバトの会場と間ま違ちがえられても仕方がないが、この場所には整然と魔術素材が並べられた倉庫や、汚よごれ一つない真新しい研究棟とうが建てられていた。

　多少の怪しさも込みで、この区画は魔法使いたちの研究所という印象があった。そうした学術的な面がなければ、今ごろ焼き払はらわれているなと悠斗は思った。

「さて、ユート殿。この部屋でいいかな？」

「あっ、はい。特に広さはいらないので、これで十分です」

　物もの珍めずらしげにあちらこちらに視線を送っていた悠斗は、ヴァレンティアに声をかけられてハッと我に返った。

　そうだ、今日は王城の見学に来たのではない。悠斗は宮廷魔術師たちに魔法を教えに来たのだ。そうすることが王家の庇ひ護ごを受けるための条件である以上、あまり気を抜いてはいられない。悠斗は研究棟の一階、少人数用の教室にかけられた黒板の前に立ち、大きく息を吸い込んだ。

「──みなさん、初めまして。俺の名前は上こう月づき悠斗。魔法使いです」

　弾はずみをつけるようにテンポよく自己紹しよう介かいを済ませ、悠斗は狭せまい教室内を見回した。

「この度たび、縁えんがあって非常勤の顧こ問もんを務めることになりました。年に数回、ここで俺が習得している魔法についての講義を行う予定です。厳密に言えば宮廷魔術師ではありませんが、仲良くしていただければ幸いです」

　頭を下げた悠斗に、大きな拍はく手しゆが送られる。

　昨晩、アルマやルナリエッタと重ねた練習が功を奏し、出だしは上手うまくいった。後はこの流れに上手く乗れればいいが──。

「それでは、早さつ速そくお聞きしたいのですが……『こういった魔法を覚えたい』という希望はありますか？」

「「「……え？」」」

　順調な滑すべり出しを見せた悠斗の初講義は、始まった瞬しゆん間かんにつまずいてしまった。

　訝いぶかしげな顔をするヴァレンティアや魔法使いを見て、悠斗は緊きん張ちよう感かんを高めた。

「あの、何かまずかったでしょうか？」

「まずいというか……ユート殿？　まずはユート殿の得意とする魔法を見せてもらいたいのだが。そうしなければ希望も何もないだろう？」

「それって……んん？」

　会話がどうにも嚙かみ合わないのには、何か理由があるはずだ。そしてそれは、自分とヴァレンティアたちの違ちがいに起因するものだと悠斗は考えた。

（ここでも微妙に話が通じないのかよ）

　この世界に転移して、何度も経験したことだ。こうなることに慣れてしまった悠斗は、特に慌あわてるでもなく原因を探さぐろうとしたが、

「たとえば私が宙に浮きたいと言ったとしよう。しかし、それを実現するための魔法をユート殿が知らなければ、ムダな問答になってしまう」

「いや、それぐらいなら使えますよ」

「何だと？」

　どういうことかと悠斗をにらみつけるヴァレンティア。彼女に手を向け、悠斗は百聞は一見にしかずだと考えて浮ふ遊ゆう魔法の呪文を唱えた。

「【エアフロート】」

　悠斗の手のひらから放出された白い光は、ヴァレンティアの体に羽は衣ごろものようにふわりとかかり、彼女を宙へと浮かび上がらせた。

「お、おお？　体が……体が、浮き上がる。まるで重さを感じない」

「ヴァレンティア様!?」

　無重力状態のように空中で横になる王女殿でん下かを、どうにか床ゆかに下ろそうと宮廷魔術師たちは手を伸のばした。

　しかし、ヴァレンティアはその手をするりとかいくぐり、壁かべを蹴けって宙を泳ぎ始めた。

「はは、ははは！　いいな、これは実に面おも白しろい！」

「ヴァレンティア様、はしたのうございます！」

「ああ、ああ……み、見え……！」

　空中遊泳を楽しむヴァレンティアは、そのまま廊ろう下かへ飛び出していった。

　宮廷魔術師たちは王女を追って教室を後にし、そこには悠斗とリーゼベルの二人だけが残された。

「ユ、ユートさん。私にもあれ、かけてもらっていいですか？」

「小学生かよ」

　リーゼベルにツッコミながら、悠斗は疑問が解けていくように感じていた。

　この国の魔法使いは、『何でも出来る』存在ではないのだ。だからこそ、王女はまず習得している魔法を教えろと言ってきたわけだ。

（この国の魔法文化は遅おくれてるって、自じ虐ぎやくでも何でもなかったんだな）

　ようやくそのことを実感しながら、悠斗はこれからどうしたものかと考えていた。
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　黒羊のローブに精せい霊れい石の杖つえ。

　魔ま狼ろうの靴くつに癒いやしの指輪。

　ポーションなどの備品に至るまで、宮廷魔術師が使う道具の質は『低かった』。

「ここまでだとは……」

　ヴァレンティアにかけた【エアフロート】を解除した悠斗は、再度の空中遊泳をねだる王女を落ち着かせ、現状確かく認にんに努めることにした。

「他国に比べ、質が劣おとるものばかりだろう？　だがな、仕方がないのだ。予算は少なく、素材は足りず、職人は優先的に戦士のための武具を作る。ユート殿の装備には見み劣おとりするものばかりだが、今はこれが精いっぱいなのだ」

「そうですか」

　研究棟の倉庫の中で、悠斗は一通りの道具を見て回った。

　レベルやステータスだけではなく、身につけているもの、使っているものからも相手の力量は読み取ることが出来る。どのような人も相応のアイテムを持っているというのが、《A.W.Online》では常識であった。

（平均レベルは50を超こえてるって話だけど……あんまり魔ま法ほうは覚えてなさそうだな）

　杖やローブの質から、悠斗はそう判断した。

　ヴァレンティアたちは【エアフロート】にさえ驚きよう愕がくするような、低レベルの魔法使いだということだ。魔法のレパートリーも少なく、その知識は決して深くはない。

　裏庭で行っていたような試行錯さく誤ごの段階にあり、そういった意味ではヴァレンティアはリーゼベルと大差ない存在だった。

（そういえば、リーゼベルも【ライトニング】一つで大喜びしてたっけ）

　ゲームと似通ったところはあるが、リトライがないこの世界では、迷めい宮きゆうに潜もぐってスキル・ブックを収集することも難しい。

　レベルを上げることも命がけで、人によってはジョブチェンジが自殺行こう為いにもなる現実世界。そこで究きわめられる魔法は、悠斗の想像以上に狭い範はん囲いのものであった。

（だとすると、考え直した方がいいかもな）

　下級魔法ぐらいは惜おしみなく教えようと考えていた悠斗は、それがもたらす変化を想像して苦い顔をした。

　下級魔法の中でもさらに厳選しなければ、サウスリアに大きすぎる変化を起こしてしまう。そうすると、今度は他国から命を狙ねらわれるか、はたまたスカウト合戦が巻き起こるか──いずれにせよよろしくない展開に、悠斗はより一層、細心の注意を払うことにした。

「それでユート殿どの？　今日は浮遊魔法を教えてもらうということでいいのかな？」

「え、あ、はい。【エアフロート】ぐらいならいいと思います」

　心なしかそわそわとしたヴァレンティアに返事をしながら、悠斗はこれは構わないだろうと判断していた。

　なにせ、メイドのルナリエッタが知っている程度の魔法だ。魔法先進国では土木工事や運うん搬ぱんに使われているとも彼女に聞いた。そういった魔法ならば、教えたところで大きな問題は起きないはずだ。

「いや、童子のようにはしゃいで申し訳ないな。だが、空中を泳ぐのは子どものころからの夢だったのだ。少しくらいは許してほしい」

　問題が起きたところで、この王女が処理してくれる。

　交わした契けい約やくのことを思いながら、悠斗はアイテム欄らんからスキル・ブックを取り出した。

「ヴァレンティアさん。ご希望の【エアフロート】は二次職の魔法使いしか習得出来ないんですけど、ヴァレンティアさんは条件を満たしていますか？」

「うむ。前にも言ったが、私のジョブは《ハイウィザード》だ。問題ない」

「なら、大だい丈じよう夫ぶですね」

　表紙に【エアフロート】と記された一冊の本。

　俗ぞくにスキル・ブックと呼ばれるそれをヴァレンティアに手て渡わたして、悠斗はそれを開くように言った。

「おお、これで私にも浮遊魔法が……！」

　ひとりでにページがめくれ、ヴァレンティアの頭に一つの呪じゆ文もんが浮うかび上がる。

　いつぞやリーゼベルが【ライトニング】を覚えた時のように、ヴァレンティアは数度、浮遊魔法の名を呟つぶやいて、最後に、

「【エアフロート】！」

　大きく唱えることで、彼女の体はふわりと浮かび上がった。

「おお、これだ！　この感覚だ！　ありがとう、ユート殿！」

　役目を終えたスキル・ブックが音を立てて千切れていき、紙かみ吹雪ふぶきとなって倉庫の中を舞まい散った。ひらり、ひらりと舞う紙し片へんに合わせるように、ヴァレンティアもまた流りゆう麗れいに踊おどり、しばしの間、倉庫には夢ゆめ幻まぼろしのような光景が生まれていた。

「ヴァレンティア様ばっかり……」

「うおっ!?　ってなんだ、リーゼベルか」

　ぽーっと見み惚とれていた悠斗は、後ろからかけられた声に短く悲鳴を上げた。

　すわ王城に潜ひそむ亡ぼう霊れいでも現れたかと思われたそこには、見慣れた長い銀ぎん髪ぱつと青水すい晶しようのような瞳ひとみがあり、ついでに膨ふくらんだ頰ほおがあった。

　リーゼベルだ。小用を済ませるために席を外していたリーゼベルが、いつの間にか悠斗の背後に立っていた。

「ずるいです！　ユートさん、私にも【エアフロート】を教えてください！」

「ええ？　いや、何でだよ。お前には【ライトニング】があるじゃないか」

「私も浮いてみたいんです！」

　不ふ機き嫌げんそうなリーゼベル。彼女が浮かべた憤いきどおりの感情は、王女に対する嫉しつ妬とかと思われたが、その実、ただの駄だ々だっ子だった。

　英えい雄ゆうの娘むすめだと謳うたわれているリーゼベルであるが、彼女はまだ14歳の少女であり、甘える相手がいれば少女らしい面がよく出てきた。

　悠斗に対しても出会ったころは遠えん慮りよばかりが目立ったが、何日も行動をともにして、こうして心を開いていったのだ。

　こうなると英雄の娘も年相応の女の子であり、可愛かわいらしいワガママはついつい叶かなえてあげたくなるものだった。しかし──。

「いや、でも、お前はまだレベル42だろ？　地ち竜りゆうを倒たおした時にレベルが一気に上がったみたいだけど、まだ足りないし……それに、ジョブチェンジをしなくちゃ覚えられないし……そもそも《マジック・フェンサー》じゃ習得出来ないぞ」

「そ、そんなぁ～！」

　そんなも何も、覚えられないものは覚えられない。

　スキル・ブックがあれば何でも習得出来るというものではなく、ジョブによって覚えられるスキルは決まっていた。それはレベルと同じくこの世界の法則の一つであり、リーゼベルが泣いたところで覆くつがえされるようなものではなかった。

「偉い大だいな父親の跡あとを継つぐというのも大変だな。世の中はままならぬものだが、哀あわれではある。どれ、かわいそうなリズに私が浮遊魔法をかけてやろう」

「うわ～ん！　今日のヴァレンティア様、ちょっぴりイジワルです～！」

　早くも【エアフロート】を使いこなし、空中に寝ねそべっていたヴァレンティアが、指先をリーゼベルに向けて呪文を唱えた。

　体より先にめくれ上がっていくスカートをどうにか押おさえ込みながら、空中を漂ただようリーゼベル。そして、それを愉ゆ快かいそうに眺ながめているヴァレンティア。にぎやかな二人の少女を見上げながら、悠斗は疲つかれたようにため息を吐はいた。




「なるほど、予想はしていたが、やはり【エアフロート】の習得にはスキル・ブックが不可欠なのか」

「そうなんです」

　十分、二十分と経たち、ヴァレンティアの興奮も収まるころ、悠斗は【エアフロート】の習得方法について教えていた。

　とはいっても、そう難しいことではない。【エアフロート】はスキル・ブックの使用でしか覚えられないと伝えただけだ。

「材料があれば作れるんですけどね、スキル・ブック」

「なにっ！　それは本当か!?」

「でも、霊れい樹じゆの葉とか、お高いんでしょう？」

「うっ……あれを使えばかなりの高額になってしまうな」

　一いつ瞬しゆん、希望に顔を輝かがやかせたヴァレンティアは、すぐにしゅんと落ち込んだ。

「ユートさん、ユートさん。魔ま石せきに籠こめることは出来ないんですか？」

「出来るけど、質のいい魔石じゃないとすぐ空になると思う」

「需じゆ要ようが増しているため、今、魔石や触しよく媒ばい、魔法の器うつわは質のいいものほど高こう騰とうしているからな。庶しよ民みんには手が出せない値段になってしまう」

「そうなんですか？」

「そうだ。以前、魔ま水すい晶しようのルーペを見せただろう？　あれなど数度使ったら効力がなくなってしまうのに、銀貨五枚もする」

「そんなにするんですか!?」

「魔水晶は貴重ですからね……」

　そういえば、と悠斗は思い出した。

　魔法用品店『とかげのしっぽ』で売った素材は、金貨一枚という大金に化けた。マジック・ブックを十冊買ってもまだ余よ裕ゆうの残る額は、紛まぎれもなく大金と呼べる部類だった。

　プティも冷蔵庫を買うために貯金に励はげんでいたという。王都の公衆浴場は、高価な魔石ではなくボイラーでお湯を沸わかすのがまだまだ主流だ。

　ヴァレンティアはサウスリア国民の生活の質を向上させたいと語っていたが、そのためにはまず予算という名の大きな壁かべを越こえなければならなかった。

「王女直属の組織だから、湯水のように予算を使っているのかと思ってました」

「ははは、そう出来れば楽なのだがな。大した実績もない部署に回される予算など、微び々びたるものなのだよ」

　だからこその貧弱な装備であり、王城の隅すみに追いやられたようなこの場所なのだ。何とも世せ知ち辛がらい話であるが、王女だからといって何でも思い通りにすることは出来ない。むしろ叶わないことの方が多く、そうした苦労がヴァレンティアの知性を磨みがいたとも言えた。

「安心してくれ。貧びん乏ぼうとはいえ、報ほう酬しゆうを払はらう余裕はちゃんと残している。そこを削けずって装備を揃そろえても本ほん末まつ転てん倒とうだからな。【エアフロート】のスキル・ブックの代金と、浮遊魔法についての情報料は即そつ金きんで支払おう」

「いや、なんか悪いですよ。事情を知ったらますます受け取れないというか……」

「ユート殿」

「はい……」

　対価は支払うべきものであり、また受け取るべきものである。

　ヴァレンティアの持論を忘れず覚えている悠斗は、申し訳なく思いながらも首を縦に振ふっていた。

（でも、やっぱり悪いよな……）

　お金には困っていないのに、予算に悩なやんでいる王女から報酬を受け取ることに、悠斗は強い罪悪感を覚えていた。

（せめて、予算を増やしてあげられたらいいんだけど）

　そうすれば、遠慮することなく対価をもらうことが出来る。手に入れたお金を何も気にせず使うことが出来るのだが──。

　いかんせん、予算を増やすための妙みよう案あんが思いつかない。どんな魔ま法ほうを教えるかという悩みもそうだが、これはこれで難しい問題であった。

「おや、お三方。こちらにいらっしゃいましたか」

「クリストフ」

　難しい問題に悠斗たちが悩んでいると、執しつ事じ姿の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようがやってきた。

　常に笑え顔がおを絶やさない彼は、三人の姿を認めてますます笑みを深め──棚たなに並べられた装備やアイテムを見て、今度は興味深そうに微笑ほほえんだ。

「なるほど、我が隊の懐事情を語っておいででしたか」

　一級品をそろえるだけの予算はない。整備するにも金はかかり、薬品類は古くなれば安全のために捨てなければならない。質を求めれば際限なく大きくなっていく金額から目を逸そらし、妥だ協きようで並べた倉庫内の品。決して誇ほこりには思えないそれらを見つめながら、クリストフはなおもにこにこと笑っていた。

「上じよう機き嫌げんだな。何かいいことでもあったのか？」

「ええ、姫ひめ様さま。予算のことで、会心の策を思いつきました」

「ほう」

　思いがけず飛び込んできた良い知らせに、ヴァレンティアたちは興味を引き寄せられた。

　宮廷魔術師長ともあろう人物が会心の策と言うからには、よほどの妙案に違ちがいない。期待を込めた目で見られ、それでもクリストフは臆おくすることなく悠斗と向き合った。

「ユート殿どの。これは正式な依い頼らいなのですが……」

「はい」

　クリストフの真しん剣けんな態度に、悠斗も居住まいを正した。

　自分と──そして、サウスリアの発展にも関かかわる話に、ヴァレンティアやリーゼベルまでもが背筋をピンと伸のばした。

　自然と高まっていく策への期待。それらすべてを一身に集め──クリストフは、悠斗の肩かたにポンと手を置いた。

「ちょっと闘とう技ぎ大会に出て、サクッと優勝してきてくれませんかね？」

「はあ………………はあっ!?」

　たっぷりと時間をかけて依頼の内容を理解した悠斗と、目を丸くしたヴァレンティアとリーゼベル。

　困こん惑わくする彼らをよそに、クリストフは相変わらず怪あやしげな笑みを浮うかべていた。
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　かつての大だい帝てい国こくの首都だったロマリアには、その名残なごりが多く残されている。

　それは東西南北に続く大だい街かい道どうであり、転移の指輪を始めとするマジック・アイテムであり、王都中心にそびえ立つ巨きよ大だいな円形コロ闘技場ツセオであった。

「「「オオオオオオオオオオオオオオオ!!」」」

「倒せっ！　倒せっ！　倒せっ！」

「行けっ、そこだっ！　斬きり殺せっ!!」

　コロッセオを揺ゆらす大だい歓かん声せいと、土のリングに舞まう血しぶき、甲かん高だかい金属音。

　中央で戦う戦士二人に物ぶつ騒そうな声せい援えんを送りながら、観客たちは足を踏ふみ鳴らし、握にぎりしめた拳こぶしを振り上げた。

「なるほどな……サウスリアの象しよう徴ちよう、か」

　熱気渦うず巻まくコロッセオの観客席で、フードを目ま深ぶかに被かぶった悠斗が呟つぶやいた。

「え？　ユートさま、何かおっしゃいましたか？」

「いや、何でも」

　この大歓声の中、声を張り上げて説明するのは面めん倒どうで、悠斗は耳を近づけてくるアルマをスッとかわした。

「くーん……耳がへんになりそう……」

「だよな。ちょっときついよな」

　悠斗の膝ひざに乗っていたクーティアが、ふたを閉じるように犬耳を押さえ、もぞもぞと悠斗のローブの内側に隠かくれようとした。

「よかったですね、ご主人様。もう少し歳としが離はなれていたら捕つかまっていたところですよ」

「わざと曲解するのはよせ！」

　カンガルーのように懐にクーティアを入れた悠斗を、ルナリエッタがゴミでも見るような目で冷たく見ていた。

　お腹なかを膨ふくらませたまま、悠斗はメイドにチョップを入れて、ふんと鼻から息を吐いてリングへ視線を向けた。

「しゃあああッ！　しゃっ！　ああっ！」

　悠斗がルナリエッタに付き合っている間に勝負はついていた。

　赤あか髪がみの剣けん士しが禿はげ頭あたまの巨きよ漢かんを打ち倒たおし、剣けんを地面に突つき立てて何度も奇き声せいを上げた。

　横たわった巨漢は回復と転移の光に包まれて姿を消し、リングに残った剣士は大きくガッツポーズを決めた後、空に向かって大きく吠ほえた。

「あんなのと戦わなきゃいけないのか……」

　唸うなる筋肉、躍やく動どうする肉体。噴ふき出す汗あせは珠たまと散り、熱き血潮は駆かけ巡めぐる。

　トーナメントに集つどった者たちは全員が戦士であり、いずれも燃え上がる気き迫はくをまとった彼らは、ただ己おのれの肉体だけを信しん仰こうしていた。鍛きたえに鍛え上げ、磨きに磨いた自分の肉体が、他ほかの誰だれかに劣おとるはずがない。そう信じて疑わない戦士たちの戦いっぷりに、悠斗はトーナメントに参加する前から辟へき易えきしていた。

「ご主人様ほどのレベルであれば、余裕で勝てるのでは？」

「そういう問題じゃないんだってば。見ろよ、優勝者のあの筋肉。肉ってよりは岩だろ、あれは。あんなのに挟はさまれたら、ミンチになりそうで怖こええよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ユートさま！　逆に相手をミンチにすればいいのです！」

「そういう問題でもない！」

　悠斗のミンチはたとえだが、アルマが口にしたそれは本来通りの『ひき肉』という意味だ。笑顔で対戦相手をすり潰つぶせと励ます巫女みこに、青い顔でチョップを入れた悠斗は、げんなりとした顔で肩を落とした。

「かみさま、こわいの？　いやなの？　なら、出なきゃいいのに」

「そうだな、そう出来たら良かったんだけどな」

　体をよじって見上げてくるクーティアの頭を撫なでて、悠斗は悲ひ哀あいに満ちたため息を吐はき出した。哀あい愁しゆうの漂ただようその背中はまるでコロッセオに似つかわしくなく、本人でさえ自分がここにいるのは場ば違ちがいだと考えていた。

「でもなあ……出場しなくちゃいけないんだよなあ」

　浮うき世のしがらみに縛しばられた少年は、彼をここにやった男の顔を思い浮かべる。

『我々魔ま法ほう使つかいには、分かりやすい実績が必要なのですよ』

　うさんくさい笑顔。いつも細められた目。パリッと糊のりが利いた執事服まで憎にくらしい。

『私ではダメです。私が優勝したところで「魔法使いはあの歳になるまで使い物にならないのか」と思われるのがオチで、人心をつかむことは出来ません。若者であるユート殿が力を示すことに意味があるのです』

　優やさしげな声こわ色いろ。説得力を感じさせる話術。

　クリストフの言うことはいちいちもっともで、それが逆に疑わしさを感じさせた。

『だからこそ、ユート殿。週末にある御ご前ぜん試合で、派手に優勝を収めてください。名のある戦士を倒し、魔法の有用性を示せば、私どもの発言力が増します。雀すずめの涙なみだほどの予算を大きく増加させることが出来るのですよ』

（ほんまかいな）

　頭の中の宮廷魔術師長にツッコミを入れて、悠斗はまたも物もの憂うげに息を吐いた。

（闘技大会で優勝しろ、か）

　魔法の教授ではないはじめての仕事にしては、ハードすぎる気もしたが、これも自分が言い出したことである。要よう請せいがあれば協力すると約束した手前、いきなりそれを断るには強い抵てい抗こう感があった。

（まあ、やるだけやってみるか）

　自信がないわけではない。むしろ、悠斗は負ける気がしなかった。

　他の参加者には悪い気はしたが、今の彼は極限レベルの《マジック・ルーラー》である。同程度の戦士ならいざ知らず、レベル１００以下の戦士など多た彩さいな攻こう撃げき魔法の餌え食じきでしかない。範はん囲い魔法でリングの中を焼き払えば、それだけで事は済む。

『イースィンドの魔導隊員？　バルトロアの魔法騎き士し？　ハハッ、そんなもの、俺の剣の前では敵じゃないぜ！　今からでもいいから連れて来いよ！　ご自じ慢まんの魔法ごとぶった切ってやる！』

　拡声器を渡わたされた本日の優勝者が、何やら威い勢せいのいいことを言い出した。

　魔法を見下して剣けん技ぎを誇る偉い丈じよう夫ふも──まさか、地を割り、天を裂さく大魔法がこの世にあるとは思わないだろう。

　だからこその大言であり、観衆の賛同である。精々が巨大な火球魔法しか知らないサウスリア民は、魔法というものを甘く見ていた。

（予算、本当に増えるかもな）

　仮にあの優勝者を【マジック・ミサイル】の一いち撃げきで倒したら、サウスリア民はどのような顔をするだろうか。彼らの魔法に対する認にん識しきと偏へん見けんは、どのように変わるのだろうか。

　それを思うと何やら楽しみになってきた悠斗は、まだローブに包くるまっていたクーティアを抱だき上げて観客席を後にした。

「ユートさま、壇だん上じようではどのようなことをおっしゃるつもりですか？」

「いや、気が早いって」

「冒ぼう険けん者ギルドの懲ちよう罰ばつ部隊員？　王宮の近衛このえ騎士？　ハハッ、そんなもの、俺の魔法の前では敵じゃないぜ！　今からでもいいから連れて来いよ！　ご自慢の剣技ごと消し炭にしてやる！　というのはどうですか？」

「も、もうこれ以上敵は増やしたくないぞ！」

　早くも優勝した後のことを考えているアルマと、先ほどの剣士の声色を真似まねるルナリエッタ。そして、はぐれないように手をつないだクーティアを連れて、悠斗はコロッセオの内部通路を進んでいく。

「いやあ、今年は豊作ですなあ」

「まったくです。若手に優ゆう秀しゆうな人材がいるのは頼たのもしい限りです」

　試合は終わったが、まだ優勝者インタビューや模も範はん演技などが残っている。

　コロッセオ外周部の通路にはまばらにしか人の姿はなく、悠斗たちは通路の真ん中を悠ゆう々ゆうと歩いていた。すると──。

「おっ？　その白いローブ……もしかしてお前、コウヅキ・ユートか？」

「黒い髪、なよっとした体。間ま違ちがいない、こいつはコウヅキだ！」

　通路の向こうから革かわの胸むね鎧よろいをつけた冒険者たちがやって来た。

　そろいの恰かつ好こうをした粗そ野やな男たちは、悠斗を見つけるやいなやドスドスと乱暴な足音を立て、彼を囲むように近づいてきた。

「おい、お前、コウヅキ・ユートだろう!?　そうだよな!?」

「はあ、そうですが……」

「やっぱりな！　いかにもな見た目をしてやがるぜ！」

「こいつがそうかよ！　ひえ～、見ろよこの腕うで！　女みてえだ！」

　悠斗に迫せまり、腕を指差してはゲラゲラと笑う冒険者たちに、悠斗は怒いかりを感じるよりも先に啞あ然ぜんとしていた。

　何だ、この失礼な人たちは──と、常識を疑うような目で、乱暴で品のない男たちを見つめていた。

「何だよ、その目は？　文句でもあるってのか？」

「こそこそ動いて、リーゼベル様やヴァレンティア様にうまく取り入ったネズミ野や郎ろうのくせによ。戦士であるオレたちに喧けん嘩かでも売るつもりかよ」

　悠斗が──いや、魔法使いが自分たちに反はん抗こうすることさえ気に障さわるというのか、笑っていた冒険者たちは急に剣けん吞のんな顔をして悠斗に凄すごんだ。

「別に、喧嘩するつもりはないですけど」

「じゃあ、何だよ、その態度は！」

　じりじりと悠斗を追いつめ、音を立てて壁かべを叩たたいた冒険者の怒ど声せいに、悠斗やアルマ、クーティアはびくりと体を震ふるわせた。

　それで気を良くしたのか、にやにやと笑う冒険者たちは、アルマの腕をつかんで引き寄せようとした。

「な、何するんですか！　止やめてください！」

「なあ、姉ちゃん。こんな臆おく病びよう者といるよりオレたちと遊ぼうぜ」

「放してください！」

　酔よった様子もないのに暴君のごとくふるまうのは、彼らの性格によるものか、それとも戦士とは粗そ暴ぼうなものなのか。

　嫌いやがるアルマに構うことなく、彼女の胸に手を伸のばそうとしていた冒険者を──悠斗は引きはがし、にこりと微笑ほほえんだ。

「おっ、おおっ……？」

　思いもしない力強さに、レベル50の《ファイター》は困こん惑わくした。

　魔法使いとは貧弱な存在で、戦士に敵かなうものではないと考えていた彼にとって、目の前の現実は理解しがたいものであり──。

「【スパーク・ボルト】」

「「「あばばばばばばっ!?」」」

　疑念を巡らせる間もなく、冒険者たちは感電し、どうと音を立てて床ゆかに倒れた。

「あがが……！」

「しばらくそうしてろ」

　アルマを庇かばうように抱いた悠斗が、ペッと唾つばを吐いて去っていく。

　それを信じられないとばかりに目を見開いて見送っていた冒険者たちは、悠斗たちの姿が角の向こうに消えると同時にがくりと頭を床につけて気絶した。

「ユートさま、ありがとうございます……！」

　涙を浮うかべて悠斗にすがりつくアルマ。まだ怯おびえたままのクーティアと、自分の平へい坦たんな胸をぺたぺたと触さわって釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべるルナリエッタを伴ともなって、悠斗はずんずんと通路を進んでいく。

「やるぞ！」

　憤ふん懣まんやるかたないといった様子で悠斗は意思表明をする。

「この国の戦士に思い知らせてやる！」

「はい！」

　先ほどとは打って変わってやる気を燃やす悠斗と、涙をぬぐって彼に賛同するアルマ。

　どうやらサウスリアの典型的な戦士たちは、踏ふんではいけない猛もう獣じゆうの尾おを、自ら進んで踏んづけてしまったようだ。

「完かん膚ぷなきまで叩きのめしてやるぞ！　目指せ、戦士至上主義打だ倒とう！」

「おー！」

　腕を突つき上げて気き炎えんを上げる悠斗。彼に滅め茶ちや苦く茶ちやにされるであろう戦士たちのことを思い、ルナリエッタはそっと合がつ掌しようした。
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　御前試合での優勝に──と、いうよりも、天てん狗ぐになっている戦士たちの鼻を折ることに乗り気になった悠斗へ、プティがご馳ち走そうをふるまうことになった。

「は～い、いっぱい食べてね～」

　いつも眠ねむたそうな目をした『けるべろ亭てい』の給きゆう仕じが、お盆ぼんに鶏とりの丸焼きやハムの塊かたまりを山と積んで運んできた。

「あっ、ああ、すみませんライラさん」

「いいのよ～。主しゆ賓ひんは座ってて～」

　厚ぼったいセクシーな唇くちびるをぷるんと震わせ、ライラは立ち上がろうとした悠斗の肩かたをつかんで座らせた。

「そうですよ、ユートさま。これはユートさまの戦勝祈き願がんの宴うたげなのですから、どんと構えていてください」

「そ、そうか」

　悠斗を諭さとし、大皿に入ったグラタンを置いて厨ちゆう房ぼうに戻もどっていくアルマ。

　彼女だけではなく、クーティア、ルナリエッタと、メイド服に身を包んだ少女たちは酒場の中を行ったり来たりしていた。

　それ自体はいつもの光景なのだが、自分を激げき励れいするために五割増しで忙いそがしくなっているとあっては、どうにも落ち着かないのが悠斗という少年だ。結局、彼は食器を運ぶのだけでも手伝いながら、すべての席に料理が運ばれるのを待った。

「それじゃ、みんなジョッキを持ってー」

　やがて準備も終わるころ、厨房から出てきたプティが酒場の中央で小さな樽たるのジョッキを持ち上げた。それに呼応して、悠斗や少女たち、『けるべろ亭』に集つどった常連客もジョッキを掲かかげて、

「ユート様の勝利を願って……かんぱーい！」

　プティの音おん頭どに合わせ、近くにいた者とジョッキを打ちつけ合った。

「かんぱーい！」

「はいよ、乾かん杯ぱい」

　クーティアのミルクマグにちょこんとジョッキを合わせ、悠斗はぐっとジンジャーエールをあおった。しゅわしゅわと泡あわ立だつ炭酸と強きよう烈れつなショウガの刺し激げきに涙なみだを浮かべ、しかし彼は満足そうに息を吐はく。

「ご主人様、どうぞ」

「ああ、ありがと」

　ルナリエッタから取り分けられた料理を受け取って、悠斗は早さつ速そく、羊肉の串くし焼やきにかぶりついた。

　岩塩、胡こ椒しよう、乾かん燥そうハーブでシンプルに味付けされた羊肉からはじゅわっと脂あぶらと肉にく汁じゆうが染しみ出して、ほどよい嚙かみごたえとともに悠斗の舌を喜ばせた。

「うん、美味うまい。外で食べるのもいいけど、やっぱプティさんの料理は美味いな」

「あら、うれしいことを言ってくれて！　ほらほら、料理はまだまだたくさんありますからね。遠えん慮りよせずにどんどん食べてくださいね！」

「あっ、はい……っとと」

　通りがかったプティに、取り皿にどさどさと料理を盛られ、悠斗は慌あわててピッツァをつまみ上げた。取り皿どころかテーブルからもはみ出そうになっている多くの料理は、いくら食べても減りそうもなかった。

（なんか、気合いが入っているな……戦士をボコボコにしようってのは、一いつ般ぱん人じんにとっては特に気にすることでもないのか？）

　料理を口にしながら、悠斗はちらりと他ほかのテーブルを見た。

　ほとんどを職人が占しめる常連客たちは、ご馳走にありつけることを喜びこそすれ、あの冒ぼう険けん者たちのように悠斗を責めることはしなかった。

（そういえば、ここじゃ因いん縁ねんをつけられたことがないな）

　魔ま法ほう使つかいであることを特に隠かくすことなく生活していたのだが、『けるべろ亭』には悠斗にからむような者はいなかった。

　戦士と一般人とではやはり意識の違ちがいがあるのかと、気になった悠斗は通りがかったライラを呼び止めた。

「え？　戦士が魔法使いにボコボコにされたらどう思うかって？　う～ん、別にって感じ。私、そんなに戦士って好きじゃないし～。ほら、やたら威い張ばってるでしょ？」

　そう言って、ふらふらと厨房に戻っていくライラ。そんなものかと思った悠斗は、しかしまだ確信が抱いだけず、隣となりの席の職人たちに話しかけた。

「はあ？　戦士をどう思うかって？」

「クソみたいな上客だな。態度は最悪だけど、金だけは落としていってくれる」

「ああ、やれやれ。叩きのめしてやれ。誰だれかが灸きゆうをすえてやらなきゃ、どこまでもつけ上がるぞ、あいつらは」

　口々に戦士を罵ののしって、悠斗に激励を送る職人たち。

　彼らの態度からは戦士に対する憧あこがれや畏い敬けいの念が欠片かけらも読み取れず、悠斗は少し意外に思っていた。

（コロッセオに試合を見には行くけど、仕事やプライベートではあんまり関かかわりたくないって感じかな？）

　それがサウスリア市民の戦士に対する感情だった。

　近ごろ、ますます威張り散らすようになった戦士の人気は絶対的なものではなく、市民は戦士至上主義から離はなれていった。そのことにも気づかずに増長している戦士たちの姿は、悠斗がこれまでに見た通りである。

「よーし、それなら、遠慮なくぶっ倒たおすぞー！」

「はい！　ユートさま！」

　威い勢せいよく立ち上がった悠斗にアルマが賛同し、『けるべろ亭』に集まった人々が称しよう賛さんを送る。

　宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し隊たいの今後を左右する御ご前ぜん試合。初めは乗り気ではなかった闘とう技ぎ大会に、悠斗は燃える意い欲よくを見せていた。
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　冒険者ギルドの暗がりは、夜にこそ盛んに蠢うごめく。

　古代ロマリア時代の重臣でも気取っているのか、何枚もの布を重ね着した老人たちは、冒険者ギルド本部最上階の一室で、密ひそやかに御前試合のことを話していた。

「御前試合は三ヶ月ぶりか。ずいぶんと焦じらされたものだ」

「仕方がないだろう。王はお忙しい。時期が合わなければ開かい催さいの予定すら立てられぬ」

「だからといって、他国の者の優勝を許したまま三み月つきを過ごすのは耐たえ難がたかった」

「然しかり。今年は優ゆう秀しゆうな若手がいると聞いたが、どうにも気が緩ゆるんでおるようだ。勝利無くして戦士の国は名乗れぬ。ギルドに漂ただよう実体のない安あん堵どは消さなければな」

　暗がりの中、顔を寄せ合ってぼそぼそと囁ささやき合う老人たち。部屋の出入り口の両りよう脇わきにのみ取り付けられたランプの灯あかりは、彼らの姿をすべて照らすことはなかった。

「それにしても、あの魔法使いが御前試合に出場するとはな」

「増ぞう上じよう慢まんとはこのことだ。まったくけしからん」

「ああ、その通りだ。おおかた、宮廷魔術師の地位を向上させるために御前試合に出るのだろうが……神聖なコロッセオを政治利用するとは、なんと浅ましいのだ」

「然り、然り」

　冒険者の権けん威いを確固たるものにするために、出場者の枠わくを大量に確保している長老たちが、臆おく面めんもなく悠斗を非難した。

　外国人はダメ。魔法使いはダメ。サウスリアは戦士の国であり、それを維い持じするためには不正や弾だん圧あつも辞さない。

　この国で好き勝手にふるまう彼らは愛国者のようでいて、その実、自分が大事なだけだった。

「表おもて舞ぶ台たいに出てくるというのならちょうどいい。身の程ほどを思い知らせてやろう」

「しかし、ヤツは地ち竜りゆうを倒した男だ。魔法使いとはいえ、相当な使い手に違いない。一対一で確実に勝てる者はいるのか？」

「心配することはない。保険はかけている」

「保険？　待て、御前試合で下手に動けば、王の目に留まるぞ」

「そうだ！　それに、悔くやしいがヤツはヴァレンティア様の庇ひ護ご下にある。準備もなく手を出せば火傷やけど程度では済まない」

「なに、案ずるな。ヤツには戦ってもらうだけだ。ふふふ、我々が用意した相手とな」

　ざわつく暗がりの中で、ぼそぼそととある名前が告げられた。

　すると、会議室にはしばしの間、静せい寂じやくが訪おとずれて──。

「ほ、ほほ！　それは良い！　それは見ものだ！」

「名案ですな！　コウヅキの歪ゆがむ顔が今から目に浮うかぶようです！」

「外部の力を借りるのは癪しやくだが……」

「なぁに、ささいなことです。結果がすべてですよ、結果が」

　愉ゆ悦えつに満ちた笑い声が部屋に響ひびいた。

　サディスティックな悦よろこびを感じさせるその声は、窓から不気味に漏もれ出て、夜よ闇やみへ溶とけていった。

「「「ほほ、ほほほ……！」」」

　肩を震ふるわせて笑う長老たち。

　彼らは悠斗の敗北と──そして、『ある人物』の勝利を確信していた。
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　燃え尽つきる前のロウソクが最後の輝かがやきを見せるように、御前試合当日はうだるほどに暑かった。九月だということを忘れさせるほどの強きよう烈れつな暑さに、人々は帽ぼう子しの下で汗あせを浮かべ、あごから水すい滴てきをいくつも落とした。

　残暑厳しい晴天の朝。

　しかし、王都ロマリア中心部、威い容ようを誇ほこるコロッセオは、暑さを物ともしない熱気に包まれていた。

「ガルディ！　ガルディ！　ガルディ！」

「コルディア様ーっ！　こっちを向いてーっ！」

「おおおーっ！　おおおおーっ！」

　憧れの戦士の名を呼ぶ男。

　黄色い声を上げる女たち。

　思わず叫さけびだしたくなる熱ねつ狂きようは、彼らに暑さを忘れさせていた。

『三ヶ月ぶりの開催となります御前試合には、前回に負けず劣おとらずの戦士がそろいました。紫し電でんのコルディア。スカッシュ・ガルディ。密林戦せん鬼きヴァルガードなど、名勝負を予感させる参加者に、国王陛下も期待を寄せておいでで……』

　魔法の拡声器を手に、司会席から出場選手を紹しよう介かいする小太りの男。

　聞き取りやすく、歓かん声せいの中でもよく通る声は、反対側の貴き賓ひん席にも明めい瞭りように伝わり、応こたえるように壮そう年ねんのサウスリア王が右手を挙げた。

『さて、いずれも名の通った豪ごう傑けつたちがそろいました。しかし、出場者はそれだけではありません。今回はなんと、新進気き鋭えいの魔ま法ほう使つかいが参加しております。紹介しましょう。若き魔法使い、コウヅキ・ユート殿です！』

　半径１００メートルの円形コロ闘技場ツセオ、リングに並んだ出場者の一番端はしに、白いローブを着た魔法使いの少年がいた。

　宝玉がはめられた杖つえを構え、やや緊きん張ちようした面おも持もちで立ち尽くしている魔法使いは、戦士ばかりの戦場で明らかに浮いている。

「「「ぶうううぅぅぅ～……！」」」

　闘技大会に紛まぎれ込んだ異物に、観衆がブーイングを浴びせた。

　しかし、その多くは形だけのブーイングで、その証しよう拠こに彼らの大半は興味深そうに笑えみを浮かべていた。

（エンターテインメントって感じがするなあ）

　選手に歓声を送ることとブーイングを浴びせることは、彼らにとっては同義なのだ。

　ここに集つどった観客たちは、コロッセオの空気に浸ひたってノリと感情だけで動いている。そうすることが闘技大会の楽しみ方であり、醍だい醐ご味みであった。

『ふらりとこの王都に現れた若き魔法使い！　地竜を倒たおし、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し隊たいの臨時顧こ問もんに抜ばつ擢てきされたロマリア・ドリームの体現者は、強きよう豪ごうを相手にどう戦うのか！　みなさま、ユート殿の活かつ躍やくにご期待ください！』

　どうやら紹介が終わったようで、それを察した悠ゆう斗とは、他ほかの選手のように軽く手を挙げて客席にアピールした。

　返ってきたのはやはりブーイングだったが、そこに混ざって聞こえる拍はく手しゆの音に、悠斗は気合いを入れ直した。

（よし、頑がん張ばるか！）

　個人としてではなく、宮廷魔術師隊臨時顧問という立場で出場した悠斗は、なおさら無様な姿を見せるわけにはいかなかった。

　応おう援えんしてくれる人がいる。期待をかけてくれる人がいる。魔法文化の発展を一いち途ずに願う人がいる。そうした人たちを落らく胆たんさせないためにも、悠斗は油断なく杖を握にぎり直した。




『お待たせしました！　第二試合は、早くも魔法使いの登場です！　王女殿でん下かのお墨すみ付つきをいただいたコウヅキ・ユート！　出自不明の少年魔法使いは、果たして戦士相手にどう戦うのか！　不安と期待の一戦です！』

　控ひかえ室に戻もどって待つこと五分。

　腰こしを落ち着ける間もなく係員に呼び出された悠斗は、南門をくぐってリングの中心へと向かった。

「魔法を使う魔物と戦ったことはあるが、魔法使いと刃やいばを交えるのは初めてだな。何やら緊張するが、まあ、よろしく頼たのむよ」

「は、はい。こちらこそ」

　身長１７０センチの悠斗に比べ、一回りほど大きな体。

　しかし、引き締しまった肉体は鈍どん重じゆうさを感じさせず、急所だけを守る軽量素材の防具は、彼が軽装戦士《ライト・ストライカー》だということを示していた。

（スピード特化のジョブか。ちょっと苦手だな）

　斥せつ候こう職の素す早ばやさと、戦士職の膂りよ力りよくと剣けん技ぎ。

　二つのジョブを融ゆう合ごうさせたような長所を持つ《ライト・ストライカー》は、ＶバーチヤルＲリアリテイゲーム内で何度も悠斗を苦しめた。

（でも、レベルが違ちがうんだ。相手に接近される前に、勝負を決めてやる）

　泰たい然ぜんと構える短たん髪ぱつの青年に杖を向け、悠斗は試合開始の合図を待った。

「フレー、フレー、ユートさまー！」

　悠斗も対戦相手も、この勝負は先手を取った方が勝つと考えていた。

　後手に回る理由はどこにもないと確信していた。

「フレッ、フレッ、かーみーさーま！　フレッ、フレッ、かーみーさーま！」

　二の手、三の手はない。

　初手にすべてをかけて、相手を倒してみせる。

　剣けん吞のんな光を帯びる両者の瞳は、互たがいに初動を悟さとらせた。

「ユートさまー！　頑張ってくださーい！」

　抜ぬき身の剣けんがギラリと光る。

　杖の宝玉が魔ま力りよくを帯びる。

　リング内は一いつ触しよく即そく発はつの空気が満ちていき、そしてそれは今にも弾はじけようとして──。

「わうーん！」

「……ちょっといいかな？」

　軽装戦士が剣を収め、悠斗に右の手のひらを突つき出した。

「アレは……君の応援団かな？」

「えっと……そうみたいです」

　停戦のポーズに応じた悠斗は、軽装戦士とともに南側の観客席を見た。

「あれ？　まだ始まってないのかな？」

「くーん？」

「いえいえ、いいんですよ。その調子で続けてください」

　最前列に陣じん取どって、ポンポンを両手に持って悠斗に声せい援えんを送る少女たち。

　桃もも色いろのチアガール衣装を着たアルマは飛び跳はねる度たびに豊かな胸をゆさゆさと揺ゆらし、サイズ違いの黄色い衣装を着たクーティアは愛くるしくポンポンを振ふっていた。

　そして、黒幕と思おぼしきルナリエッタは、白と黒のチアガール衣装に身を包み、とろけるような笑顔で悠斗に、

「ふぁいと♪　ふぁいと♪」

　と──。

「いいね。私は対戦相手だが、こちらまで力がみなぎってくる気分だ」

「あ、あの……その、お連れの方は？」

「いないよ？　私はずっと一人身だ」

（ひいい……!?）

　にこやかな顔にビキビキと青筋が立っていき、軽装戦士の体からは黒いオーラが立ち昇のぼった。細められた目に浮うかぶのは殺意と殺気だけであり、先ほどまでの友好的な色はどこにも見当たらなかった。

『おおーっと！　魔法使いサイドに可か憐れんな応援団の登場だ！　この援えん護ご射しや撃げきは独身男性にはつらい！　疾しつ風ぷうのリゼルヴァは大だい丈じよう夫ぶなのか!?』

「煽あおってやるな！　そっとしておいてあげて！」

　軽装戦士リゼルヴァの顔が、赤を通り越こしてどす黒くなっていくのを見て、悠斗は司会席に泣きを入れた。しかし、クールダウンを待つ間もなく、試合開始の鐘かねは無情にも鳴らされて──。

「ふおおおおおおおおおおおおっ!!」

「ひいいいっ!?」

　剣が分ぶん裂れつして見えるほどの猛もう烈れつな斬ざん撃げき！

《ライト・ストライカー》の【ゼロラッシュ】を発動し、リゼルヴァが剣を振り回しながら突とつ撃げきをしかけてきた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　落ち着いてください！」

「もう試合は始まったよ？」

　顔には笑みを、目め尻じりには血けつ涙るいを浮かべながら、リゼルヴァが剣を振り下ろす。

　それを杖で受け止めながら、悠斗はこの事態をどう切り抜ぬけるか思考を巡めぐらせた。


「ふぁいと♪　ふぁいと♪」

「お前、後で覚えとけよ!?」



　無む垢くな笑顔でポンポンを振るルナリエッタに怒ど鳴なり声を上げて、悠斗はリゼルヴァを押し返した。

　その力強さに、嫉しつ妬とに狂くるっていた軽装戦士は一いつ瞬しゆん、動きを止めてしまう。

「なにっ!?　魔法使いがなぜっ！」

　未知なる魔法が発動しているのかと考えて、リゼルヴァは距きよ離りを取ってしまった。

　通常ならば、その判断の速さは称しよう賛さんされるものだったが──悠斗はそういった物差しで測れるような魔法使いではなかった。

「今だっ！　【マジック・ミサイル】、発射！」

「くううっ!?」

　杖の先から放たれた光こう弾だんが、白く光る軌き跡せきを残して飛ひ翔しようした。

　リゼルヴァは身軽さを活いかして、これをどうにか避よけようとしたが、悠斗の【マジック・ミサイル】は敵を決して逃のがさなかった。

「バ、バカなっ！　そんなバカな……ぐああっ！」

　猟りよう犬けんのようにリゼルヴァに追いすがり、彼の背中を直ちよく撃げきした光弾は、轟ごう音おんを立てて爆ばく発はつした。ピンボールのように弾はじき飛ばされたリゼルヴァは、すぐにも転移光に包まれて姿を消した。

「……死んでないだろうな？」

　コロッセオに備わった安全装置によって、重傷を負った者、意識を失った者はすぐさま医務室に転移されるようになっている。

　リングの上にいる限り、人が死ぬということはあり得ない。ヴァレンティアからそう聞いていた悠斗だったが、あまりに強きよう烈れつな光景に不安を覚えていた。

「えっと……」

　リゼルヴァがどうなったのか聞こうとしても、リングの上には悠斗以外、誰だれもいなかった。あれほど騒さわがしかったコロッセオは水を打ったように静まり返り、饒じよう舌ぜつな司会も口を開いたまま固まっていた。

　だが、すぐにも観衆は──。

「「「……わあああああああああああっ!!」」」

　地鳴りのような大だい歓かん声せいを上げ、総立ちになって腕うでを突き上げた。

「うおっ！　な、なんだ？」

　勝者を讃たたえるというよりは、自らの興奮を吐はき出しているだけの雄お叫たけびは、うねりとなってコロッセオを震ふるわせた。

　この日一番の熱ねつ狂きようはいつまで経たっても鎮しずまることはなく、悠斗は居い心地ごこちが悪そうに開かない南門を見上げていた。
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　魔ま法ほう使つかいとはどのような存在か。

　脆ぜい弱じやくで、貧弱で、小さな火球を出しては悦えつに入る愚おろか者。

　長い時間を浪ろう費ひして、たやすく弾かれる魔弾を習得する奇き人じん、変人。

　魔法を覚えるなど金持ちの道楽のようなものであり、人生において非常に重要なジョブを魔法使いにするなど、常識人には考えられないことだった。

　戦士職を選び、それでダメなら魔法使い以外のジョブを選せん択たくし、堅けん実じつに生きていくのが人の道だとサウスリアでは信じられてきた。

「イースィンドの魔導隊出身だろう」

「いや、バルトロアかもしれん。あそこも魔法の研究は盛んだと聞くからな」

「しかしヤツは東洋人なのだろう？　もしかすると、噂うわさのオンミョージかもな」

　戦士が一番、その他は二番。魔法使いは番外で、戦士に勝まさることはない。

　魔法大国の発展がめざましい今こん日にちでも、その認にん識しきは変わることはなかったのだが──この日、それが根底から覆くつがえされた。

「あれが地ち竜りゆうを倒たおしたという魔法なんだろうな」

「生き物のように後を追いかけ、爆発する光球か……ううむ、手て強ごわい」

「距離を取ったリゼルヴァが間ま抜ぬけなのだ！　たかが魔法使いを必要以上に警けい戒かいしおって……まったく、ヤツはサウスリア戦士の恥はじだな」

　若じやく輩はい者の魔法使いと、若手の有望株の対戦。

　下馬評では一対十の差がついていた対戦は、ふたを開けてみれば魔法の一発で終わってしまった。

「魔法か……リーゼベル様も魔法剣けん士しを志しておられるようだし、オレも……」

「いや！　判断するのはまだ早い！　しょせんは魔法使い、すぐに底が見えるはずだ」

「でも、魔法ってのは便利だからなあ」

　観客席で巻き起こる喧けん々けん囂ごう々ごうの議論。

　貴族から平民に至るまで、コロッセオに集つどった人々は、魔法についての持論を周りの人とぶつけ合っていた。

「ふむ。これは……いい傾けい向こうだな」

「はい、ヴァレンティア様」

　行動を以もつてサウスリア人に問題提起をした魔法使い。

　上こう月づき悠斗を御ご前ぜん試合に送り込んだ仕し掛かけ人は、試合も見ずに議論を重ねている人々を見て満足げにうなずいた。

「やはりユート殿どのを引き入れたのは正解だったな」

「そうですね。まったく、その通りです」

　執しつ事じ姿の宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようを伴ともなって、観客席を離はなれるヴァレンティア。

　彼女は計画の成じよう就じゆを確信しつつ、悠斗の労をねぎらいに控ひかえ室へ向かった。




　運営委員がトラブルを避けるために別個に用意した控え室。

　戦士たちから怪あやしげな魔法使いを隔かく離りしたとも言える部屋の中で、悠斗はチアガール姿の少女たちと時間を潰つぶしていた。

「ユートさま、二回戦進出おめでとうございます！」

「おめでとー、かみさま！」

「ああ、ありがとうな」

　アルマからは冷たいお茶を、クーティアからはタオルを受け取りながら、悠斗は先ほどの戦いを思い返した。

「やっぱ本職の人は違ちがうな。レベルは低いんだろうけど、迫はく力りよくが違った」

「そうですね。人が血の涙なみだを流すだなんて、私、初めて見ました」

「いや、あれはまた違う理由がだな……」

　ぷるんと揺れるアルマの胸から視線を逸そらし、悠斗は言葉を濁にごした。

　男として、なまじリゼルヴァの気持ちが分かってしまう彼は、対戦相手の名めい誉よを守るためにもわざわざ野や暮ぼなことは言わないつもりでいた。

「ククク……ヤツはサウスリア戦士の中でも最弱。疾風のリゼルヴァを倒したところで、我らの権けん威いは揺るがぬ」

「出たな元げん凶きよう」

　いつの間にか控え室の隅すみに立ち、両りよう腕うでを組んで不敵に笑うルナリエッタを嫌いやそうに見て、悠斗は彼女も着ているチアガール衣装を指差した。

「また趣しゆ味み的なもんを作りやがって。せっかく買った布をムダ遣づかいしたのか？」

「いえいえ、これは私が自腹で用意したものですよ。ご主人様のためを思い、ご主人様に頑がん張ばっていただこうと、夜なべで服を縫ぬいまして」

「俺はお前が街の服屋から出てくるところを見ていたんだがな……」

　淡たん々たんと嘯うそぶく無表情メイドを……いや、今はチアガールのルナリエッタをジト目でにらみ、悠斗は大きなため息を吐いた。

「すみません、ご主人様。もう少しスカートは短くするべきでしたね。主を落らく胆たんさせるなど、ルナリエッタは悪いメイドです」

「そこじゃねえよ！」

「なるほど、おへそをご所しよ望もうでしたか」

「ちがーう！」

　ノースリーブのシャツに短いスカート。

　これ以上布を省いたらとんでもないことになりそうな服を着たルナリエッタに、悠斗は盛大なツッコミを入れた。

「入るぞ」

「失礼します……あ、ユートさん！　こちらでしたか」

　お茶を飲み、汗あせを拭ふき、次の試合を待っていた悠斗の下もとに、ヴァレンティアとリーゼベル、クリストフが訪ねてくる。

　いずれも晴れやかな顔をしたヴァレンティアたちは、悠斗の姿を認めると、それぞれねぎらいと称賛の言葉を贈おくった。

「ユートさん、お疲つかれ様でした！」

「見事だったぞ。次の戦いもこの調子で頼たのむ」

「【マジック・ミサイル】。あの白い光には見み惚とれてしまいましたよ」

「いや、そんな」

　ほめられ慣れていない悠斗は、惜おしみない称賛には弱い少年だった。

　インテリ美女や可愛かわいらしい妹分、立場ある紳しん士しに手放しでほめられて、照れを隠かくせずにいる悠斗。年相応の少年らしい反応に親しみを覚えながら、ヴァレンティアはクリストフに手て渡わたされた羊皮紙を開いた。

「さて、初戦は華はなやかな勝利を収めたが、次の相手は強敵だぞ。難なん攻こう不ふ落らくのオルベール。動く要よう塞さいとも言われる高レベルの《パラディン》だ」

「オルベールは【アイアンスキン】、【ジャストガード】を巧たくみに操あやつり、敵の攻こう撃げきを寄せつけません。全身鎧よろいや大おお盾たてには魔を退けるルーンが刻まれており、生半可な魔法では傷を負わせることも出来ないでしょう」

「ヤツは強いぜ……格別だ。果たしてアンタに勝てるかな？」

「お前は何だよ、お前は」

　ヴァレンティアとクリストフに続き、やたらニヒルな顔をしたルナリエッタが葉巻を吸う仕草をして、演技がかった台詞せりふで悠斗に警告を送った。

「まあ、大だい丈じよう夫ぶだと思います。何でも雑多に覚えてますけど、俺の本質は攻撃力特化の《マジック・ルーラー》ですから。単独のタンクなんてただの的です」

「タンク？　タンクとは何だ？」

「えっと……あだ名？　いや、スラング……そう、スラングです。防ぼう御ぎよ力特化の《パラディン》みたいなのを、俺の地元じゃ戦車タンクって呼んでいて……」

　この場では悠斗にしか分からない単語を、どうにか言葉を選んで説明する悠斗。

　ヴァレンティアにあれこれ質問される少年を、少し離れた位置から見つめながら、クリストフはわずかに目を細めた。

（《マジック・ルーラー》……魔法の支配者）

　その名前に、クリストフは聞き覚えがあった。

　王家が保管する古文書。極ごく一部の者にしか閲えつ覧らんが許されない、古代ロマリア時代の記録書にその名は記き載さいされていた。

　物理法則をねじ曲げ、常識を嘲あざ笑わらった古いにしえの大魔法使い。伝説上の存在と同じジョブであるのなら、もしかすると悠斗は──。

「クリストフ？　どうした、クリストフ」

「あ、ああ、いえいえ。寝ね不ぶ足そくですかね。少し呆ほうけていました」

　動どう揺ようを悟さとられないよう、努めて自然にふるまうクリストフ。

　笑え顔がおという仮面をつけた宮廷魔術師長は、悠斗の──そして、ルナリエッタの視線を気にしつつ、総そう髪はつをするりと撫なでた。

「まあ、ユート殿が大丈夫だと言うのならきっとそうなのだろう。しかし、貴き殿でんには多くの者が期待している。それを意識して戦ってくれ」

「多くの者？　急に支持者なんて増えないと思いますけど……」

「いや、そうでもないぞ？　ユート殿の勝利を願っているのは私たちだけではない」

　ヴァレンティアの大げさな物言いを笑った悠斗は、すぐにギョッと身構えることになる。それというのも──。

「ユ、ユート様！」

「初めまして！　お会いできて光栄です！」

「えっと、えっと……一回戦での完勝、おめでとうございます！」

　クリストフが開いた扉とびらから、三角帽ぼうを被かぶった少女たちが部屋へと雪崩なだれ込んできた。

　おそろいの青いローブをまとった15歳前後の少女たちは、同じくおそろいの杖つえをギュッと握にぎって悠斗の前で緊きん張ちよう気味にずらりと並んだ。

「え？　ええ？　だ、誰だれですか、この子らは？」

「私し塾じゆくに通う魔法使いの卵だ。どうやらユート殿のファンのようだぞ」

「いいっ!?」

　いずれも可か憐れんな十人の少女たち。

　頰ほおを染め、目を輝かがやかせている彼女らは、アイドルを見るように陶とう然ぜんとした目を悠斗に向けていた。

「わたし、魔ま法ほうが好きなだけなのに親にもバカにされてて……街では戦士の子に小こ突づかれて、ずっと悔くやしい思いをしていたんです」

「ユート様がリーゼベル様と地竜を討とう伐ばつなさったと聞いて、初めは信じられなかったんです。私も魔法使いなのに、魔法を信じられずにいて……」

「先ほどの戦いを見て、私は涙が出ました！　魔法はここまで出来るのだと、教えてもらった気がしたんです！」

「ありがとうございます、ユート様！」

「「「ありがとうございます！」」」

　まくしたてるように一方的に礼を述べて、黄色い声を上げて魔法使いの卵たちは部屋から出ていった。

　その後ろ姿を見送っていた悠斗は、去り際に握られた手を開いたり閉じたりしながら、満まん更ざらでもなさそうにだらしない笑みを浮うかべた。

「いやあ、ははは。参ったなあ。キャーだって………………ハッ!?」
















　照れくさそうに後ろ頭をかいていた悠斗は、背後から伝わる殺気に振ふり返った。

「よかったですね、ユートさま。可愛い女の子のファンができて」

　ぷくーっと頰を膨ふくらませたアルマが、ぷいっとそっぽを向いて呟つぶやいた。

「むー……！」

　見知らぬ人たちにデレデレする悠斗を見ていたクーティアは、上うわ目め遣づかいに悠斗をにらみつけた。

「ユートさん。二回戦も頑がん張ばってくださいね。『一番弟で子し』の！　私が応おう援えんしています」

　何やら不満そうな顔をしたリーゼベルは、悠斗の一番弟子であることを妙みように強調し、ずかずかと控ひかえ室を出ていった。

「鼻の下を伸のばして……いやらしい」

「いや、違ちがうっ！　ち、違うぞ！」

「どう違うのですか？　ご主人様？」

　ルナリエッタの冷たい視線を受け、しどろもどろになって言い訳を始めた悠斗へ、少女たちは尖とがった視線を向けていた。

「いやあ、ユート殿どのは人気者だなあ」

「道理ですな」

　唯ゆい一いつ、ヴァレンティアだけはのん気に感心していたが──彼女に恨うらみ言を吐はく余よ裕ゆうもなく、悠斗は少女たちを必死になだめすかしていた。
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「【エレメンタルダンス】！」

「ぐっ！　があああっ!?」

　五色の光球が悠斗の周囲を旋せん回かいし、対戦相手へと飛んでいく。

　風、火、水、土、雷、五大属性の魔力が凝ぎよう縮しゆくした光球は、炎えん剣けんのガリアスという男の体を燃やし、濡ぬらし、転がして、次々とダメージを与あたえていった。

「あ、ぐ……」

　悠斗の魔法をまともに受けたガリアスは、何とか起き上がろうとしたが──すぐに気絶して得物を手放してしまった。二つ名の由来になった炎ほのおの長剣だけを残し、転移光に包まれ消えていくガリアス。

「……終わったな」

　四回戦の対戦相手が完全に姿を消すのを見届けて、ふっと緊張を解く悠斗。

　杖を下ろした魔法使いは、すぐにも大だい歓かん声せいに包まれた。

「やった！　またまたやったぞ！」

「そんなバカなぁぁ……！　こんなことがこの世にあっていいのか！」

　興奮で茹ゆでダコのように赤くなった者。

　両手で顔を覆おおい、世の不条理を嘆なげく者。

　悲喜こもごもの大だい音おん声じように片手を挙げて応こたえて、悠斗は南門へと戻もどっていった。

『強い！　強い！　強すぎる！　本当の魔法使いはここまで強いものなのか！　それとも彼が特別なのか！　全戦全勝、トーナメントを駆かけ上がるコウヅキ・ユート！　誰か彼を止める者はいないのか!?』

　マイクを握った司会が、我を忘れて空へと吠ほえる。

　総立ちになった観衆が体を揺ゆらして絶ぜつ叫きようする。

　近年稀まれに見る熱ねつ狂きようは、気絶して倒たおれる者も出るほどであり、観客席ではスタッフがしきりに注意を呼びかけていた。

「ふう、これで準決勝進出か」

　今大会の台風の目。常識を覆くつがえしたダークホース。

《マジック・ルーラー》上月悠斗は、特に疲つかれを見せることなく選手専用の通路を歩いていた。

「慣れれば楽なもんだな……」

　悠斗は薄うす暗ぐらい通路を歩きながらひとりごちた。

　緊張したのは一回戦、二回戦だけで、熟練の戦士とやらも今となってはもう怖こわくない。心配事があるとすれば、それはまだ機き嫌げんを損そこねたアルマたちのことぐらいで、彼の中ではもう優勝は決まっていた。

（やっぱりレベル差は大きいな）

　システムメニューの機能を使って調べてみたところ、出場者の平均レベルは80程度だった。その数値は王女から事前に聞いたものと変わりなく、実力を隠かくして参加している──という伏ふく兵へいもいなかった。

（一番強くてレベル90じゃな……）

　三ケタにも届いていない戦士たちのレベルを思い、悠斗は気楽に鼻歌を歌った。

　よほど間ま抜ぬけな失敗をしない限り、悠斗が負けることはない。戦士たちの強力な物理攻こう撃げきは怖かったが、それはレベル差によって致ち命めい傷しようにはなり得なかった。

（あと二回。今日に一回、明日あしたに一回。それで終わりだ）

　これまでの戦いのようにあっさりと終わるであろう準決勝と決勝戦。

　ＶＲゲームの対人戦と違って物足りなさすら感じる『ぬるい』戦いに、悠斗は大きなあくびをして──。

「ユート殿。ユート殿」

「……ん？」

　涙なみだに濡れた目をしぱしぱと瞬しばたたかせ、悠斗は声がした方を見た。

「クリストフさん。どうかしましたか？」

「ええ、少しまずいことになりました」

「まずいこと？」

　灰色の通路に立っていたのは、渋じゆう面めんをした宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようだった。

　珍めずらしいことにヴァレンティアから離はなれ、単独で動いている彼は、きょとんとする悠斗に近づき、そっと耳打ちをする。

「どうやら冒ぼう険けん者ギルドが刺し客かくを本大会に送り込んだようです」

「刺客!?　え、ちょっ、それってどういうことですか……？」

　クリストフの口から出た物ぶつ騒そうな言葉に、悠斗は少し早口で問い返した。

「詳くわしくは分かりません。私も先ほどつかんだばかりの情報です。どうやら冒険者ギルドの老人たちは袖そでにされたことを相当根に持ったらしく、対魔法使い戦に特化した人材を刺客に放ちました。私が知っているのは、それだけです」

「魔法使いを狩かるための刺客……？」

　パッと思いつくのは《アサシン》か《シャドウ・シューター》か。

　前者は近きん距きよ離りから、後者は遠距離から一いち撃げき必殺の攻撃を繰くり出してくる。

　元々、戦士職ほど防ぼう御ぎよ力が高くない魔法使いは、そうした一撃であっさりと倒れてしまうものだ。この二つに何度も倒された覚えのある悠斗は、緊きん張ちようした面おも持もちで他ほかの出場者を思い浮うかべ、

「……あれ？　でも、俺以外だと戦士職しかいませんよね、この大会」

「え？　ああ、はい、そのはずですが」

　悠斗が言わんとすることをつかめず、不思議そうな顔をするクリストフ。わざわざ来てくれた宮廷魔術師長に向かって、悠斗は胸をどんと叩たたいてみせた。

「じゃあ、多分大だい丈じよう夫ぶです。勝てます」

「……は、はは。頼たのもしい限りです」

　暗殺技能を持つ斥せつ候こう職や、遠距離から物理攻撃をしかけてくる弓兵職がいなければ、不ふ慮りよの事態もあり得ない。

　力任せのごり押しになるが、レベルが50も低い戦士職が相手ならば、これまで通りの戦い方で優勝は出来る。ＶＲゲームでのことではあるが、豊かな実戦経験のある悠斗は勝利を確信していた。

「でも、ありがとうございます。あと二回、気をつけて戦いますね」

「はい、頑張ってください。観客席からご健けん闘とうを祈いのっております」

　悠斗に頭を下げ、去っていこうとするクリストフ。

　彼に合わせて悠斗も控え室へと帰っていこうとしたのだが、

「……もう一つ、いいですか？」

　クリストフに呼び止められて、ぴたりと足を止めた。

「何ですか？　何かまだ？」

「ええ。そのですね……ルナリエッタさんのことなのですが」

「ルナリエッタの？」

　いたずら者のメイドの名前を出され、悠斗は途と端たんに冷や汗あせを浮かべた。

　まさか、宮廷魔術師長にもちょっかいをかけているのだろうか。それとも彼女は、実は王都でのお尋たずね者なのか。

　流れのメイドという経歴と、日ひ頃ごろのルナリエッタの行いから、悠斗の頭には嫌いやな予感しか浮かんでこない。

「あ、あの。あいつ、何かやらかしたんですか？」

「……ふむ」

　何も説明されていないのに、悠斗は早くも申し訳なさを感じていた。

　うかがうようにクリストフを見上げ、恐おそる恐る問いかける悠斗。しかし、クリストフは突とつ然ぜん口を閉とざし、何かを探さぐるように悠斗の目をのぞき込んだ。

「えっと……？」

　宮廷魔術師長の態度の変化に、悠斗が疑念を浮かべた時。

　クリストフはにっこりと笑って、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「すみません、私の勘かん違ちがいでした。どうかお気になさらずに」

「はあ……」

　何をどう勘違いしたというのか。それすら説明のないままに、クリストフは足早に去っていってしまった。

「何だったんだ……？」

　どうにも釈しやく然ぜんとせず、その場に立ち尽つくしていた悠斗。

　彼は試合終しゆう了りようの鐘かねを遠くに聞いて、首を傾かしげながらも控え室へと戻っていった。




　──そして、もう一方のクリストフは。

（……気づいていない？）

　悠斗と同じように疑念を抱かかえ、

（いや、そんなはずは……）

　口元に手を当てて、暗い通路を奥へ、奥へと進んでいった──。
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　数多あまた集つどった出場者たちも、コロッセオが夕暮れに染まるころ、残すところわずか四人となっていた。

　若き大魔法使い上月悠斗。

　密林戦鬼ヴァルガード。

　破は砕さいの剣けん士しドルクルス。

　そして、全身鎧よろいを身につけた謎なぞの騎き士し、アルタード。

　いずれ劣おとらぬ活かつ躍やくを見せた猛者もさたちは、これから始まる準決勝でさらにふるいにかけられる。決勝戦に進めるのはこのうちの二人だけであり、栄光の優ゆう勝しよう杯はいをつかめるのはたった一人の男なのだ。

　強さという要素を抽ちゆう出しゆつするために繰り返される戦いは、今、一つの山場を迎むかえていた。

『さあ、いよいよ準決勝が始まります！　強力無比な魔法を操あやつるコウヅキ・ユートと、東部戦線ではこの人ありと恐れられた密林戦鬼ヴァルガード！　どちらも鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、対戦相手を粉ふん砕さいしてきた二人の戦いは、果たしてどのような展開を見せるのか!?　一いつ瞬しゆんたりとも目が離せない一戦です！』

　ざわついていた観客たちは、司会の説明の後、自然と静まり返っていった。

　一日中、試合を見続けて疲れてしまったのではない。むしろその逆で、食い入るようにリングを見つめる観客たちからは異様な熱気が立ち昇のぼっていた。

「ヴァルガード様なら……」

「ああ、あの人だったら……」

　戦士至上主義者たちが、目を爛らん々らんと輝かがやかせながらヴァルガードを凝ぎよう視ししていた。

　主に森林地帯を転々として、人に害をなす魔ま物ものを狩り続けているヴァルガードは、戦士として一つの完成形だった。レベルは90の大台に到とう達たつし、ジョブもユニークな《テクニカルザッパー》になっている。

　いかなる時も冷静沈ちん着ちやくに、しかし容よう赦しやなく戦うヴァルガードは、いつしか戦鬼と呼ばれるようになっていた。恐れと尊敬が半々の二つ名をつけられた男は、悠斗さえも圧あつ倒とうする気き迫はくを発していた。

「なあ、コウヅキ殿どのよ」

「っ！　はい、何ですか？」

　リングの中央に歩み寄り、右手を差し出したヴァルガードは、表情を崩くずさずに悠斗に声をかけた。

「ここまでの戦い、私は感動した。魔法というものの可能性を考えさせられた」

「あ、ありがとうございます」

　サウスリアの戦士から、初めて侮ぶ辱じよく以外の言葉をかけられた悠斗は、何やら無む性しようにうれしかった。戦士など頑がん固こ者ぞろいで、偏へん見けんしか持っていないと考えていた悠斗は、本当に彼らの認にん識しきを変えることが出来るのかと疑っていたのだ。

　それが、戦士代表のような男に認められたとあっては──試合直前であっても、頰ほおを緩ゆるませてしまうのも仕方がないことだった。

「ヴァレンティア様は慧けい眼がんの持ち主であられたのだな。私は今、己おのれの不明を恥はじている」

「ヴァルガードさん」

　戦士の家系に生まれ、三十余年戦い続けたヴァルガードは、その強さゆえに、魔法使いを保護するヴァレンティアが信じられずにいた。

　彼は一度たりとも魔法使いに負けたことはなかった。彼を上回る魔法使いにこれまで会ったことさえなかった。宮廷魔術師長すら「下せる」と評した戦鬼にとって、魔法使いは口ばかり達者な頭でっかちにすぎなかった。

　それが、今日、この場で悠斗の戦いを目にしたことにより──彼は、自分の世界が広がるような思いがした。晴れ渡わたった青空を、心で確かに感じたのだ。

「いずれ戦士と魔法使いが国の両りよう翼よくを担になう時代が来るだろう。サウスリアが旧きゆう態たい依い然ぜんとした殻からを脱ぬぎ捨て、生まれ変わる時が来たのだ。それは貴き殿でんが優勝することにより確かな未来となる」

「そんな……」

　歴戦の戦士に認められ、悠斗は思わず涙ぐみそうになった。

　サウスリアの暗い部分ばかりを見てきた彼は、この国にヴァルガードのように高潔な人物がいることを誇ほこらしくさえ思っていた。だからこそ、悠斗は惜おしみない友好を込めてヴァルガードの手を握にぎり返したのだが──。

「私は新しい時代の到とう来らいを願っている。だからこそ──全身全ぜん霊れいをかけて壁かべになろう」

「っ!?」

　氷のように冷たい闘とう争そう心しん。

　繫つないだ手とヴァルガードの瞳ひとみから殺気が伝わり、悠斗は驚おどろきに身を固くした。

「私という壁を乗り越こえるのだ。いや、その魔法で粉砕するのだ。いいな？」

「は、はい……っ！」

　理解者だからとはいえ、それが味方だとは限らない。ヴァルガードはあえて敵に回ることで、ヴァレンティアの助けになろうとした。

（強敵だぞ……！）

　ヴァルガードは今までの対戦相手とは違ちがう。

　あの長身の《テクニカルザッパー》は、戦士至上主義を盲もう信しんするだけの男たちとは明らかに違った。

（勝てるのか……？　いや、勝つ。勝つために戦えば勝てる!!）

　弱気になる自分に活を入れ、悠斗はヴァルガードの方へと振ふり返った。

　握あく手しゆをした後に別れ、背中を見せて離はなれていったヴァルガードは、頭に赤いバンダナを巻いて臨戦態勢を取っていた。

『それでは準決勝……開始っ!!』

　試合開始を告げる鐘の音に心と体を奮い立たせ、悠斗はいきなり詠えい唱しように入った。

　油断はしない。容赦もしない。ヴァルガードがまとう闘気に強い危機感を覚えた悠斗は、一回戦でリゼルヴァを屠ほふった魔法を発動させた。

「【マジック・ミサイル】、発射！」

　夕暮れに赤く染まったリングに白い尾おを引いて飛ひ翔しようする魔ま弾だん。

　強い誘ゆう導どう性を持つ光球は、飛び退のくヴァルガードを追つい尾びして、彼の体に食くらいつこうと──。

「なっ!?」

　敵に届くことなく爆ばく発はつした【マジック・ミサイル】は、悠斗に驚きの声を上げさせた。

　いや、正確には【マジック・ミサイル】を爆発させたヴァルガードに──迫せまる魔弾を投げナイフで迎げい撃げきした戦士の力量に、悠斗は目を見張っていた。

「ふっ！」

「くそっ！　くっ……【デコイスフィア】！」

　一度は後退したヴァルガードが、漆しつ黒こくの戦せん闘とう服のベルトからナイフを引き抜ぬき、立て続けに投とう擲てきしてきた。

　これをかわし、魔力の盾たてを放出しながら、今度は悠斗が後ろへ下がっていった。

「甘いっ！」

「ぐっ！　ヤバ……い……！」

　後退しつつ発動した【エレメンタルダンス】は、そのすべてが切り払はらわれてしまった。

　悠斗と戦うために用意したのか、魔ま石せきを削けずり出して作った鉈なたを両手に持って、ヴァルガードは猛もう然ぜんと前進し続けた。

　魔石の刀身は魔法を弾はじき、切り裂さく度に欠けていったが、鉈が折れる前にヴァルガードは悠斗を射程圏けんに捉とらえていた。

「【ラインザッパー】！」

「ぐうう……！」

　地面を走る衝しよう撃げき波はが悠斗の足を止めさせた。

「【ブレイクラッシュ】！」

「ううううっ！」

　鉈を放り捨てたヴァルガードが、渾こん身しんの力を込めて長ちよう剣けんを振り下ろした。

「このまま両断させていただく！」

「こ、この……！」

　杖つえで斬撃を受け止めた悠斗は、魔法を発動するヒマさえ与あたえられず、ただ杖が軋きしむ音を聞いていた。

「どうした、これまでか？」

　大きなレベル差があるとはいえ、ヴァルガードほどの戦士にもなると、その身体能力は悠斗のものを上回る。押し潰つぶされるように膝ひざをつき、それでも止まらない圧力に、悠斗は敗北を予感した。

「これまでなのかっ！」

　トドメとばかりに力を込められ、杖に小さな亀き裂れつが走った。

　このままでは負けてしまう。多くの人の期待を裏切ってしまう。信しん頼らいに土をつけてしまう。思い描えがいた未来を失ってしまう。

「それは……ダメだっ！」

　自分のために。そして、自分を信じてくれた人のために。自分に可能性を見たというヴァルガードのためにも。

　悠斗はこの世界に転移して初めて──人に向けて、上級魔法を発動した。

「ぐおっ！」

　巻き起こった魔力の風に吹ふき飛ばされ、ヴァルガードは地面の上を転がった。

　ダメージはなかったが、リングを覆おおう結界内に吹き荒あれる暴風により、立ち上がることさえままならない。

　それでもヴァルガードは剣を地面に突つき立てて、無理にも悠斗と対たい峙じした。

「蹂じゆう躙りんしろ……」

　魔法とは無む縁えんのヴァルガードにも見えた。

　彼の体から発せられる魔力が。人じん智ちを超こえた魔法の胎たい動どうが。悠斗の奥底から生まれ出いでようとする大魔法の片へん鱗りんが。

「吹き荒れろ！」

　暴風を物ともせずに立つ悠斗が両手を突き出すと、ふわりと杖が浮うかび上がって風車のように回転を始めた。

　そして、それは次し第だいに加速度がついていき──。

「巻き起これ！」

　コロッセオに唯ゆい一いつ響ひびき渡る悠斗の詠唱に、ヴァルガードは満足げに微笑ほほえんだ。

　それでいいのだと、彼は体の力を抜いて──。

「【デモンズ・テンペスト】!!」

　悪あく魔まのごとく結界内を走り回る竜たつ巻まきの中に吞のみ込まれていった。




「ハァ……ハッ……」

　やがて結界内の土つち埃ぼこりが晴れるころ。悠斗の目には、星空が映っていた。

「ぐっ、く」

　勝負を決するため、巻き込まれるのを覚かく悟ごで強力な範はん囲い魔ま法ほうを使った悠斗は、生き残りこそしたが大きなダメージを受けていた。

「ふ、う……」

　土と砂とにまみれて、ボロ雑ぞう巾きんのようになりながらも、どうにか立ち上がろうとする悠斗。みじめに、情けなく、芋いも虫むしのように蠢うごめく少年に──観衆は拍はく手しゆを送った。

「くそっ……痛いてえ……」

　ヴァルガードと激げき闘とうを演じた悠斗は──死力を尽つくして勝利をもぎ取った悠斗は、今、サウスリアの民たみに認められたのだ。

「勝ったぞ……くそっ！」

　拍手が鳴り響ひびくコロッセオで、悠斗はよろよろと立ち上がった。

「勝ったぞ！　俺の勝ちだ！」

　両手を振り上げ、勝ち鬨どきを上げ、勢いあまって転んでしまった悠斗は、それでも腹の底から声を出し続けた。

「オオオオオォォォォォォッ!!」

　全力を出しての真しん剣けん勝負。そこでの勝利と惜しみない称しよう賛さんの声。

　ＶＲゲームのそれとは比べものにならない達成感に、悠斗は星空に向かって、声がかれるまで雄お叫たけびを上げ続けた。
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　悠ゆう斗ととヴァルガードが火花を散らして戦った日の夜。

　王都ロマリアは未いまだ熱気に包まれており、興奮冷めやらぬ人々は酒場や友人の家に集まって、コロッセオで見た光景を熱く語った。

「ヴァルガードさん、すごかったなあ！　魔法をぶった切りまくってさ、あとちょっとのところまで魔法使いを追いつめてさ！」

「堂々たる戦士の姿だったな！　勝負には負けたけど、オレはヴァルガードさんがあの小こ僧ぞうに劣おとるだなんて考えてないぜ」

「オレもだ！　ヴァルガードさんはオレたちの誇ほこりだぜ」

　ヴァルガードの戦いを讃たたえる者がいる。

「私たちには……私たちには、ああなれる可能性があるのですね！」

「ああ、そうだとも！　そうだとも……うっ、ううう」

「魔法を学ぼう。もっともっと勉強しよう！　そしていずれユート様のように……！」

　悠斗の活かつ躍やくに感かん涙るいにむせぶ者がいる。

「正直ね、戦士ばっかりの戦いには飽あき飽きしてたの」

「奥さんも？　そうよね、私もそう思ってたの。ねえ、見ごたえがあったわよねえ？」

「そうね……ああ～、何だか私、久しぶりに満足してるかも」

　そして、面おも白しろさで闘技大会を評価する者がいる。

　この夜、ロマリアの人々はただ悠斗とヴァルガードの戦いについて語り合い、続く決勝戦に期待を寄せていた。

　準決勝でこれほどの名勝負が繰くり広げられたのだから、きっと決勝戦は素晴らしいものになるだろうと胸を高鳴らせていた。

　──しかし、そこまで語って、人々はふと疑問に思った。

「いい勝負になるのか？」

　と誰かが言って、その場にいた全員が首をひねった。

　それというのも──。

「アルタードさんってどこのどなた？」

「さあ……誰でしょう？」

　高級住宅街にあるヴァレンティアの邸てい宅たく。

　質しつ実じつ剛ごう健けんを貴たつとぶ王女らしく飾かざり気のない食堂で、悠斗はパンを頰ほお張ばりながら決勝戦の相手のことをリーゼベルにたずねていた。

「知らないのか？　結構いい動きをする人だったから、有名人だと思ってたんだけど」

「少なくとも私は会ったことがないな。誰に聞いてもそう答えると思う」

「新人さんでしょうね。そういった意味では、ユートさんと同じくダークホースです」

「そうか……」

　ナイフで切った肉にかぶりつきながら、悠斗はアルタードのことを考えた。

　青い全身鎧よろいを装備した騎士風の男。長ちよう剣けんを巧たくみに操あやつる技術は特筆に値あたいしたが、悠斗やヴァルガードのような派手さはなく、地味にトーナメントを勝ち進んでいった人物。

　それでも相応の実力者でなければ、御ご前ぜん試合の決勝戦に上がってくることなど出来はしない。見た目で判断しては痛い目に遭あうぞと、悠斗は自分に言い聞かせた。

「それよりユートさま。怪け我がはもう大だい丈じよう夫ぶですか？　痛くはありませんか？」

「んー？　ああ、平気平気。ポーションは飲んだし、【ヒール】だってかけた。そんなに気にしなくてもいいって」

「ですが、万が一のことを考えますと……」

　同じ食しよく卓たくを囲んでいたアルマが、心配そうに悠斗の頰ほおを見る。

　そこには塞ふさがりかけてはいるが未だ生々しい切り傷があり、その下にはすり傷を負った跡あとがあった。

「かみさま、いたい？」

「だから、痛くないって……たたた!?」

「なんて分かりやすいやせ我が慢まんですか」

　アルマたちの不安を払ふつ拭しよくするために、悠斗は自分の左ひだり腕うでを叩たたいてみせた。

　しかし、そこにも怪我を負っていたため、刺さすような痛みに顔をしかめてしまった。

「やはり、もっとお薬を塗ぬった方が……」

「重じゆう傷しようでもない限り、【ヒール】やポーションで無理やり傷を治すのはオススメ出来ません。ムダに体力を消しよう耗もうし、明日の決勝戦に差し支つかえるかもしれませんので」

「分かってるけど、でも……」

　コロッセオのリング内に悪あく魔まのごとき暴風が巻き起こり、それが術者の悠斗をも吞のみ込んだ瞬しゆん間かん、アルマはショックで気絶してしまった。時々、大だい胆たんな行動も見せるが、根は繊せん細さいな彼女は、あまりに凄惨な光景に耐たえられなかったのだ。

　そこがコロッセオだということも忘れ、悠斗が死んでしまったと勘かん違ちがいした少女は、目を覚ましてからもずっと悠斗の身を案じていた。

「夜中に傷が痛んだら呼んでくださいね？　安あん眠みん効果のある祝詞のりとをあげますので」

「赤ちゃん扱あつかいか！」

　生後間もない赤ん坊ぼうを扱うように、優やさしく悠斗の頰を撫なでるアルマ。

　心配性しようの彼女のためにも、今後は自じ爆ばくはするまいと心に決めた悠斗であった。

「でも、すごかったですね、ユートさんの魔法！　【デモンズ・テンペスト】でしたっけ？　あんなに威い力りよくのある風魔法、生まれて初めて見ました！」

「ああ、そうだな。追つい尾び性せいのある【マジック・ミサイル】や、五大属性を一度に操る【エレメンタルダンス】にも驚おどろかされたが、あれは壮そう観かんだったな」

「王様、ぽかーんとしてましたね！」

「ああ、悪くない反応だった。魔法の価値を知らしめるという目的は、準決勝で果たされたと考えてもいいだろう。ユート殿どのの傷が痛むのなら、決勝戦は辞退してくれても構わない。もちろん、辞退した場合も報ほう酬しゆうは払はらうが……」

「いや……」

　悠斗は少し逡しゆん巡じゆんしてから、首を横に振ふった。

「どうせここまで来たんですから、優勝してみせますよ。むしろ、ここで辞退した方が後々気にしそうですし」

「へたれなご主人様が、なんと頼たのもしいことを……戦いの中で男を磨みがかれたのですね」

「言ってろ」

　無表情なまま、ほろりと涙なみだを流すふりをするルナリエッタ。

　態度こそふざけてはいたが、彼女の言うことはあながち間ま違ちがいではなく、悠斗は今、ヴァルガードのことを思い浮うかべていた。

（頑がん張ばれば認めてくれる人もいるからな）

　依い頼らいされて出場した闘技大会であったが、今の悠斗は自分の意思でも優勝したいと考えていた。

　ヴァレンティアやヴァルガードと出会い、『行動することの意義』を考え始めた少年は、受け身だった性格を少しずつ変えていっていた。

（……そうか。ユート殿は、決勝戦に出るのか）

　優ゆう秀しゆうな能力に加え、頼もしさも見せ始めた悠斗。

　十分すぎるほどの働きをしてくれた少年に対し、ヴァレンティアは──。




「あ～……傷に沁しみるけど、やっぱ気持ちいい……」

　食事の後、ヴァレンティアは悠斗たちに泊とまっていくように勧すすめた。

　大会の疲つかれから、馬車であってももう移動したくなかった悠斗たちは、遠えん慮りよすることなく王女の言葉に甘えることにした。

「は～……生き返る……」

　リラックス効果のあるハーブが浮かんだ浴よく槽そうは、三人、四人で使うには少し狭せまかったが、悠斗一人が体を伸のばすには十分な広さがあった。

「[image: ][image: ]～」

　客人用の浴室で感極きわまった声を上げる悠斗。

　今日一日で溜たまった疲ひ労ろうは相当なものだったが、その分、たっぷりとしたお湯に体を沈しずめての入浴は格別だった。

「もう十時か……風ふ呂ろから上がったらすぐ寝ねるか」

　頭を浴槽の縁へりに載のせ、右手でシステムメニューを操作しながら、悠斗はもうベッドに入ってからのことを考えていた。

　きっとすぐに眠ねむってしまうだろうな、気持ちよく熟じゆく睡すい出来るだろうなと想像し、悠斗はにんまりと笑っていた。

「変わった入浴の仕方だな。東洋ではみなそうやって湯に浸つかるのか？」

「いやあ、今日は疲れているから～……何となく～……」

「なるほどな。頭は洗ったか？　背中は？」

「あ、まだです～……」

「そうか。では、私が洗ってやろう」

「そうですか～……って、ええ!?」

　お湯に浸かってうとうととしていた悠斗は、腕うでをつかまれたことで、ようやくヴァレンティアの存在に気がついた。

「いいっ!?　な、なんでヴァレンティアさんがここに!?」

「先ほど言っただろう。ユート殿の背中を流しに来たのだ」

「そ、そういうことじゃなくて！」

　髪かみはまとめたまま眼鏡だけを外したヴァレンティアは、水着や寝ね間ま着きにも見える入浴着を身につけて、悠斗の前に立っていた。

「どうして背中を流すだなんて……」

「うん？　ユート殿は時々、メイドや巫女みこに背中を流させているのだろう？　気持ちは分かるぞ。私も疲れている時は、人に任せたくなるからな」

「ちょっと待ってください……前提がまずおかしいです。俺は女の子に背中を流させたことなんて、生まれて一度もありません」

　さてはルナリエッタに何かしら吹ふき込まれたなと察した悠斗は、それはウソだと教えることでこの場を逃のがれようとしたが、

「うん？　おかしいな。クーティアから聞いた話によると、以前、そういったことを楽しんでいたとのことだったが」

「いやいやいや！　それは誤解で……！」

「まあ、事実か誤解かは関係ないな。私がしたいからするのだ」

　まさかの伏ふく兵へいの登場に動どう揺ようした悠斗は、強ごう引いんな王女に押し切られる形で、年上のお姉さんに背中を流されることになった。




「どうだ？　かゆいところはないか？」

「は、はい」

「なら、このまま続けるぞ」

　ヴァレンティアは石せつ鹼けんを手で泡あわ立だてて、頭を揉もむように悠斗の髪を洗った。

　ひとしきり髪の毛が洗い終わるとお湯をかけ、今度は背中に手を滑すべらして、優しく悠斗の肌はだをこすった。

（ううう……！）

　恥はずかしいやら気持ちいいやらで悠斗はうつむいてしまったが、それを目ざとく見つけたヴァレンティアが、彼の肩かたに手をかけた。

「どうした？　良くなかったか？」

「いや、そんなことは」

　顔をのぞき込んできたヴァレンティアの白い肌、フリルがついた入浴着が目に入り、悠斗の胸は大きく高鳴った。

　それを王女に悟さとられたくなかった悠斗は、努めて平気な顔をして、さりげなくヴァレンティアの体から目を逸そらした。

「でも、やっぱり王女様に体を洗ってもらうなんて畏おそれ多い気が……」

「いや、私はこんなことしか出来ないからな。これぐらいはさせてくれ」

「こんなことしか出来ない……？」

　──王女であれば、出来ないことの方が少ないのではないか。

　怪け訝げんそうに振り返る悠斗に、しかし、王女は首を横に振る。

「謙けん遜そんではないぞ。事実だ。私はユート殿のように優すぐれた魔ま法ほう使つかいではない。王宮内での立場も微び妙みようなものだ。今の私は、ユート殿やクリストフ、他ほかの者の力を借りなければ何事もなせない無力な存在だ」

　悠斗の体を洗う手を止めて、ヴァレンティアは少し悔くやしそうに呟つぶやいた。

「だからといって、無理に他の者の真似まね事ごとをしたところで、邪じや魔まや足手まといにしかならない。私が集めている人材はいずれもプロフェッショナルだからな。私が到とう底てい敵かなうものではない」

　懺ざん悔げにも似たヴァレンティアの言葉には、無力感や優れた者への憧あこがれが含ふくまれていた。

　悠斗やクリストフのような力は持たず、さりとて王族としても自由になることの方が少ない。宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しが裏庭に追いやられていることも、彼らに潤じゆん沢たくな研究資金がないことも、実は一番気にしているのはヴァレンティアだった。

「だからこそ、私は発言力を得るために動いている。私にしか……王族にしか出来ないことをするためにな」

「そうでしたか……」

「だが、それは未来の話だ。今の私はまだ無力な存在……だからこうした方法でしか、ユート殿の労をねぎらうことが出来ないわけだ」

　珍めずらしくおどけたように笑い、自じ嘲ちようするヴァレンティア。

　しかし、彼女の顔には未来に対する希望が浮かんでおり、決して悲ひ壮そうさに満ちたものではなかった。

　前向きな王女様に、悠斗は自分も頑張らなければなという気持ちになり──。

「さて、湿しめっぽい話はここまでだ。次は前を洗うぞ。こちらを向いてくれ」

　くるりと体を回されそうになって、そんな気持ちはどこかに飛んで行ってしまった。

「ちょっ!?　前は！　前は自分で洗います！　流すのは『背中』だけでしょう!?」

「何を言う。中ちゆう途と半はん端ぱは良くない。背中を流すといったら、全身洗うものだ」

「お許しください！　お許しください！」

　そう広くはない客人用の浴室で、悠斗とヴァレンティアの攻こう防ぼう戦せんが始まる。

「ユ、ユートさん……!?」

「リーゼベル!?　違ちがう、違うぞ！」

　そこに飲み物を運んできたリーゼベルが加わって、場は混こん迷めいの様相を呈ていしてきた。

「ユートさま！　どうかなさいましたか……って、ええ!?」

「やっぱり、みんなでおふろに入ってる……」

「おやおや」

　騒さわぎを聞きつけて、リーゼベル以外の少女も飛んできた。

「違う……違うんだーっ!!」

　自分自身、誰だれに、何が違うのだと言っているのかさえ分からなくなって、いよいよ混乱してきた悠斗少年。

　彼はタオル一枚で浴室を飛び出して、しかし行くところもなく、でたらめにヴァレンティア邸ていを走り回るのだった。
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　御ご前ぜん試合二日目の午前中は、三位決定戦、王が指定した者の試合が行われる。

　メインイベントの決勝戦は昼の休きゆう憩けいを挟はさんだ後だ。これには古代ロマリア時代からの由ゆい緒しよ正しき理由があるようで、リーゼベルが太陽の位置だなんだと説明していたが、悠斗はその半分も聞いていなかった。

「ヴァルガードさん、そこだーっ！」

　三位決定戦が始まるやいなや、悠斗はリーゼベルの説明などそっちのけで、観客席から身を乗り出してヴァルガードに声せい援えんを送った。

　戦いの最中、これに手を挙げて応こたえたヴァルガードに、破は砕さいの剣けん士しドルクルスは苛いら立だたしげに大剣を振ふり下ろす。しかし、大地を砕くだく剛ごう剣けんも、ヴァルガードの体にはかすりさえしなかった。

「実力差がはっきり分かるなー」

「ヴァルガードさんは国内屈くつ指しの使い手ですからね。正直な話、私はユートさんが負けるかも……と思っていました」

「国内屈指の使い手なあ。その謳うたい文句、本当だったんだな。『最強』だとか『負け知らず』だとかいう人が多すぎて、感覚がマヒしてたよ」

　とかくサウスリアの人間は勇ましい言葉を好むものである。

　一いつ騎き当とう千せん、万夫不当。最強、英えい雄ゆう、勇者に達人。

　強さを感じさせるものならどんな言葉でも取り入れて、それぞれひねりを加えたはずの謳い文句は──なぜか不思議と似たようなものになり、使われている言葉もまた共通していた。

「二人とも『感情無き殺人人形』って紹しよう介かいされた人たちがいて、そいつらが感情むき出しにして戦ってるのを見た時は、悪いけど爆ばく笑しようしてしまったわ」

「そのフレーズ、一部の人には人気ですから……私が知るだけでも五十人近くいます」

「感情無くしすぎだろ」

　ヴァルガードがドルクルスを下し、次の試合までの待ち時間に入ったところで、悠斗たちはユニークな謳い文句、二つ名についてのおしゃべりを始めた。

「謳い文句ですか？　そうですね、音速のマッハ、からくり仕じ掛かけの機械剣あたりはなかなか興味深い紹介文だと思いましたが」

「い、言わんとすることは分かりますが……」

「頭痛が痛いみたいな感じだなあ」

　ヴァレンティアが用意した一等観客席で、少女たちとともに時間を潰つぶす悠斗。

　彼の出番はまだまだ先で、運営委員からは、それまでコロッセオ内で待機しているようにと通達があった。

「ユートさま、何か召めし上がりますか？」

「いや、まだいいよ。昼にもなってないしな」

　悠斗がアルマと話している間に、試合開始の鐘かねが鳴った。

　トーナメントとは関かかわりのない戦いが始まって、有名人同士が刃やいばを交えるそれは、いかにもお祭り騒ぎのような華はなやかさがあった。

「ちょっとトイレに行ってくる」

「あっ、はい」

　少女たちを置いて、悠斗は観客席を離はなれていった。

　コロッセオの中へと続く階段を下り、石造りの廊ろう下かを進み、悠斗は手近なトイレの標識を探す。案内板を見上げる彼を、通りがかった人々は驚おどろきとともに見つめていた。

「ほら、あの人……」

「えっ！　あんなに細いのが!?」

「バカ、お前、魔法使いにガタイは関係ないだろ」

　内ない緒しよ話ばなしのつもりでいて、本人にはしっかりと届いている囁ささやき声。

　悪意や敵意を感じない視線に、悠斗は何やらこそばゆくなって、そそくさとその場を後にした。

（そうか、有名人になったんだよな、俺）

　戦せん鬼きと呼ばれた男を倒たおし、それまでの戦いでも強力な魔法の数々を披ひ露ろうした悠斗は、本大会において紛まぎれもなく注目の的であった。

　屁へ理り屈くつばかりが達者だと思われていた魔法使いが、まさかの連戦連勝を成し遂とげ、決勝戦までトーナメントを駆かけ上がっていったのだ。

　これで注目されないはずがない。スターであるかどうかはさておき、悠斗と魔法に興味を抱いだいている者が多いのは確かめるまでもないことだった。

「うおっ!?」

「あれ!?　コウヅキ選手!?」

「あれが……」

　好こう奇きのまなざし、驚きの表情を向けられながら、あえてそれに気づかないふりをして、悠斗は一直線にトイレに向かっていた。

　それが超ちよう然ぜんとした態度にでも映ったのか、すれ違った戦士の一団は、何やら納なつ得とくしたようにうなずいていた。

（変わるもんだなあ）

　たった一日で、悠斗は自分を取り巻く環かん境きようが大きく変わったことを実感していた。

　それこそ、試合に出る前はガラの悪い戦士にからまれたりしたものだが、今ではそういった輩やからは見られない。ガンをつけるようなこともされず、聞こえよがしにけなされるようなこともない。

　逆に聞こえてくるのは感心、魔法に対する興味の声で、それは数日前にはほんの少しもなかったものだった。

（クリストフさんの言ってたことは本当だったな）

　実績を作らなければならない。実力を示さなければ人々の意識は変わらないと、悠斗に御前試合出場を依い頼らいしてきたクリストフ。

　初めは彼の主張を理解できずにいた悠斗も、こうして変化を実感するに至り、宮廷魔術師長は正しかったのだとうなずいていた。

（……でも、どうしたんだろうな。なんか昨日はそそくさと帰ってたけど）

　やがてトイレを見つけた悠斗は、用を足しながら、様子がおかしかったクリストフのことを考えていた。

（今日もチラッと姿を見かけただけだし……）

　理由は思いつかなかったが、避さけられているとしか思えない。

　自分はクリストフの機き嫌げんを損そこねることをしたのだろうか。心配になった悠斗は、昨日のことをあれやこれやと思い返していた。

（そういや、ルナがどうこう言ってたけど、あれって何だったんだろうな）

　そういえば、と悠斗は思った。

　クリストフには、確かに不ふ審しんな場面があった。料理店での交こう渉しようの席でもそうだったが、やけにルナリエッタを意識しているような態度。あれが何か関係しているのではないかと、悠斗はあたりをつけていた。

（後でルナに聞いてみるか）

　トイレから出てきた悠斗は、そう決めて観客席へ帰ろうとしたのだが──。

「おい」

「……ん？」

　見知らぬ男に呼び止められて、脇わきの通路へと視線を向けた。

（……誰だこいつ？）

　人ひと気けのない薄うす暗ぐらい通路に立っていたのは、くすんだ金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的てきな、軽けい薄はくそうな青年だった。壁かべにもたれていた彼は、悠斗と視線を合わせると組んでいた腕うでを解ほどき、にやにやとしながら近づいてきた。

「いくらほしい、庶しよ民みん」

「はい？」

「だから、いくらほしいと聞いているのだ」

　まったく見覚えのない男に訳の分からないことを言われ、目が点になる悠斗。

　すると男は不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをして、苛立たしげに貧びん乏ぼうゆすりを始めた。

「鈍にぶいヤツだな。魔ま法ほう使つかいは頭の良さばかり自じ慢まんしているが、ヤツらの代表がこれでは本当かどうか疑わしいな。まるで牛のごとき愚ぐ鈍どんさだ」

　チッチッと舌を鳴らしながら体を揺ゆする青年。果てしなく態度が悪い碧へき眼がんの男は、白いシャツの襟えりをいじりながら悠斗に小声で囁いた。

「金を受け取って、決勝戦を辞退しろ。そう言っているんだ」

「はあっ!?」

　あからさまな不正を持ちかけられて、悠斗は不快そうに眉まゆを寄せた。

　戦う意義を見つけたこと、善き戦士と出会ったこと。人々に認めてもらえた本大会に泥どろを塗ぬられた気がして、悠斗は険しい顔で男をにらむ。

「いきなり出てきて何ですか？　そんなことを言われて、はいそうですかとうなずくバカがいるとでも思ってるんですか？」

「貴様、何だその態度は？　魔法使いのくせにずいぶんと粋いきがっているな。礼れい儀ぎや配はい慮りよという言葉は、ご自慢の頭脳の中には存在しないのか？」

「鏡に向かって同じことを言われたらいかがですか？」

「貴様っ！　思い上がりも甚はなはだしいぞ！」

　腰こしのベルトに吊つるした剣の柄つかに手をかけて、今にも抜ぬき放とうとする男。

　言動と身なりの良さから、戦士至上主義を信しん奉ぽうする貴族のボンボンか何かだと判断した悠斗は、呆あきれながらも引き下がることはしなかった。

「この私に逆らえば、どうなるか分かっているのだろうな？」

「知りませんよ。ってか、悪徳貴族みたいなこと言わないでくださいよ」

「……貴様、この私が誰だれか知らないのか？」

「だから、知りませんって。どこのどなたなんですか？」

「……ふん。なるほどな。それも一興か」

　悠斗の質問の一いつ切さいに答えることなく、自分一人で勝手に納得した貴族風の青年。

　彼は去り際ぎわに、

「後で後こう悔かいしても遅おそいからな？」

　とだけ言い残して、振ふり返ることなく通路の先へ進んでいく。

（ここでも『頭痛が痛い』かよ。いかにもなボンボンだな）

　他者を顧かえりみない態度。すぐに激げき昂こうする性格。知性の乏とぼしさを感じさせる言動。

　王女の庇ひ護ごを受けたこと、大会で勝利を重ねたことにより、もう戦士至上主義者にからまれることはないだろう。悠斗はそう考えていたのだが──権力を持つ者の中には、まだああいった手合いがいるようだ。

（名前だけでも見ておくか）

　もしかすると大貴族の子息なのかもしれない。

　後でヴァレンティアに聞くために、悠斗はシステムメニューを起動した。




『アレクサンダ・レダ・イシリアス。《フェンサー》。20歳。レベル78』




　情報表示の機能を使い、男の名前を確かく認にんした悠斗は、意外なレベルの高さに驚いた。

（78……大会参加者の平均値に近いレベルだな。さすが戦士の国……あんな坊ぼつちゃんでもしっかり鍛きたえてるってことか）

　下手に力をつけたからあのような性格になってしまったのか。それとも元からああなのか。おそらく後者であろうと思いながら、悠斗は今度こそ観客席へと戻もどっていった。
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　午前の部が終しゆう了りようし、休きゆう憩けい時間に入ったころ。

　少女たちを連れて控ひかえ室へと移動した悠斗は、件くだんのアレクサンダ某なにがしのことをヴァレンティアに報告することにした。

　貴族風の青年にからまれたこと。買収を持ちかけられたこと。話を進めるにつれて、ヴァレンティアの眉み間けんにはどんどんしわが寄っていったが、

「何だと？　アレクサンダだと!?」

　悠斗が青年の名前を告げると、王女は頭を抱かかえて座り込んでしまった。

　よほど悪い相手なのだろうか。ここまでうろたえるヴァレンティアの姿を見たことがない悠斗は、アレクサンダとは誰なんですかとおっかなびっくり問いかけた。

「アレクサンダが誰かだと？　決まっている……私の、兄だ」

「えええええええええっ!?」

　返ってきた答えは、悠斗の想像を超こえたものだった。

（あの頭の悪そうなボンボンが……ヴァレンティアさんの、兄!?）

　そういえば、くすんだ色の金髪は、ヴァレンティアとまったく同じものだった。

　それにしてはまるで似ていない頭の中身──悠斗は遺伝子の不思議に震ふるえた。

「バカだ、バカだとは思っていたが、まさか御ご前ぜん試合で不正を働くとはな……しかも第五王子自ら。身内の恥はじだ……」

　壁に両手をついてうなだれるヴァレンティア。

　あんな男が自分の兄なら、それはそれは嫌いやなことだろうと悠斗は王女に同情していた。

「あれ？　でも、名字が違ちがいませんか？　ヴァレンティアさんはサウスリアで、あのアホ……いやいや、王子様はイシリアスですよ？」

「器物破損に色いろ狂ぐるい。従者への暴行に市民への暴言。戦士としては一流の才能を持ってはいたが、さすがに放ほう蕩とうが過ぎてな。父上に名字を取り上げられたのだよ、あのバカ兄は。イシリアスは母方の名字だ」

「そ、そうですか」

　何を聞いても地じ雷らいを踏ふみそうで、悠斗はそれ以上アレクサンダについてたずねるのは止やめることにした。その優やさしさを感じて暗い瞳ひとみで微笑ほほえむヴァレンティアは、今にも吐と血けつしそうになっていた。

「しかし、困ったことになったな。まさかアレクサンダが出張って来るとは」

「王子は……手段を選ばない方ですからね。それに魔法使いがお嫌きらいですし」

「魔法使いに……ユート殿どのに勝たせないためなら、ヤツは何でもするだろう。私たちが考える以上に悪あく辣らつな手法を取るはずだ。それこそ、アルタードに国宝を貸かし与あたえてでもユート殿を倒たおそうと……あ、あり得る！」

　心を落ち着かせようと冗じよう談だん交じりに話をしていたヴァレンティアは、顔を青ざめさせて愕がく然ぜんとした。

　ふらつく王女をリーゼベルが慌あわてて支え、ルナリエッタが運んできた椅い子すにゆっくりと座らせる。

「本当に困ったことになったぞ、ユート殿……我が国の宝物庫には、『魔ま法ほう殺し』と呼ばれる品が存在するのだ。あれを持ち出されたら……」

「魔法殺し？　それって何ですか？」

「魔法を無効化する鎧よろい。魔法を反射する盾たてに、魔法を吸収する剣けんだ。あの三種の神器をそろえられたら、いかなユート殿であろうと手も足も出ないだろう」

　クーティアが持ってきた濡ぬれたハンカチで目元を覆おおい、ぐったりと天てん井じようを見上げるヴァレンティア。積み木の城を崩くずされた幼子のように気落ちした王女は、弱々しい声で兄の愚ぐ行こうを予言した。

「抵てい抗こう出来ないユート殿をいたぶらせて、みじめな姿を衆目にさらすつもりなのだ、あの兄は。そして高らかに戦士至上主義を唱えるつもりだろう。そういう人物なのだ、あのアレクサンダは……」

　大きなため息を吐はくヴァレンティア。過去に何度もアレクサンダに魔法文化の発展を邪じや魔まされた王女は、疲つかれたように腕を垂らした。

「魔法殺しか……」

　控え室にいる少女たちがそろって王女を気き遣づかう中、悠斗は決勝戦に現れるであろう『対魔法使い特化型戦士』のことを考えていた。

　同時に、彼はクリストフから聞いた冒ぼう険けん者ギルドの刺し客かくの話を思い出していた。

（そうか、刺客はアルタードとバカ王子のコンビだったのか！）

　悠斗が王女の後ろ盾だてを得たように、冒険者ギルドは王子と手を結び、彼の援えん助じよを受けて刺客を放ったのだ。

　悠斗を確実に倒すため、王家の秘宝さえも持ち出して──。

（そこまでするか、普ふ通つう……よし、見てろよ）

　王女は悲ひ嘆たんに暮れているが、相手の出方が分かっていれば、対処のしようもあるというものだ。

　悠斗は早さつ速そくアイテム欄らんを開き、一本の杖つえを取り出した。




『さあ、みなさまお待たせしました！　選手の入場です！』

　太陽が照りつける正午のコロッセオ。

　北門からは白い鎧の騎き士しが現れて、南門からは黒くろ髪かみの魔法使いが現れた。

　二人は真っ直すぐにリング中央へと進み、握あく手しゆを交かわせる位置にまで近づく。

『一人は大魔法使いコウヅキ・ユート！　準決勝でのヴァルガードとの激げき闘とうは素す晴ばらしいの一言で、目を閉じれば鮮せん明めいによみがえるようであります。人々の期待を一身に集める若き賢けん者じやは、いったい、決勝戦ではどのような魔法を見せてくれるのか！』

　いつもの純白のローブに、木槌のようにも見える杖。ほんの少しの変化を見せた悠斗は、対戦相手のアルタードに遠えん慮りよのない視線を送っていた。

『もう一人はアルタード！　経歴、素顔、能力の限界のすべてが謎なぞ！　装備の一切を変えてしまったのは、全力を出すためか、はたまた魔法対策か！　謎の白騎士アルタードの活かつ躍やくに、どうぞみなさんご期待ください！』

　ヴァレンティアの予想通り、【魔法無効化】のルーンが刻まれた鎧を着たアルタードは、悠斗に見せつけるように剣と盾とを持ち上げた。

　そこにも【魔法吸収】、【魔法反射】を意味する紋もん章しようが刻印されており、それら三つは間ま違ちがいなくサウスリアの秘宝であった。

「あのバカ兄……！」

　一度リングに出てしまえば、そこは出場者だけの世界だ。

　どちらかが勝利を収めなければドーム状の結界は解かれず、また、外部から無理に解くことは許されない。御前試合の決勝戦は正午に行うという決まり事のように、神聖なるリングには王族であっても不ふ可か侵しんだというルールがあった。

「あれは……？」

「いや、まさか。レプリカでしょう」

「……違うぞ。本物だ！」

「何だと!?」

　王家の宝物庫に保管されているはずの『魔法殺し』が現れて、貴き賓ひん席の王族たちの間に動どう揺ようが広がった。

　中には試合を中断し、アルタードに事情を聞けという者までいたが、厳格な決まりは破ることが許されなかった。

『ふっ』

　王族が慌てふためくのを見て、アルタードが短く嗤わらった。それを聞いた悠斗は、やはりこいつもグルなのだと確信し、対戦相手への慈じ悲ひや情けの一切を捨てた。

「お前がそういうつもりなら、俺も容よう赦しやはしないぞ」

　悠斗の言葉に、アルタードがフルヘルムの奥でにやついた。

　顔は見えずとも気配でそれが分かるほど、アルタードの態度はあからさまだった。

『それでは、決勝戦の始まりです！　開始の鐘かねが……今、鳴ったぁーっ！』

　両者が距きよ離りを取り、向かい合ったところで、試合開始を告げる鐘の音が鳴り響ひびいた。

　同時に悠斗が杖の先せん端たんをアルタードに向け、先手必勝とばかりに魔法を放った。

「【マジック・ミサイル】、発射！」

　悠斗の十八番おはこ、敵の力を見定めるためにも使われる魔法は、光の尾おを引いてアルタードに迫せまる。

　しかし、白騎士は動かない。それどころか両手を広げ、迎むかえ入れるように【マジック・ミサイル】を受け止めて──。

『こ、これは……！　これはどうしたことだーっ！　直ちよく撃げきしたはずの【マジック・ミサイル】が消えてしまいました！　不発だったということか!?』

　魔法のことをよく知らないのか、小太りの司会者が的外れなことを言い出した。

　一度発動した魔法が不発になることなどあり得ない。もしも魔法が消えたのならば、それは何かしらの力が働いたということである。

「【エレメンタルダンス】！」

　アルタードに迫る五色の光球。

　そのすべては、刀身に吸い込まれ、盾に反射され、鎧にぶつかり消えていった。当然、アルタードにダメージはない。
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「やはり、本物か！」

　貴賓席のヴァレンティアが苦々しげに叫さけんだ。

　その声に気づいた王族たちは、信じられないとばかりにアルタードを──彼が身につけた三種の神器を見た。

「だ、誰だれだ……？」

「誰がヤツに秘宝を与えたのだ！」

「誰が『魔法殺し』を持ち出したのだ!!」

　第一から第四までの王子が烈れつ火かのごとく怒いかり狂い、王は言葉も無くしてわなわなと震えていた。

　だが、一度始まった試合は止められない。神聖な取り決めは破れない。だからこそ王と王子たちは歯がゆく、苛いら立だたしかった。

『装備の力か？　あるいはアルタードの能力か!?　魔法が通じない！　ユートの魔法が通じなぁーい!!　すべてが無効化されております！』

　司会者が叫び、観衆は困こん惑わくした。

　強力無比な悠斗の魔法が、小石をぶつけるほどにも効いていない。輝かがやく光こう弾だんはアルタードの装備に触ふれるやいなや、煙けむりのように消え失うせてしまう。

「やっぱり効かないな」

　やがて悠斗は魔法を撃うつのを止め、柄えの長い木槌のような杖を、まさしく木槌として使うように両手で握にぎった。

　まさか魔ま法ほう使つかいが肉にく弾だん戦を挑いどもうというのか。あまりにも無む謀ぼうな行動に、観客席からどよめきが起きた。

『く、くく』

　悠斗の蛮ばん行こうに、アルタードが嘲ちよう笑しようを漏もらした。

『ふ、ふふ。くくくく……』

　こらえられないとばかりに腹をよじって、白騎士はくぐもった笑い声を上げた。

「今のうちに笑ってろ」

　下段に木槌を構えた悠斗が、両手両足に力を込めた。笑うアルタードを冷たく見すえ、今にも飛びかからんとした。

　だが、それよりも早くアルタードが手を動かして──なんと彼は、戦いの最中、自身のフルヘルムに手をかけて──。

「はあーっはっはっはっはっ！　愚おろかな！　何と愚かな！」

　その素顔を、衆目にさらした──！




「「「…………………………」」」




　コロッセオを、耳に痛いほどの静せい寂じやくが支配した。

　悠斗も、ヴァレンティアも、少女たちも。王も、四人の王子も、他ほかの王族たちも。

　司会者や観衆、その場にいた誰もが、あまりの衝しよう撃げきに声を失って──いや、呆あきれて物が言えずにいた。

「魔ま法ほうが効かぬと分かると接近戦か！　得意の魔法は使わないのか！　ふふふ、いったい何のための魔法なのだか！」

　謎の騎士アルタードだと思われていたのは、サウスリア王国第五王子、アレクサンダ・レダ・イシリアスその人だった。兜かぶとで顔を隠かくし、偽ぎ名めいを使い、決勝戦の場に立ったのは、王族一の嫌きらわれ者だった。

「見ろ、サウスリアの民たみよ！　ご覧ください、我が父よ！　これが魔法使いの真実だ！　賢者を気取る者たちも、いざという時は肉体に頼たよるのだ！」

　勝利を確信したアレクサンダが、満面の笑えみを浮うかべて演説をぶつ。

　両手を広げ、観客席に向けて大声を張り上げる。静寂の中、アレクサンダの声はよく通ったが──それを聞いた者たちが思ったのは、「なに言ってんだこいつ」だった。

「さあ、どこからでもかかって来るがいい！」

　人を騙だまし、脅おどし、傷つけてきたアレクサンダの評判はすこぶる悪い。

　好き勝手にふるまい、すべてを自分の思い通りにしようとした第五王子は、人望は無きに等しかった。

「どうした、来い！　かかって来い！」

　サディスティックに笑いながら、すくい上げるように両手で手招きをするアレクサンダ。道どう化けにも似た王子の姿に、頭が痛くなってきた悠斗は、

「やってもいいですか？」

　と、王族全員に視線で問いかけた。




　──王族たちは、全員、両手で輪を作ってうなずいた──。




「ぐあーっ!?　な、何をする！　何をするヤメロォー！」

　静まり返ったコロッセオに、ただ王子の悲鳴と鈍にぶい音が響き渡わたる。

「この！　この卑ひ怯きよう者め！　正々堂々と戦うがいい！」

　一分前まで、ドヤ顔で踏ん反り返っていたアレクサンダは、悠斗が放った投と網あみを魔ま法ほうと勘かん違ちがいしてまともに受けてしまった。

　結果、強きよう靭じんな繊せん維いの網がからまり、アレクサンダは芋いも虫むしのように地面を転がった。

「ぐあばっ！　がほおっ！　この、調子に、乗る、がっ！」

　魔力を消費して物理攻こう撃げき力を高める杖は、王子を殴おう打だする木槌としても使われた。

　鎧よろいは依い然ぜん、魔法からアレクサンダを守り続けていたが、悠斗が今行っているのは物理攻撃である。

　悠斗は宣言通り容赦なく、わざわざさらしてくれた顔も狙ねらって、何度も何度もアレクサンダに杖つえを振ふり下ろした。

「無効だ！　このような試合、無効ぉっ！」

　いかにもな俗ぞく物ぶつである王子は、断だん末まつ魔ままで情けないものだった。

　甲かん高だかい悲鳴を上げて転移光に包まれた王子。決勝戦の対戦相手を見送った後、悠斗は勝かち鬨どきも上げずにとぼとぼと南門へと帰っていった。

　彼は言いようのない疲ひ労ろう感かんを覚えていたが──それは、この場にいた全員も同じだった。
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「勝利とは、なんて虚むなしいものなんだ……」

　誰もが落ち込み、疲つかれた顔をしていた表ひよう彰しよう式しきの後。

　控ひかえ室に戻もどった悠斗は、ニヒルな顔をして黄昏たそがれていた。

「王制とはなんと弊へい害がいの多い統治体制か……」

　悠斗の隣となりでは、やはり暗い目をしたヴァレンティアが、同じように黄昏れていた。

　アレクサンダの企たくらみによる直接の被ひ害がい者しやは悠斗だったが、心的なダメージは身内である彼女の方が深刻だった。

「頑がん張ばるの、もう止やめヨ」

「王制打だ倒とうしヨ。民主制でも取り入れヨ」

「わ、わ～!?　お二人とも、お気を確かに～！」

　遠くを見つめ、何やらネガティブなことを呟つぶやく二人を、リーゼベルが大声を上げて何とか現世につなぎとめていた。

「ユ、ユートさま。お疲れさまでした」

「本当にお疲れ様でした。あの王子は、見ているだけでも疲れましたよ」

「わう？　アレ、王子さまだったの？」

　クーティアにもアレ扱あつかいされるアレクサンダは、実際、アレな王子だった。

　冒ぼう険けん者ギルドの老人たちに唆そそのかされ、勝てば官軍とばかりに無法の限りを尽つくしたアレクサンダ。神聖な御ご前ぜん試合で買収、脅きよう迫はくを行った。王家の秘宝まで持ち出して、挙げ句、魔法使いに肉弾戦で負けてしまった。

　今度という今度は許されるものではなく、アレクサンダは名字に続いて王位継けい承しよう権を取り上げられ、スパルタなことで知られる修道院に連行された。彼が今後、更こう生せいするかどうかは──神のみぞ知ることであった。

「ふう。まあ、これで依い頼らいも終わったことだし、しばらくは村でのんびりするかな」

「ふふっ、そうですね」

　うんと伸のびをする悠斗に、アルマが微笑ほほえみかけた。

　悠斗の意思を尊重すると決めたアルマだったが、それでも悠斗といっしょにディルカ村に帰れるのは、彼女にとっては何よりの喜びだった。

「わうー♪　お父さん、お母さん、元気かなぁ」

『わんわんっ！』

　10歳児のクーティアは、アルマに比べて素す直なおなものだった。

　一月近くも両親と離はなれ、少しだけホームシックになっていたクーティアは、愛犬のスフレを抱だき上げてくるくると踊おどっていた。

「寂さびしくなりますね……」

「なに、今生の別れというわけではない。会いたくなればこちらから出向けばいいのだ」

「は、はい！　それもそうですね」

　ディルカ村の住人ではないリーゼベルとヴァレンティアは、早くも村へ行く計画について話し始めた。比ひ較かく的てき自由な立場にあるリーゼベルは、時間に空きがあればちょくちょく遊びに行こうとまで考えていた。

「お土産みやげは何を買いますかね」

「え？　買い出しはもう済ませただろ？」

「何を言っているのですか。お土産と生活必ひつ需じゆ品ひんは別物ですよ」

「だね、ルナちゃん。私はおじいちゃんに何を買おうかな……」

「クーはクッキー！　クッキー買うよ！」

　やがて決勝戦の疲れも抜ぬけたころ、悠斗たちはお茶を淹いれて歓かん談だんし始めた。

　お土産のこと。村に帰った後のこと。温泉地に行きたいという話。それより寝ねていたいという反論。午後三時の気だるげな空気の中、悠斗たちはそれぞれに思いついたことをそのまましゃべって──。

「あれ？　そういえば、またクリストフさんがいない」

　そうした会話の中で、悠斗は宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようの姿がないことに気がついた。

　決勝戦や、表彰式の時にはいたのだが──控え室に移動するころには、クリストフはもうどこかへ消えていた。

「ああ、クリストフなら調べものがあると言って王城に向かったぞ」

「……このタイミングで？　調べるって何を？」

「ふむ。そういえば変だな……後で少し話を聞くとしよう」

　姿を見せないクリストフ。悠斗を避さける宮廷魔術師長。

　最後に話した時、彼が見せた不ふ審しんな言動を思い返しながら、悠斗はヴァレンティアに問いかけていた。

「俺、クリストフさんに嫌われたんですかね」

「いや、そんなことはないぞ。ユート殿どのは考えすぎだ」

　悠斗の懸け念ねんを軽く笑い飛ばし、王女は手ずからビスケットを取り分けた。

　頭を下げて取り皿を受け取った悠斗は、早さつ速そくビスケットをかじりながら、なおもクリストフのことを考えていた。




「あれは……」

　魔ま石せきのランプをかざし、王宮の地下へと続く階段を下りていくクリストフ。

　強い焦しよう燥そう感かんにより、やつれたようにも見える宮廷魔術師長は、悠斗と──そして、もう一人のことを考え、ぶるりと体を震ふるわせた。

「あれは禁きん忌きの力だ……」

　彼の目に映るのは、焼きついて消えない凄すさまじい光景だ。

　吹ふき荒あれる悪あく魔まの嵐あらし。もしもあの場に結界がなければ、自分は今ごろ生きてはいないとクリストフは確信していた。

「それに、あの少女は……」

　悠斗が連れて歩いているメイド。彼女の紅あかい瞳ひとみを暗くら闇やみに幻げん視しし、クリストフは慌あわててランプをそちらに向けた。

　ぶつぶつと何事か呟きながら、ゆっくりと階段を下りていくクリストフ。

　彼の行く先には、古文書が収められた資料室があった。

　クリストフはそこで──。
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　当初の予定から延びていたが、悠ゆう斗とたちが王都に滞たい在ざいするのも、残り二日となった。

　ヴァレンティアに呼ばれ登城した悠斗は、最後に一度、魔ま法ほうの講義でも求められるのだと思っていたが──予想に反し、彼を待っていたのは怪あやしげな宮廷魔術師たちではなく、礼装をまとった戦士たちだった。

「コウヅキ・ユート殿。ご到とう着ちやく、お待ちしておりました！」

　金色の装そう飾しよく鎧よろいを着込んだ男が、馬車から降りた悠斗の前でだみ声を張り上げた。

　すると、城門から城にかけて、道の両りよう脇わきにずらりと整列していた槍やり兵へいが、下げていた長槍を一いつ斉せいに引き上げた。

「な、なんだ？」

　東の修練場に集まった音楽隊が、高らかにラッパを吹き鳴らす。

　パレードの音楽のようなそれを聞きながら道を歩いていた悠斗に、今度は西側から黄色い声が飛んでくる。

「あれが魔ま法ほう使つかい殿なのね！」

「あら、可愛かわいらしい！　それにオリエンタルな顔つきだわ！」

「コウヅキ様ー！　こちらを向いてくださいなー！」

　建物の中から、貴族の女たちが悠斗に熱い視線を送ってくる。

　強い男が大好きで、少しばかりミーハーで。大規模な闘とう技ぎ大会が行われるたびに『心に決めた方』がころころ変わる女たちは、今回の優勝者、黒くろ髪かみの魔法使いという変わり種も歓かん迎げいしていた。

　彼女らだけではない。兵士たちも、遠巻きに悠斗を見る貴族の男も、先日、コロッセオにいた者たちは全員、程度の違ちがいこそあれ悠斗に友好的な視線を向けていた。

　良くも悪くもサウスリアは実力主義の国だ。いつぞやクリストフが言ったように、実力がない者にはこの国の人間は手厳しい。

　逆に言えば、力を示した者を評価する土ど壌じようがあるということで、この熱ねつ烈れつな歓迎はそれを如によ実じつに表していた。

（これはいったい何の騒さわぎだろう……）

　道を歩き、王城の中を進み、やがて大きな扉とびらを開けた悠斗。

　まだ事態を吞のみ込めていない彼の前には、広々とした空間があり、その奥には玉座が備えられ──。

「おお、来たか！　待ちわびていたぞ！」

　ヴァレンティアやアレクサンダによく似た金きん髪ぱつを持つ男。

　ゆったりとした衣ころもを袈け裟さがけに着て、月げつ桂けい樹じゆを模した金きん冠かん、いくつもの腕うで輪わをつけた壮そう年ねんの男性が、玉座から悠斗を見下ろしていた。

「ユート殿、よく来てくれた」

「ヴァレンティアさん！　いったいなんですか、これは。あの人、王様ですよね？　それでここは謁えつ見けんの間で……」

「すまない。父上がどうしても会って話したいとおっしゃってな。突とつ然ぜん、呼びつけるような形になってしまった」

「いえ、それはいいんですけど……」

　石敷じきの床ゆか一つとっても歴史と荘そう厳ごんさを感じさせる謁見の間で、悠斗は横から近づいてきたヴァレンティアに困こん惑わくした顔を向けた。

　何か自分はやらかしてしまったのか──もしや、アレクサンダをボコボコに叩たたきのめしたのがやりすぎだったのか。

　不安に思う悠斗を、しかしサウスリア王は笑顔でほめ称たたえた。

「ユート殿、先日は大たい儀ぎであったな。我が息子むすこが迷めい惑わくをかけたのは申し訳なく思うが、あのアレクサンダを一方的に叩きのめした手しゆ腕わん、見事であったぞ」

「あっ、はい！　ありがとうございます」

　手放しの称しよう賛さんを受けた悠斗は、背筋を伸のばして王に頭を下げた。

　そうした動作の一つ一つに王が好ましさを覚えているのは、やはり悠斗が実力を示したからだ。強者を讃たたえる心に、戦士職か魔法職かなどはささいな違いでしかなかった。

「実はな、私も魔法使いの価値は認めていたのだよ。外交上、他国の軍事力を『見せつけられる』機会も多くてな。我が国の優ゆう秀しゆうな戦士に比ひ肩けんし得る魔法使いがいることは、もうずっと前から知っていたのだ」

　王はそう言って頰ほお杖づえをつき、壁かべ際ぎわにひかえる家臣の何人かをねめつけた。

　悠斗には知る由よしもないことだったが、彼らはみな頑かたくなな戦士至上主義者であり、強い発言力を持つ彼らのおかげでサウスリアの魔法文化の発展は妨さまたげられていた。

　柔じゆう軟なんな思想を持たない家臣にわざとらしく嘆なげいてみせ、王はすぐに顔を上げた。

「サウスリアの前身、ロマリア帝てい国こくが版図を広げたのは強きよう靭じんな戦士たちの力によるところが大きいが、そこに魔法の力がなかったわけではないのだ」

「そうなんですか？」

「ああ、そうだ。ヴァレンティアに与あたえた転移の指輪もそうだが、今も稼か働どうしているコロッセオの仕かけもそうだ。当時の資料は多くが散さん逸いつしてしまったが、今よりはるかに魔法文化が発展していたことは遺産や記録の断だん片ぺんからうかがい知ることが出来る」

　それなのに今の世に魔法の知識が伝わっていないのは、戦士至上主義者の企たくらみによるものだった。

　絶対数が多く、摩ま訶か不ふ思し議ぎな力を過度に恐おそれた戦士たちは、『地道な努力』で魔法使いを排はい斥せきしていった。それがサウスリアの周辺に魔法大国を生む結果に繫つながったのだから、何とも皮肉な話であった。

「この国の人間の意識を変えて魔法文化を取り戻もどすには、何か起き爆ばく剤ざいが必要になると思っていたが……その点で言えば、貴き殿でんは申し分のない活かつ躍やくを見せてくれたぞ」

　知れば知るほどに姿を現す魔法の力を認める者たち。

　理解者が増えていくのは頼たのもしく、後ろ盾だてに王家を選んだ悠斗は、自分の判断は間ま違ちがいではなかったと安あん堵どし、

「何か褒ほう美びを与えよう。何がいいか……そうだ、そこのヴァレンティアなどはどうだ？」

「はい……はい？」

　ちょっと早まってしまったかもと後こう悔かいした。

「えっと、すみません。もう一度言ってくださいますか？」

「我が娘むすめ、ヴァレンティアとの婚こん姻いんを勧すすめているのだ。どうだ？　いい話だと思うが」

「いやいやいや！　そんなのお父さんが決めることじゃ……」

「私は構わんぞ？　どうせ政略結婚だと思っていたが、ユート殿どのが相手なら私もうれしい。なに、愛情などは結婚した後に育はぐくめばいいのだ」

「王族の感覚が理解出来ない！」

　そう叫さけぶ悠斗の感覚こそ、謁見の間にいた者には理解出来なかった。

　王女と結婚するということは、庶しよ民みんには望むべくもない権力が手に入るということだ。上手うまく立ち回れば王女との子どもを王にすることも出来る。

　そうした可能性を考こう慮りよしようともせず王の提案を断る悠斗を、無む欲よくな人物だなと感心半分、呆あきれ半分で家臣たちが見つめていた。

「なに？　親の贔ひい屓きというものではないが、ヴァレンティアは良い娘だぞ」

「それとこれとは話が別です！」

「なに？　ユート殿、ヴァレンティアはこう見えて情の深い女だ。良い妻になるぞ」

「そうでしょうけど、お断りします！」

「なに？　悪いことは言わない。どうか考えてみてもらえないか？」

（ＲＰＧの王様キャラかよ！）

『はい』を選ぶまで無限に問答が繰くり返される強制イベント。

　かつてゲーム内で見たことがあるやり取りを連想しながら、悠斗はこの申し出をどう断ったものかと考えを巡めぐらせていた。
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「それでは、みんなとの別れを惜おしんで……かんぱーい！」

「「「乾かん杯ぱい!!」」」

　悠斗がサウスリア王に謁見し、王女とくっつけられそうになった日の夜。

　まだ陽ひが沈しずんだばかりなのに、『けるべろ亭てい』に集まった常連客たちは、早くもビールを飲み干して、二杯目、三杯目を大おお樽だるから注いでいた。

「プティさんって宴えん会かいが好きだよな……」

　初めて出会った時もそうだったが、『けるべろ亭』の店主は何か理由を見つけると、すぐさまご馳ち走そうを作って宴会を開く。

「みんなで騒ぎたいだけなのよ～」

　とは、プティとの付き合いが長いライラの談である。

　眠ねむたそうな目をした給きゆう仕じの背中を見送って、悠斗はなるほどなと呟つぶやいた。

「ユート様にかんぱーい！」

「プティさんに乾杯！」

「『けるべろ亭』に乾杯だあっ！」

　あまり騒がしいのは好きではない悠斗だが、『けるべろ亭』の和気あいあいとした雰ふん囲い気きは嫌きらいではなかった。

　常連客に混じってジョッキをあおり、厨ちゆう房ぼうに戻っては新しい料理を持ってくる女じよ傑けつをちらりと見てくすりと笑う悠斗。ちびちびとジンジャーエールを飲んでいた彼のところに、少女たちがグラスを持ってやって来た。

「ユートさま。登城、お疲つかれさまでした」

「おつかれさま！」

「なかなか大変だったようですね」

　プティの手伝いも一段落ついたのか、悠斗と同じテーブルについた少女たちは早さつ速そく、料理に手を伸ばした。彼女らを待っていた悠斗も、サラダや生ハムを取り分けて、パンに挟はさんで食べ始めた。

「しかし、まさか王女様と結婚させられそうになるなんてな」

　即そく席せきで作ったパニーニを頰ほお張ばりながら、悠斗は昼間にあった出来事を語った。

　よほど大変だったのか、這ほう這うの体ていで『けるべろ亭』に帰ってきた悠斗は、そのことばかり話していた。もうこの話も四回目か五回目か。それでも耳を傾かたむけてくれるアルマたちは、実に心優やさしい少女と言えた。

「人生どうなるか分からないもんだなあ」

　しみじみと呟く悠斗。異世界へ転移し、神様に祭り上げられ、今日は王族の一員になりそうになった彼の言には妙みように説得力があった。

「でも、もったいないですね。王女と結婚すれば権力が手に入りますのに」

「別にそんなのいらないって。むしろ、そういうのとは無む縁えんでいたいな」

「いやいや、考えてみてください。権力の中ちゆう枢すうに入り込んでですね。強大な魔ま法ほうと権力を駆く使しして、権けん謀ぼう術じゆつ数すうの世界でも神になるのですよ。しかし、表おもて舞ぶ台たいには決して姿を現さず、ある程度出世したら影かげが見え始めるという裏ボス的ポジションに……」

「ならねーよ」

　いったい、このメイドは悠斗をどのような人物にしたいのか。

　リスやハムスターのような速さで茹ゆでトウモロコシをかじっているルナリエッタを見ながら、いつまで経たっても彼女のことは分からないなと悠斗は思った。

「それにしても、ユートさまはもの凄すごい速さで出世なさいますね。王都に来てまだ一月も経っていないのに、もう王様に謁見が叶かなうなんて驚おどろきです」

　少し寂さびしそうに微笑ほほえむアルマは、段々と悠斗が遠い存在になっていくような気がしていた。彼女の祈いのりに応じて現れた悠斗は、その能力からアルマの『神さま』からみんなの『救いの神』になっていく。

　悠斗がより多くの人々の笑え顔がおを守るために力を使うことは、アルマも賛同したことではあるのだが──どうしても寂せき寥りよう感を覚えてしまうのが、人間の悲しさと言えた。

「いずれはユートさまも村を出て、王都で活躍なされるのでしょうね……」

　寂しさからついつい、望まぬ未来を口にしてしまうアルマ。

　しかし、悠斗はとんでもないとばかりに手を振ふって、彼女の言葉を否定した。

「いや、俺の家はディルカ村のあの家だ。そうだよな？」

「……はい」

　憂うれいを帯びた顔でうつむくアルマの手に自分の手を重ね、心配はいらないと笑う悠斗。手から伝わる温ぬくもりがアルマの心の中の暗雲を吹ふき払はらい、悠斗の笑顔はアルマに微笑みを取り戻させた。

「村に帰ったら、私、パンを焼きますね」

「うん。楽しみだ」

「お茶も淹いれますね。スープも作ります。ずっといっしょにご飯を食べましょうね」

「ああ……そうだな」

　重ねていた手を自然とつなぎ、悠斗とアルマは微笑みながら互たがいの目を見つめ合い──。

「お客さん困りますねえ。うちはそんな店じゃないんですよ」

「「わっ!?」」

　ルナリエッタに声をかけられ、物をほうり上げるようにつないだ手を離はなした。

「ご注意ください。ご注意ください。濃のう密みつなラブが発生しております。独身男性の方はあてられないよう、ご注意ください」

「な、何だと……!?」

「あっ！　ト、トマスのヤツが倒たおれてやがる！　まともに見ちまったんだ!!」

「ひ、ひでえ！　オレたちがいったい何をしたってんだよぉ……!?」

　ホイッスルを吹き、事故現場から人を遠ざけるように腕うでを振るルナリエッタ。

　しかし、時すでに遅おそく、独身男性だらけの常連客の中には泡あわを吹いて倒れる者が続出し、それは今も一人、また一人と増えていた。

「そんな……そんな、ここは安全だと思ってたのに！」

「地上に楽園など存在しないのか!?」

「神様！　神様ーっ！」

　つい先ほどまで平和だった『けるべろ亭』は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化し、それを酔よっぱらったプティが指差しゲラゲラと笑っていた。

「ふう……！」

　悠斗たちのテーブルを『ＷＡＲＮＩＮＧ』と書かれたテープで囲み終わったルナリエッタは、達成感に満ちた笑顔で額に浮うかんだ汗あせをぬぐい──そして、そのままの姿勢で、悠斗に頭をわしづかみにされて持ち上げられた。

「楽しいか？　この駄メイド」

「ええ、とっても」

　無表情なメイドが淡たん々たんと呟いた。

　その慇いん懃ぎん無礼な態度に青筋を浮かべた悠斗は、ギリギリとルナリエッタの頭を締しめ上げたが、いたずら者のメイドは顔をしかめることすらしなかった。

「も、も～！　ルナちゃん、からかわないでよ～！」

　顔を真っ赤にしてテープを撤てつ去きよし、アルマは片手で持ち上げられてぶらぶらと揺ゆれているルナリエッタを握にぎった拳こぶしでぽかぽかと叩たたいた。

「申し訳ありません。辛から党とうの私にとって、砂糖をぶちまけ、はちみつでコーティングしたような甘い空間は耐たえ難がたいものでした」

「も～！　も～！」

　悠斗が拘こう束そくを解いてからも、アルマはぽかぽかとルナリエッタを叩き続け、それをよけようともしないメイドは無表情に丸のトマトをかじっていた。

「おさとう？　はちみつ？　わう？」

「おお、よしよし。お前はそのまま無む垢くに育つんだぞ」

「わん！」

　この場で唯ゆい一いつ、ルナリエッタが何をしていたのか分からなかったクーティアは、しきりに首を傾かしげていたが、悠斗に頭を撫なでられて、細かいことはどうでもよくなっていた。

「まったく、すぐに色いろ恋こい沙ざ汰たにするなよ」

「こう見えて、私も年ごろの乙おと女めですからね。どうしても気になるのですよ」

「年ごろの乙女……」

　そういったものとは最も遠い位置にいるのがルナリエッタだと考えていた悠斗は、実に微び妙みようそうな顔で無表情なメイドを見た。

　その失礼な視線に気がついたルナリエッタは、頰ほおに人差し指を当て、少し思案してからこう言った。

「たとえば、ご主人様は王女がダメなら誰だれと結けつ婚こんするのか、わりと興きよう味み津しん々しんです」

「んなっ!?」

　思わぬ展開に、悠斗は飲みかけていたジンジャーエールを噴ふき出して、そのまま背中を曲げてげほげほとむせた。

「結婚……」

　ルナリエッタの言葉に、再び頰を染めたアルマが反応した。

「けっこん？　かみさま、けっこんするの？」

　クーティアはうれしそうに笑い、悠斗のお腹なかに抱だきついて彼を見上げた。

「い、いや。俺はまだ17歳だから、結婚だなんて……」

「結婚適てき齢れい期きですよ？」

「ずいぶん早熟だなっ!?」

　自分とこの世界の人々の常識の違ちがいに、悠斗はここでも愕がく然ぜんとしていた。

「あの、ユートさま？　私も気になります……」

「クーと！　クーとけっこんしよ！」

「じゃあ、私は略りやく奪だつ婚こんを狙ねらいます」

「ちょっと！　ちょっと待て、お前ら！　待ってくれ！」

　自然と胸を押しつけるように迫せまるアルマ。

　抱きつくクーティアに、ずいと近づくルナリエッタ。

　さしもの悠斗も少女たちの猛もう攻こうにたじたじになり、段々と壁かべ際ぎわに追いつめられていった。

「ユートさま」

「かみさま！」

「ご主人様」

「あわわわわ……!?」

　数々の苦難を乗り越こえ、少しずつ成長している悠斗だが、こういった場面にはまだまだ弱い。プレイボーイの手練手管が彼に備わっていれば、逆に少女たちを手玉に取ることも出来ただろうが、あいにく悠斗はただの少年だ。

　少女たちの匂においすら感じられる距きよ離りにいて、彼が出来ることと言えば、万が一にも少女たちの体に手が当たらないよう、万歳をすることだけだった。

「だ、誰か……!?」

　自分ではどうにも出来ず、悠斗は他ほかの者に救いを求めたのだが、

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね」

「くたばれくたばれくたばれくたばれ」

「ユートちゃん、モテモテね」

　常連客は怨えん嗟さの声を吐はき、頼たよれるライラは眠ねむたそうに笑うだけだった。

「誰を選ぶんですか？」

「けっこんしないの？」

「さあさあ。教えてください、ご主人様」

「た、助けて神様ーっ！」

　とうとう神様が神様に助けを求めるという珍ちん事じまで起きてしまった。

　この事態の打破を望み、それでも現れない救いの神に、神様扱あつかいされている少年は世の不条理を大いに嘆なげいていた──。
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「ひ、ひどい目に遭あった……」

　別れの宴うたげの最中、隙すきを突ついて少女たちから逃にげ出した悠斗は、勢いに任せて走り続けた結果、繁はん華か街がいに迷い込んでいた。

　大通りを行き交かう何十人、何百人のロマリア市民。魔ま石せきがはめ込まれた街灯に照らされて、オレンジ色をした夜の街。通りに面した酒場からはにぎやかな声が漏もれ聞こえ、道みち端ばたに座り込んだ戦士たちは酔っぱらって音程の外れた軍歌を歌っていた。

「……いかにもな場所だな」

　お子様はお断り、トラブルの火種がくすぶる夜の繁華街は、悠斗の目には犯罪者の巣そう窟くつのように映った。事実、路地にはガラの悪い男たちがたむろしており、アンダーグラウンドの住人たちはさらにその奥で、カモが迷い込むのを舌なめずりして待っていた。

（そろそろほとぼりも冷めてるだろ。帰るか）

　表は華はなやかさに飾かざられて、裏は汚お泥でいに満ちている。

　極きよく端たんな二面性を持つ繁華街は、プティやライラが子どもは夜に近づくなと警告した区画だ。そこまで幼くはない悠斗だが、年長者の意見を素す直なおに聞いて、オレンジ色に光る夜の繁華街に背を向けた。

　──すると、

「わっ!?」

　悠斗が目を逸そらしたのを見計らったかのように、脇わきの路地から瘦やせぎすの男が飛び出してきて、悠斗の体にぶつかった。

「ちょ、おい！　待て！　財さい布ふ！　俺の財布、返せっ！」

　よほど逼ひつ迫ぱくしているのか、餓が鬼きのような男は強ごう引いんに悠斗の懐ふところに手を突っ込んで、彼の小銭入れを奪うばい取っていった。スリとも言えない野や蛮ばんな強ごう盗とうの出現に、カッとなった悠斗は男の後を追って走り出した。

「くそっ、微妙に、速いなっ！」

　必死に足を動かしながら悠斗は男を追いかけたのだが、手が届きそうで届かない。

　振ふり返ることなく逃げていく男は、枯かれ木のような手足をしているくせに、悠斗よりも微妙に素早かった。

「《スカウト》か、あいつ……！」

　身のこなしから強盗のジョブを推察した悠斗は、このままではらちが明かないと、右手を男に向けて電でん撃げきの魔ま法ほうを発動した。

「【スパーク・ボルト】！」

　甲かん高だかい破は裂れつ音を立て、ほとばしった電撃は──運が悪いことに街灯が盾たてとなり、男の体には届かなかった。

「ああ、もう！」

　軽かる業わざ師のようにひらりと塀へいを乗り越えた男を追って、悠斗は大きく跳とび上がった。

　小銭入れには大した額は入っていないが、小さな巾きん着ちやく袋ぶくろはアルマがわざわざ作ってくれたものだ。無くしたところでアルマは悠斗を非難しないだろうが、そういった優やさしさをあてにするのが嫌いやで、悠斗は意地でも取り返そうと走り続けた。

「はあ、はあ、はあ……ええ？　コ、コロッセオ？」

　強盗を追って夜の街を走り続けた悠斗。

　どこをどう進んだのか、彼の目の前には見慣れた施し設せつが現れて、小銭入れを握りしめた男は、なんとその中に入っていった。

「建物の中で俺を撒まくつもりか？　甘いぞ！」

　構造だけで言えば、入り組んだ街の方が複雑だ。本気で逃げたいのならば、男はコロッセオに入るべきではなかった。建物の中に入って有利になるのは悠斗の方で、狭せまい空間ではたやすく狙いが定められた。

　悠斗はすぐにも男の背中をとらえ、【スパーク・ボルト】を直ちよく撃げきさせた。一度、観客席に出ようとしていた男は、もんどりうって倒たおれて巾着袋を手放した。

「ふー……手間かけさせやがって」

　感電して観客席に転がる男を放って、悠斗はリングの上に下りた。

　飛んで行った巾着袋は中に入っていた小銭をぶちまけていたが、どこも裂さけておらず、またほつれてもいなかった。

「こんな時、誰を呼べばいいんだ？　……騎き士し？」

　巾着袋を懐にしまった悠斗は、男の処しよ遇ぐうはどうしたものかと考えながら、いつもの南門から出て行こうとした。

　しかし、

「……あれ？」

　──通れない。

　門に扉とびらはなく、柵さくが置かれているだけだ。柵をまたげば通れるはずなのだが──見えない壁かべでもあるかのように、悠斗の手は空中で止まっていた。

「これって……？」

　リングに人が入ったことで、コロッセオの設備が誤作動を起こしたのか。

　試合中であると判断され──自動的に結界が展開したのだろうか。

「おいおい……ちょっと洒落しやれにならないな」

　コロッセオの結界は、悠斗の【デモンズ・テンペスト】にも耐えるほどの強度を持っている。まず力ちから業わざで穴を開けることは出来ないし、仮にそのようなことをすれば何が起きるか分からない。

「大おお怪け我がしたり、気絶したら転送……されるのか？」

　この状じよう況きようがイレギュラーなことなら、転移装置が動作するかどうかも怪あやしい。

　そもそも、気絶や大怪我などするぐらいならば、このまま朝を待った方がいい。悠斗は早くも脱だつ出しゆつを諦あきらめて、その場に座り込もうとした。

「ユート殿どの」

「……クリストフさん？」

　背後から聞き覚えのある声がして、悠斗は口元を緩ゆるめて振り返った。

　すると土のリングの上には、彼もよく知る人物がいて──。

「ん……？」

　無視出来ない違い和わ感かんに、悠斗は歩み寄ろうとしていた動きを止めた。

「──なにか？」

「いや……何で魔ま法ほう使つかいの恰かつ好こうをしているんですか？」

「こう見えて、宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようですので」

「そういうことじゃなくて……」

　久しぶりに顔を見せたクリストフ。

　いつも執しつ事じ服を着ていたはずの彼は、なぜか灰色のローブをまとい、手には節くれ立った黒こく檀たんの杖つえを持っていた。

「ユート殿」

　コロッセオの照明と月明かりとに照らされたクリストフは、顔に影かげが落ち、口だけが三日月のように裂けて見えた。それがどうにも不気味で、悠斗は宮廷魔術師長から一歩距離を取った。

「ご足労おかけして申し訳ありません。ですが、こうしてこの場所に立っていただけたこと、大変うれしく思います」

「どういう……ことですか？」

　悠斗の中の嫌な予感は、どんどん大きくなっていく。クリストフが放つ得体の知れない気配は、悠斗の警けい戒かい心しんに比例するように強さを増していく。

「ユート殿をここまで誘さそい出した男は、私の使い魔です。コウモリに魔法をかけて人に変化させ、ユート殿の財布をすらせる……どうです、ユート殿ほどではないにせよ、私の魔法も大したものでしょう？」

　自じ慢まんげに笑うクリストフが言っているのは、悠斗にちょっかいをかけたということだ。

　誇ほこらしげに自分が黒幕だと告げるクリストフに、悠斗はアイテム欄らんから取り出した杖を向けた。

「……おや。これはどうしたことですか？　私に杖を向けるなど」

　口では意外そうに言い、しかし張り付いたような笑え顔がおは崩くずさず、クリストフはにやにやと悠斗を見つめていた。

　その態度に、理由はどうあれ、今の彼は自分の敵なのだと悟さとった悠斗は、杖を握にぎった手にますます力を込めた。

「理由は教えてもらえますか？　その……こんなことをした理由を」

　怪かい人じん物ぶつとなったクリストフは、悠斗の才を見み出いだし、助言も与あたえてくれた存在だ。

　口くち汚ぎたない台詞せりふをぶつけるのはためらわれ、悠斗はなるべく言葉を選びながらクリストフの真意を探さぐろうとした。

　そうした配はい慮りよを無視するかのように、クリストフはふっと空を見上げ、独り言のように何事かを語り出す。

「栄光の時代。この国がロマリア帝てい国こくと呼ばれていたころ。王宮には一人の魔法使いがいました。王は彼の才能を愛し、魔法使いは帝国を愛していました。そして二人は手を携たずさえて、国を発展させていったのです」

　それは、悠斗がサウスリア王から聞いた話だった。

　かつての帝国の話。そこにいた優ゆう秀しゆうな魔法使いの話。

　聞き覚えのあるロマリア帝国時代の話は──クリストフが語るものの方が、より多くの情報を悠斗に与えた。

「コロッセオを始めとする帝国の魔ま術じゆつ的な遺産は、すべて彼らが手て掛がけたものです。王と魔法使いは国をより良いものとするために、出来ることは何でもしました。そして、帝国は栄えい華がを誇るようになりました」

　クリストフはまるでその時代を見てきたかのように語る。

　王があえて話さなかったこと。そして、王も知り得ないことを。

「しかし、魔法使いは……帝国を愛した魔法使いは、いつしか悪へと染まっていきました。慢まん心しん、驕おごり、他者への蔑べつ視し、増上慢。史上類を見ない大魔法使いは、その能力を自分のために使って暴君の如ごとくふるまうようになりました」

　古文書を解読したクリストフは、歴史の真実を知っていた。

　ロマリア帝国の魔法文化が衰すい退たいしていった本当の理由を、彼は知っていたのだ。

「正史には権力の座を追われたと記されていますが、彼は討とう伐ばつされたのです。二十四時間兵を差し向けられて、休む間もなかった魔法使いは、ほんのささいなミスを犯おかして捕ほ縛ばくされ、その場で首をはねられました」

　そこでクリストフは空を見上げるのを止やめ、悠斗に視線を戻もどした。もう彼の顔に笑みは無く、代わりに悲しげな表情が浮うかんでいた。

「人の善性を私は信じていません。人は誰だれでも堕だ落らくして、たやすく悪に染まります。それは力を持つ者ほど顕けん著ちよで、自分は何でも出来るのだ、世界は思い通りになるのだと錯さつ覚かくした時、人はえげつないことも平気でするようになります。そう、あのアレクサンダ王子のように」

　アレクサンダやかつての大魔法使いを例に挙げるクリストフ。

　懇こん切せつ丁てい寧ねいな説明に、彼が言わんとすることが悠斗には先読み出来てしまった。

「だからこそ、人じん智ちを超こえた力を持つ《マジック・ルーラー》は……かつての大罪人と同じ力を持つ貴方あなたは、存在が許されないのです。災いを起こすその前に、その芽を摘つまなければなりません」

　クリストフの結論は、悠斗が予想していたものとまったく同じであった。

　悠斗が比類なき力を持つ魔法使いだから、悪事をなす前に殺す。

　人間の悪い側面ばかりを信じている宮廷魔術師長に、悠斗は怒いかりの声を上げた。

「いきなり出てきて、勝手なこと言ってんじゃねえぞ！」

　誇こ大だい妄もう想そうを抱かかえたこの理論家に比べれば、まだ戦士至上主義者の方が可愛かわいく思えた。

　人間はすべて悪の素質を持っているなど、まさしく勝手な屁へ理り屈くつだ。悠斗が出会った人の中には、確かに性しよう根ねが腐くさった悪人はいたが、心優しい善人も確かにいた。

「とにかく倒す！　その後で王様に突つき出す!!」

「悪いとは思っています。ですが、これも宮廷魔術師長としての責務なのです」

　激げき昂こうする悠斗と、あくまで事務的なクリストフ。

　二人の魔法使いは、無人のコロッセオで己おのが魔ま力りよくを解き放った。
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「【スパーク・ボルト】！」

「【ウッド・パイル】！」

　相手を殺さないように戦う悠斗と、全力で殺しにかかるクリストフ。

　悠斗が放った電でん撃げきは木き杭ぐいに吸い寄せられ、焦こげた木杭は悠斗に迫せまった。

「くっ……！」

「【ボルカノ・スプラッシュ】！」

「おおお！　【ウォーター・ボール】！」

　間かん一いつ髪ぱつでこれを避さけた悠斗に、今度は燃え盛る火か炎えん弾だんが降りかかる。

　それを巨きよ大だいな水球で相そう殺さいしながら、今度は悠斗が先手を取った。

「【マジック・チェーン】！」

　光り輝かがやく魔法の鎖くさりが蛇へびのようにクリストフに襲おそいかかり、彼の体をがんじがらめに縛しばり上げようとしたが──。

「【オーラ・ブレード】！」

　杖から伸のびる光の刃やいばを振ふり回し、クリストフは魔法の鎖を断たち切った。

　それだけではなく、光の刃を今度は悠斗に向けて突とつ撃げきをしかけてきた。

「【スリープ】！」

「【ディスペル】！」

　催さい眠みん魔法の霧きりを打ち消し魔法で吹ふき散らし、クリストフは勢いを殺さずに杖を振り下ろした。それを自分の杖で受け止めながら、悠斗は腹立たしげにクリストフを罵ののしった。

「俺が悪人になりそうだから殺すって？　トンデモ理論だな……！」

「《マジック・ルーラー》の力は禁きん忌きの力。それを持っているだけで悪なのです」

「好きで身につけた力じゃない！」

　お互たがいに自分しか分からない理り屈くつや理由をぶつけ合い、悠斗とクリストフはじりじりとつばぜり合いをした。

「この……！　【エア・ボム】！」

「【エア・ボム】！」

　膂りよ力りよくでは勝まさる悠斗がクリストフを突き飛ばし、ガラ空きになった胴どう体たいに風の爆ばく弾だんを撃うち込んだ。しかし、クリストフがまったく同じタイミングで同じ魔法を放ったため、二人の間で爆ばく風ふうが巻き起こり、悠斗は後方へ吹き飛ばされた。

「【オーラ・ブレード】！」

　吹き飛ばされることを覚かく悟ごしていたクリストフの立ち直りは、悠斗よりも若じやつ干かん早かった。再び光の刃を出現させたクリストフは、地面に転がる悠斗に猛もう然ぜんと斬きりかかる。その斬ざん撃げきは戦士に劣おとるものではなく、それは悠斗を大いに動どう揺ようさせた。

（なんでこんなに強いんだ……!?）

　クリストフは宮廷魔術師の長おさを務めているが、レベル自体はそう高くなく、ジョブも《ハイウィザード》と平へい凡ぼんなものだ。それがなぜ、レベル１５０の《マジック・ルーラー》と渡わたり合うことが出来ているのか。

　コロッセオが正常に機能しているかどうか分からない悠斗は、なるべく殺傷力の低い魔法を使っているが──それにしては明らかにおかしい。

「どうなってんだ！」

【エレメンタルダンス】の光球をバリア代わりに使いながら、悠斗が後退し続ける。

　それに一定の距きよ離りを保って追いすがり、攻こう撃げき魔法を浴びせ続けるクリストフは、まるで恐おそれや疲つかれを知らない機械のようだった。

「……機械？」

　悠斗の頭の中で、かつての光景がフラッシュバックする。

　闇やみ雲くもに戦っていては決して勝てず、部屋の中にある宝玉を壊こわしてからでなければダメージを与えることさえ出来ない。《A.W.Online》で戦った、かつての強敵のことを悠斗は思い出して──。

「そうか、機械か！」

　悠斗は周囲に視線を走らせて、クリストフの力の源を探す。彼の強さの秘密は、コロッセオにある何らかの装置なのだ。それを壊さなければ、捕縛することも難しい。

　そう考えた悠斗は、必死になってそれらしきものを探したのだが、

「コロッセオの隠かくされた機能に気がつきましたか。さすがです」

　何も見つけられない。クリストフはその存在を認めているが、どこにあるのかが分からない。それもそのはず、クリストフに魔力を供給している装置は、結界の外にあった。

「ですが、装置はここにありません。結界内に入った時点で、貴方は詰つんでいるのです」

「ぐううう……！」

　じりじりと魔力、体力を消しよう耗もうしていく悠斗と、少しの衰おとろえも見せないクリストフ。

　彼らはまた杖つえと杖とを打ち合わせ、力比べの態勢に入った。

「ユート殿どのばかりに構ってはいられません。貴方の次は、あのルナリエッタという少女を殺さなければなりませんので」

「なっ……!?　何でだよ！」

　勝利を確信し、今後の予定を呟つぶやくクリストフ。

　彼の口から出てきた少女の名前に、さっと悠斗の顔が青ざめる。

「あの少女もまた、災さい厄やくの種だからです」

「さ……させるかああああああっ!!」

　全力を振り絞しぼり、悠斗はクリストフを撥はね除のけた。

　同時に、彼は杖を地面に突き刺さして、開いた両手をクリストフに向けた。

「これは……!?」

　クリストフはかつてない魔力の集中を感じていた。

　悠斗の体の奥底から湧わき上がる膨ぼう大だいな魔力。それは白い光となって彼を包み込んだ。

「おおおおおおっ!!」

　この狂くるった状じよう況きようを打破するための唯ゆい一いつの手段。破は壊かい力という点において、あらゆるスキルを凌りよう駕がする究極の魔法。

　その名は──。

「【エクス絶ターミ滅ネー光ション線】!!」

　絶ぜつ滅めつを意味する名前の光線は、眩まばゆいばかりに光り輝いて悠斗の手から放たれた。

　すべてを吞のみ込む破壊の光に、クリストフは──。




　クリストフは、少し悲かなしげに微笑ほほえんで──。




「………………なっ!?」

　直後、驚きよう愕がくに目を見開くことになる。

「結界に……穴が……!?」

　クリストフの予想を裏切って、【エクス絶ターミ滅ネー光ション線】が貫つらぬいたのは、コロッセオのリングを包む結界だった。

　上級範はん囲い魔ま法ほう【デモンズ・テンペスト】さえ防ぎ切った結界は、中天に丸い穴を開けて、その縁ふちから緩ゆるやかに崩ほう壊かいしていた。

「そんな……ぐあっ!?」

　結界を構成していた魔力が、雪のように降りしきる中──クリストフは、悠斗に殴なぐり飛ばされた。

「これでもうあんたに勝ち目はないぞ……！」

　崩壊していく結界を指差して、降こう伏ふくしろと目で伝える《マジック・ルーラー》。

　伝説さえも凌駕する若き大魔法使いに、クリストフは感嘆の吐と息いきを漏もらした。

「……どういうつもりだ？」

　仰あお向むけに倒たおれたまま安あん堵どしたように微笑むクリストフは、訝いぶかしげに眉まゆを寄せる悠斗に向かってささやいた。

「私は試金石だったのです」

「試金石？」

「ええ。ユート殿が露ろ悪あく的で一方的な私を感情のままに倒すのか、それとも許すのか。我が身を危険にさらしても、私は試ためさなければならなかった」

「そんなことで……！」

　勝手な理屈に、悠斗はカッとなってクリストフを怒ど鳴なりつけた。

「俺は悪人じゃない！　それぐらい分かれよ！」

「かつてはアレクサンダ様も善人だったのですよ。帝てい国こくのためを思って働いた古いにしえの《マジック・ルーラー》も、途と中ちゆうまでは確かに善人でした。私は責任ある立場として、禁忌の力を持つ貴方あなたの善性、そして本質を確かめなければなりませんでした」

「……っ！」

　続く言葉を詰まらせる悠斗に、立ち上がったクリストフは頭を下げた。

「とはいえ、私は人として許されないことをしました。ユート殿を試し、どちらに転んでもいいようにこのようなものまで仕込んで」

　そう言って、ローブの内側を見せるクリストフ。そこにはなんと【魔法反射】効果を持つ例の盾たてがあり、それを見た悠斗の背中を冷たい汗あせが伝い落ちていった。

「どのように処しよ罰ばつしていただいても構いません。このようなことをしでかした以上、罰は甘んじて受けましょう。ただ、これは私の独断ですので、他ほかの者には……」

「はあ……もういいです。傍はたから見たら、《マジック・ルーラー》の力は確かに危険ですし。試したくなる気持ちも分かります。釈しやく然ぜんとはしないけど、水に流します」

「……そうですか」

　申し訳なさそうに。




「しかし、あの少女。あの黒くろ髪かみのメイドはどうしますか？」

「……え？」

「気づいてなかったのですか？　あの子は──いえ、アレは魔ま物ものですよ」

　クリストフは真しん剣けんな表情で悠斗に忠告した。

「私はあの少女をこそ警けい戒かいしておりました。アレは……強い力を持つ悪魔です」

　念押しのように発せられた言葉。

　それは悠斗の心に突つき刺さり、ルナリエッタへの疑いを思い出させた。
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「じゃあね、クーティア。ペティとカロスによろしくね」

「うん！　バイバイ、おばさん」

　いよいよ悠ゆう斗とたちが王都を去る日がやってきた。

『けるべろ亭てい』の前には大型の幌ほろ馬ば車しやがつながれていて、荷物が満まん載さいされた荷台からは、クーティアとスフレがひょっこりと顔を出していた。

「さびしくなるわねぇ」

「私も名残なごり惜おしいです……ライラさん、お元気で」

　馬車の横ではアルマとライラが別れを惜しんでいる。

　その後ろで小こ柄がらなプティがちょこまかと動き回り、これも持って行けあれも持って行けとお土産みやげを荷台に放り込んでいた。

「あれ？　ユートさんはどこでしょう？」

「そういえばいないな。クリストフ、お前は何か知らないか？」

「──いいえ。存じ上げません」

　馬車から少し離はなれた場所で、ヴァレンティアとリーゼベルが悠斗の姿を探していた。

　──せっかく見送りに来たのだから、二、三、言葉を交かわしたい。

　王都で悠斗と知り合った少女たちは、自分でも驚おどろくほどに別れをさびしく思っていた。

（……どうなるのか）

　もうすぐ出発するアルマたちへ、多くの人が声をかける。

　ヴァレンティアやリーゼベル、プティやライラ。

　近所の人々、常連客のおじさん、魔法使いの卵たち。

　その中でただ一人、何かを警戒しているクリストフは、ルナリエッタを連れて路地に入っていった悠斗の心中を想おもった。




「あっという間だったな」

　純白のローブをまとった少年が、ぽつりと呟いた。

「そうですね」

　並んで歩く小柄なメイドが、主人を見上げて同意した。

「ここに来た時はあんなに暑かったのにさ。今日は涼すずしいぐらいだ」

「そうですね」

「村はもっと涼しいのかな。防寒具の材料をかなり買ってたけど」

「そうですね」

「俺、寒いのは苦手だな。ルナもそう思わないか？」

「そうですね」

　どこへ向かうでもなくゆっくりと歩く悠斗。しばらくの間、彼を観察していたルナリエッタは、しびれを切らしたように冷たい声を出した。

「ご主人様。まだるっこしいやり方は止やめてください」

「なっ、何を……」

「気づいているということです」

「……っ！」

　ごまかしは許さないというメッセージが込められた硬こう質しつな声。

　すべて分かっているのだと語るルナリエッタの紅あかい瞳ひとみ。

　硬直する悠斗に、黒髪のメイドはそっと近づいていき──。

「ご主人様が私を人ひと気けのない場所に連れて来たのは」

　至近距きよ離りから悠斗を見上げ──。




「──告白するためですね？」




　ドヤ顔で、てんで的外れなことをのたまった。

「……ちっ、ちげーよ!!」

「おや？　それでは、何が目的ですか？」

「それは……」

　緊きん張ちようから解き放たれた悠斗は、ズッコケながらルナリエッタにツッコミを入れた。

　しかし、ルナリエッタに疑問を投げかけられ、再び言葉を詰つまらせてしまった。




『エラー。情報を表示できません。お手数ですが、運営にお問い合わせください』




　先ほどからこっそりと起動しているシステムメニューの機能は、ずっとエラーを表示し続けている。人間ならばレベルや名前が現れる場所には、ルナリエッタにしか現れないエラーメッセージが浮うかんでいた。

（どっちなんだ……？）

　たまたまエラーになってしまう人間なのか、それとも本当に魔物なのか。

　外見からは判断しかねる問題に、悠斗は昨晩からずっと悩なやんでいた。

（ルナが高レベルの魔物？　そんなこと……）

　否定しようとすると、ルナリエッタの不ふ審しんな点が次々と悠斗の脳のう裏りに浮かんでくる。

　魔物が相手でも負け知らずの強さを持っていたこと。

　幼く見える外見の割に幅はば広ひろい知識、経験を持つこと。

　そして、時おり、超ちよう越えつ者としての視点を匂におわせること。

　いずれも強大な魔物であることの裏打ちとなる要素に、悠斗は頭を抱かかえた。

「ご主人様？　そろそろ戻もどりましょう。みなさんがお待ちですよ」

「ああ……」

　この可か憐れんなメイドは、本当にクリストフが警戒するような魔物なのか。

　それとも、悠斗が知っているままのルナリエッタという少女なのか。

　いたずら者で、主人を度たび々たびからかって、そのくせ細かなところまで気が利きいて、悠斗の生活をそっと支えるルナリエッタは──。

（確かめよう。【アナライズ】を……使おう）

　このまま迷っていても何も進まない。知ることを怖こわがるのではなく、勇気を持って決断すること。そして、万が一の時は──自分が責任を取ること。

　覚かく悟ごを決めた悠斗は、ルナリエッタに【アナライズ】をかけた。

（どうか……！）

　何も起きないことを祈いのりながら、悠斗は固く目を閉じ、そしてゆっくりと開いていく。

　果たして、彼の目に映ったのは──。







[image: ]




[image: ]

「……あ……ああ……!?」

　信じられないメッセージが悠斗の目に映る。魔物の情報だということを意味する真しん紅くの文字が、悠斗の心臓をわしづかみにする。

「──おやおや」

　不意に、ルナリエッタの紅い瞳が妖あやしげな光を帯びた。

「気づいていたのですか？　それとも今、気づいたのですか？」

　薄うす暗ぐらい路地裏でぼんやりと光る真紅。

　それは《魔王》という文字とともに人ひと魂だまのように揺ゆれ、輪りん郭かくを曖あい昧まいにした。

「粗そ悪あくな魔ま水すい晶しようではなく、ご主人様の魔法ならば見破れると思っていました」

　責めるでもなく、焦あせるでもなく、淡たん々たんと語るルナリエッタ。

　日食を意味する姓せいを持つ少女に、悠斗は震ふるえる人差し指を向けた。

「お前……」

「そうです」

　小さくうなずくルナリエッタ＝イクリプス。

「私は、魔物……魔王です」


〈了りよう〉
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　あとがき







　光こう陰いん矢のごとしとはよく言ったもので、今年も残すところ一月となりました。

　ちょっと前まで「六月終しゆう了りよう、八月終了」と騒さわいでいたのがウソのようです。

　毎年のように同じことを言っていますが、やはり、年の瀬せになるとしみじみこう思ってしまいますね。

　──さて。

　皆みな様さま、冬がやって参りました。ぼんやりとした春ではなく、むやみやたらと暑い夏ではなく、服装に困る秋でもなく。しっかり寒く、小虫の姿もなく、ココアの美味おいしい季節になりましたよ！

　世の中には、夏になったら冬が好き、冬になったら夏が好きだと意見を変える変節漢もいますが、私は寒くてしょうがない冬が大好きです。子どものころはしもやけでかゆい思いをしたり、学校へ続くアイスバーンな坂道を転げ落ちたりと散々でしたが、それでも昔から冬が好きでした。

　北国出身というわけではないのですが、うだるような暑さがとにかく苦手で、空気がキンと冷え込むと何やら嬉うれしくなってきます。そこまで冷えて初めて味わえる、もこもこ布ふ団とんや灯油ファンヒーターの心地良い温ぬくもりよ……ああ、冬万ばん歳ざい。

　しかし、このように書いてしまうと、まるで冬とう眠みんしているクマのようですね。冬の間は布団に包くるまって、温かな部屋でぐーすか眠ねむっているような。いえいえ、そんなことはありません。たまにこたつの魔ま力りよくに負けて一日を無む為いに過ごしてしまうこともありますが、この毛け玉だま、冬も有意義に過ごしております。

　特に、保存食は寒い時季にしか作れないものが多いですからね。ここぞとばかりに大量に仕込み、おやつ代わりにちびちびとかじっています。干し肉に凍しみこんにゃく、干し野菜に各種燻くん製せい。作ってよし食べてよしの保存食、皆様もチャレンジしてみてはいかがでしょうか？

　でも、いきなりビーフジャーキーや燻製というのもハードルが高いですよね。何事も始めるにあたっては、まずは凝こりすぎないことが肝かん心じんです。調味液を作って、きっちり冷蔵庫に保存して、塩抜ぬきして、燻製器にウッドチップを敷しいて、燻いぶし過ぎないように気を付けて──私でも面めん倒どうですよ、こんなの！　どうせやるならば、簡単に越こしたことはありません。まずはちゃちゃっと、塩味の干し肉でも作りましょう。

　～干し肉の作り方～




１、脂あぶら身みのない牛肉、もしくは皮を剝はいだ鶏とり胸肉を用意する。

２、包丁の背で肉を軽く叩たたき、三～五ミリ程度に薄うすくそぎ切りにする。

３、ボウルに塩水を作る。水は湯冷まし、塩は殺さつ菌きん効果の高い岩塩を推すい奨しよう。

４、塩水に肉を漬つける。臭くさみを消すために、生しよう姜がや胡こ椒しようを入れるのもいい。

５、一晩塩水に漬けた肉をざるに移し、キッチンペーパーに挟はさんで水気を取る。

６、風通しの良い日ひ陰かげで、干物ネットに並べて干す。

７、一週間ほどで完成。ちびちびと食べよう！




　とまあ、こんな感じです。

　気を付けることと言えば衛生面だけですね。気温が高い時季には作らない。調理道具や干物ネットはきちんと消毒し、水や塩にも気を配る。そういったことを意識していれば、あとは簡単なものです。切った肉を塩水にドバっと漬けて、ネットに入れて干すだけ。

　凝ろうと思えばいくらでも面倒な工程を増やせるのですが、必要最低限の要素を抽ちゆう出しゆつするとこんなものです。醬しよう油ゆベースの和風ダレや、香こう辛しん料りようたっぷりの洋風ダレに漬け込んだものもいいのですが、シンプルイズベストな塩干し肉もなかなか乙おつなものですよ。




　さて、干し肉の話はこれぐらいにして、そろそろ『神様チートライフ』についてのお話をしましょうか。特に今回は物語に大きな進展がありましたからね。謎なぞのメイド、ルナリエッタの正体判明！　彼女はなんと●●だった！

　伏ふせ字にする必要はないと思うのですが、世の中にはあとがきから読む方もいらっしゃると聞きますし、用心に越したことはありません。まあ、そういった読者さんは挿さし絵えも先にチェックすると思うのですが……さ、最後の抵てい抗こうということで。

　それにしても、ルナリエッタが●●だったとは。昔、レベル上げに没ぼつ頭とうしていると、ボスの方から迎むかえに来るという恐おそるべきＲＰＧがあったのですが、悠ゆう斗とが味わっているのはそれに近いものがあると思います。

　怪あやしい、怪しい、怪しいと思っていたところで、まさかの●●。そりゃあ宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師し長ちようも警けい戒かいするというものです。本気のルナリエッタにかかれば、彼など指先一つでダウンでしょうから。

　しかし、こうなってくると主人公もパワーアップしなければ対抗出来ませんね。ゲームのような異世界ということは、やはり限界を超こえたレベルアップが王道でしょうか。もしくはジョブチェンジして、強力なスキルを習得するとか！

　ただ、悠斗がいくら頑がん張ばったところで、ルナリエッタは涼すずしい顔をしていそうなのが怖こわいところですね。

　それこそ一巻のカバーのように玉座に腰こしかけて、

「今、何かしましたか、ご主人様？」

　と、余よ裕ゆう綽しやく々しやくにポーズを決めていそうです。

　そんなルナリエッタと悠斗がどうなってしまうのか。次の巻もお楽しみください。




　最後になりましたが、今回もお世話になった方への謝辞を。

　いつも的確なアドバイスをくれる担当編集Ｋさん。Ｋさんがいなければ、『神様ライフ』は食事とケモミミ幼女の話で埋うめ尽つくされています。苦労をかけてばかりですが、精しよう進じんして参りますので、引き続きよろしくお願いします。

　毎回、素す敵てきな仕事をしてくださるイラストレーターのみわべさん。どれも愛くるしいイラストなのですが、特に目次が気に入っております。読者のためのイラストとはいえ、原げん稿こうを進める励はげみや、秘ひそかな楽しみになっています。次巻もまた、楽しみにしております。

　また、木き村むらデザイン・ラボさんや、この本の制作に関かかわったすべての人へ。今回もありがとうございました。続く四巻でもお世話になります。みなさんの仕事に負けないほど、良い話が書けたらなと思います。

　何だかんだで『神様ライフ』ももう三巻。ここまで読んでくださった読者の方も、本当にありがとうございました。四巻も楽しく読める話になるよう、頑張りますね。

　それでは、みなさん。二〇一五年の『神様ライフ』もよろしくお願いします。

　少し気が早いのですが、よいお年を。ではでは。


気きがつけば毛玉　　



























カバー・口絵・本文イラスト／みわべさくら

カバー・口絵・本文デザイン／木村デザイン・ラボ










神様チートライフ３








気きがつけば毛け玉だま
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